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はじめに

本書類は、平成２２年度の山県市の決算状況について、地方自治法第２３３条第

５項の規定による主要な施策の成果を説明する書類として作成したものです。
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１ 一般会計・特別会計の決算状況等

【一般会計】

［全 体］

平成２２年度一般会計の決算は、歳入総額が１２７億３，４２３万７，３５

２円、歳出総額が１１８億９７８万３，５６９円となり、歳入歳出差引額は９

億２，４４５万３，７８３円で、翌年度に繰り越すべき財源２，７７３万２千

円を除いた実質収支額は８億９，６７２万１千円となりました。

また、前年度に対して歳入で４４億５７５万７，２２４円、歳出では４９億

６，８０２万７，６９０円それぞれ減額となっています。

［歳 入］

歳入決算額で最も大きなウェイトを占めるのは、地方交付税約４９億４，９

２７万円で、歳入全体の３８．９％を占めています。このうち普通交付税は、

約４４億３，３１１万円で前年度に対し８．２％の増加となっており、特別交

付税は、約５億１，６１５万円で前年度に対して４．５％の増加となりました。

２番目は、自主財源の市税約３０億４，７４５万円で歳入全体の２３．９％を

占め、前年度に対して１．３％の減少となっています。３番目は、市債で約１

１億５，６５２万円で、歳入全体の９．１％を占めており、主な内訳は、合併

特例債１億７，５７０万円、臨時財政対策債９億３，１９２万４千円となって

おり、前年度に対して６７．５％の減少となっています。

［歳 出］

款別歳出決算額で最も大きなウェイトを占める費目は民生費で、約３３億５，

５１２万円、歳出全体の２８．４％を占めています。以下、構成比の高い順に

公債費約２４億４，３６０万円、総務費約１５億９，７０１万円、教育費約１

２億２，７３４万円となっています。前年度に対して全体では２９．６％で約

４９億６，８００万円の減少となっています。主な内訳は、クリーンセンター

整備事業の減少による衛生費の約３１億６，７２３万円、次いで、美山中学校

整備事業の減少による教育費の約１２億７５３万円などが、大幅に減額となっ

ています。
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［財政指標等］

各種財政指標につきましては、大型事業の財源として借り入れした合併特例

債等の償還が始まった事などにより、財政健全化法の指標として使用されてい

る実質公債費比率が１８．５％（前年度１７．４％）となり、地方財政法で定

める起債の許可団体となりましたが、元金の償還により残高が減少したことに

より将来負担比率は１１１．１％（前年度１３４．１％）と減少しました。

その他、標準財政規模が８９億１，４４０万９千円、財政力指数は０．４７

６（前年度０．５００）、経常収支比率は９０．５％（前年度９１．３％）、実

質収支比率は１０．０％（前年度３．５％）となりました。

【特別会計】

国民健康保険特別会計については、歳入総額が３６億９，３４３万２，６０

４円、歳出総額が３４億５，０６４万４３９円で、歳入歳出差引額は２億４，

２７９万２，１６５円となりました。

老人保健特別会計については、歳入総額が３４６万６，０３１円、歳出総額

が３４６万６，０３１円で、歳入歳出差引額は０円となりました。

介護保険特別会計については、歳入総額が２３億４６５万９，６４０円、歳

出総額が１９億１，５１６万１６６円で、歳入歳出差引額は３億８，９４９万

９，４７４円となりました。

後期高齢者医療特別会計については、歳入総額が２億３，４２２万１，６０

０円、歳出総額が２億２，９６６万９，１９８円で、歳入歳出差引額は４５５

万２，４０２円となりました。

簡易水道事業特別会計については、歳入総額が１億１，６４０万９０１円、

歳出総額が９，８４９万８，２２９円で、歳入歳出差引額は１，７９０万２，

６７２円となりました。

農業集落排水事業特別会計については、歳入総額が４億５，７７９万１，０

３２円、歳出総額が４億５，７５８万２，５５２円で、歳入歳出差引額は２０

万８，４８０円となりました。

公共下水道事業特別会計については、歳入総額が８億８，９０２万４，７４

６円、歳出総額が８億８，４６５万９，５９３円で、歳入歳出差引額は４３６

万５，１５３円となりました。

高富財産区特別会計については、歳入総額が２６２万３，０８９円、歳出総

額が１７９万１，８３６円で、歳入歳出差引額は８３万１，２５３円となりま

した。
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【地方債・基金】

［地方債］

地方債の一般会計分については、合併特例債１億７，５７０万円、臨時財政

対策債９億３，１９２万４千円、平成２２年度から創設された過疎債のソフト

事業分３，２３０万円など、総額で１１億５，６５２万４千円発行、これら市

債は、後年度に元利償還金又は同意額に対し地方交付税措置されることとなっ

ています。当該年度の元金償還は約２０億５，１３２万円で、地方債残高は約

２４０億円となり、約９億円（減少率約３．６％）の減額となりました。

特別会計は、公共下水道事業債２億３，８００万円を発行し、約２億３，７

９１万円を償還しました。

［基 金］

一般会計の基金については、合併特例債を財源とした合併振興基金に約１億

７，９２９万円を積立て、新たに住民生活に光をそそぐ基金を設立し約２，５

６８万円を積立てたほか、減債基金等の積立型基金の運用益など、それぞれ基

金に合計１，３６６万円積立てを行いました。

取崩しでは、消防施設整備基金約１，９７６万円とふるさと応援基金約１１

６万円を取崩しましたが、地方交付税や繰越金など歳入の増や経費節減等によ

り当初予算ベースを大幅に削減し決算することができました。その結果、当年

度末の基金残高は、前年度末より約１億９，７７１万円増加し、７３億１，７

７７万３千円となりました。

また、特別会計については、簡易水道基金に５０９万６千円を積立てたほか

各基金の運用益である預金利子約６３万９千円を積立て、取崩しでは、国民健

康保険基金約３，０７９万６千円、介護従事者処遇改善臨時特例基金５０８万

９千円を取り崩しました。当年度末の基金残高は、前年度末より３，０１５万

円減少し、約４億３,０００万円となりました。



２ 会 計 別 決 算 額 総 括 表

決算額 a 執行率 決算額 a 執行率 a - b 増減率

歳 入 12,734,237,352 100.5 17,139,994,576 96.1 △ 4,405,757,224 △ 25.7

歳 出 11,809,783,569 93.2 16,777,811,259 94.1 △ 4,968,027,690 △ 29.6

差 引 924,453,783 362,183,317 562,270,466 155.2

歳 入 3,693,432,604 102.1 3,600,730,773 100.2 92,701,831 2.6

歳 出 3,450,640,439 95.4 3,446,875,958 95.9 3,764,481 0.1

差 引 242,792,165 153,854,815 88,937,350 57.8

歳 入 3,466,031 83.6 4,633,593 53.5 △ 1,167,562 △ 25.2

歳 出 3,466,031 83.6 2,768,631 32.0 697,400 25.2

差 引 0 1,864,962 △ 1,864,962 △ 100.0

歳 入 2,304,659,640 105.9 2,166,965,396 110.6 137,694,244 6.4

歳 出 1,915,160,166 88.0 1,775,149,355 90.6 140,010,811 7.9

差 引 389,499,474 391,816,041 △ 2,316,567 △ 0.6

歳 入 234,221,600 84.9 227,720,873 99.0 6,500,727 2.9

歳 出 229,669,198 83.2 223,467,888 97.1 6,201,310 2.8

差 引 4,552,402 4,252,985 299,417 7.0

歳 入 116,400,901 109.8 135,358,032 111.9 △ 18,957,131 △ 14.0

歳 出 98,498,229 92.9 111,692,821 92.3 △ 13,194,592 △ 11.8

差 引 17,902,672 23,665,211 △ 5,762,539 △ 24.4

歳 入 457,791,032 97.4 464,514,382 97.1 △ 6,723,350 △ 1.4

歳 出 457,582,552 97.4 464,363,502 97.1 △ 6,780,950 △ 1.5

差 引 208,480 150,880 57,600 38.2

歳 入 889,024,746 97.8 1,563,064,587 96.5 △ 674,039,841 △ 43.1

歳 出 884,659,593 97.3 1,545,894,134 95.5 △ 661,234,541 △ 42.8

差 引 4,365,153 17,170,453 △ 12,805,300 △ 74.6

歳 入 2,623,089 109.3 3,004,682 124.5 △ 381,593 △ 12.7

歳 出 1,791,836 74.7 2,290,546 94.9 △ 498,710 △ 21.8

差 引 831,253 714,136 117,117 16.4

歳 入 7,701,619,643 101.8 8,165,992,318 101.9 △ 464,372,675 △ 5.7

歳 出 7,041,468,044 93.1 7,572,502,835 94.5 △ 531,034,791 △ 7.0

差 引 660,151,599 593,489,483 66,662,116 11.2

歳 入 20,435,856,995 101.0 25,305,986,894 97.9 △ 4,870,129,899 △ 19.2

歳 出 18,851,251,613 93.2 24,350,314,094 94.2 △ 5,499,062,481 △ 22.6

差 引 1,584,605,382 955,672,800 628,932,582 65.8

（単位：円、％）
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国民健康保険

12,668,452,000
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2,400,000

106,000,000

公 共 下 水 道
事 業

農 業 集 落
排 水 事 業

介 護 保 険 2,176,288,000

470,000,000

簡易水道事業

平成２１年度 比較増減平成２２年度
予 算 現 額会 計 名 区分
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３ 一 般 会 計 款 別 歳 入 決 算 額 対 前 年 度 比 較 表

（単位：円、％）

予算現額

決算額 a 構成比 執行率 決算額 b 構成比 執行率 a － b 率

1 市 税 2,991,952,000 3,047,455,704 23.9 101.9 3,086,238,116 18.0 98.9 △ 38,782,412 △ 1.3

2 地 方 譲 与 税 180,000,000 190,010,135 1.5 105.6 195,760,347 1.1 102.6 △ 5,750,212 △ 2.9

3 利 子 割 交 付 金 19,900,000 13,763,000 0.1 69.2 15,230,000 0.1 97.0 △ 1,467,000 △ 9.6

4 配 当 割 交 付 金 1,500,000 5,922,000 0.0 394.8 4,770,000 0.0 90.0 1,152,000 24.2

5
株 式 等 譲 渡
所 得 割 交 付 金

1,100,000 1,745,000 0.0 158.6 2,169,000 0.0 114.2 △ 424,000 △ 19.5

6
地 方 消 費
税 交 付 金

227,000,000 252,776,000 2.0 111.4 253,211,000 1.5 107.1 △ 435,000 △ 0.2

7
ゴルフ場利用税
交 付 金

37,200,000 38,291,260 0.3 102.9 42,126,595 0.3 101.0 △ 3,835,335 △ 9.1

8
自 動 車 取 得 税
交 付 金

50,000,000 53,959,000 0.4 107.9 60,192,000 0.4 72.4 △ 6,233,000 △ 10.4

9 地方特例交付金 57,000,000 57,009,000 0.5 100.0 50,277,000 0.3 130.3 6,732,000 13.4

10 地 方 交 付 税 4,753,116,000 4,949,273,000 38.9 104.1 4,590,047,000 26.8 109.8 359,226,000 7.8

内 普 通 交 付 税 4,433,116,000 4,433,116,000 34.8 100.0 4,095,946,000 23.9 105.0 337,170,000 8.2

訳 特 別 交 付 税 320,000,000 516,157,000 4.1 161.3 494,101,000 2.9 176.5 22,056,000 4.5

11
交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金

3,769,000 3,662,000 0.0 97.2 3,825,000 0.0 85.0 △ 163,000 △ 4.3

12
分 担 金 及 び
負 担 金

163,054,000 162,090,739 1.3 99.4 175,809,826 1.0 101.1 △ 13,719,087 △ 7.8

13
使 用 料 及 び
手 数 料

341,304,000 340,643,954 2.7 99.8 338,100,911 2.0 101.0 2,543,043 0.8

14 国 庫 支 出 金 1,143,593,000 1,005,875,613 7.9 88.0 3,202,319,508 18.7 93.5 ############## △ 68.6

15 県 支 出 金 749,800,000 703,211,337 5.5 93.8 727,487,491 4.2 93.8 △ 24,276,154 △ 3.3

16 財 産 収 入 25,873,000 22,549,062 0.2 87.2 41,806,478 0.2 134.4 △ 19,257,416 △ 46.1

17 寄 附 金 341,000 351,300 0.0 103.0 1,165,038 0.0 105.1 △ 813,738 △ 69.8

18 繰 入 金 284,683,000 49,695,603 0.4 17.5 121,165,555 0.7 12.2 △ 71,469,952 △ 59.0

19 繰 越 金 235,332,000 362,183,317 2.8 153.9 406,229,979 2.4 107.4 △ 44,046,662 △ 10.8

20 諸 収 入 237,311,000 317,246,328 2.5 133.7 260,263,732 1.5 108.4 56,982,596 21.9

21 市 債 1,164,624,000 1,156,524,000 9.1 99.3 3,561,800,000 20.8 100.0 ############## △ 67.5

12,668,452,000 12,734,237,352 100.0 100.5 17,139,994,576 100.0 96.1 ############## △ 25.7

比較増減

合 計

款 名
平成２２年度 平成２１年度
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４ 一 般 会 計 歳 入 決 算 額 所 属 別 内 訳 表

（単位：円、％）

調定額 構成比 執行率 収入済額 構成比 執行率 収入未済額 構成比 未済率

0 0 － － 0 － － 0 － -

61,438,000 59,064,504 0.5 96.1 59,064,504 0.5 96.1 0 － 0.0

16,668,000 17,940,302 0.1 107.6 17,940,302 0.1 107.6 0 － 0.0

7,224,501,000 7,383,753,393 56.5 102.2 7,294,304,393 57.3 101.0 89,449,000 28.0 1.2

234,960,000 235,704,893 1.8 100.3 234,972,308 1.8 100.0 575,925 0.2 0.2

96,926,000 91,241,000 0.7 94.1 91,241,000 0.7 94.1 0 － 0.0

170,003,000 164,047,486 1.3 96.5 164,047,486 1.3 96.5 0 － 0.0

101,887,000 105,941,879 0.8 104.0 105,941,879 0.8 104.0 0 － 0.0

3,100,033,000 3,393,263,491 26.0 109.5 3,164,351,648 24.9 102.1 225,216,790 70.6 6.6

0 0 － － 0 - － 0 － -

522,081,000 492,576,842 3.8 94.3 492,576,842 3.9 94.3 0 － 0.0

47,631,000 42,165,681 0.3 88.5 42,165,681 0.3 88.5 0 － 0.0

627,137,000 621,627,289 4.8 99.1 619,059,607 4.9 98.7 2,567,682 0.8 0.4

183,800,000 175,870,046 1.3 95.7 175,870,046 1.4 95.7 0 - 0.0

101,522,000 93,717,132 0.7 92.3 93,277,132 0.7 91.9 440,000 0.1 0.5

36,326,000 34,620,147 0.3 95.3 33,701,557 0.3 92.8 918,590 0.3 2.7

20,455,000 18,750,075 0.1 91.7 18,750,075 0.1 91.7 0 － 0.0

104,864,000 106,975,902 0.8 102.0 106,975,902 0.8 102.0 0 － 0.0

18,220,000 19,996,990 0.2 109.8 19,996,990 0.2 109.8 0 - 0.0

12,668,452,000 13,057,257,052 100.0 103.1 12,734,237,352 100.0 100.5 319,167,987 100.0 2.4

決 算 額
予算現額

国 体 推 進 課

秘 書 広 報 課

所 属 名

税 務 課

生 活 環 境 課

合 計

市 民 課

社 会 福 祉 課

健 康 課

企 画 財 政 課

子 ど も 家 庭 課

生 涯 学 習 課

産 業 振 興 課

建 設 課

水 道 課

都 市 計 画 課

消 防 本 部

学 校 教 育 課

議 会 事 務 局

総 務 課

有 線 テ レ ビ
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５ 一 般 会 計 款 別 歳 出 決 算 額 対 前 年 度 比 較 表

（単位：円、％）

予算現額

決算額 a
構 成
比

執 行
率 決算額 b

構 成
比

執 行
率 a － b 率

1 議 会 費 137,946,000 134,451,032 1.1 97.5 135,749,354 0.8 98.1 △ 1,298,322 △ 1.0

2 総 務 費 1,718,966,000 1,597,018,774 13.5 92.9 1,928,529,376 11.5 96.2 △ 331,510,602 △ 17.2

3 民 生 費 3,495,784,000 3,355,124,355 28.4 96.0 3,235,381,944 19.3 95.8 119,742,411 3.7

4 衛 生 費 1,083,797,000 1,056,653,306 9.0 97.5 4,223,891,691 25.2 98.5 △ 3,167,238,385 △ 75.0

5 労 働 費 48,934,000 43,870,526 0.4 89.7 36,362,330 0.2 87.0 7,508,196 20.6

6
農 林 水
産 業 費

616,003,000 556,319,865 4.7 90.3 660,620,273 3.9 91.7 △ 104,300,408 △ 15.8

7 商 工 費 200,082,000 191,776,370 1.6 95.8 190,517,646 1.1 96.8 1,258,724 0.7

8 土 木 費 700,575,000 620,657,068 5.3 88.6 983,090,760 5.9 89.8 △ 362,433,692 △ 36.9

9 消 防 費 598,060,000 567,418,139 4.8 94.9 583,771,140 3.5 95.1 △ 16,353,001 △ 2.8

10 教 育 費 1,391,697,000 1,227,340,658 10.4 88.2 2,434,879,213 14.5 89.2 △ 1,207,538,555 △ 49.6

11 災 害 復 旧 費 17,303,000 15,548,557 0.1 89.9 0 0.0 - 15,548,557 皆増

12 公 債 費 2,654,216,000 2,443,604,919 20.7 92.1 2,365,017,532 14.1 90.4 78,587,387 3.3

13 予 備 費 5,089,000 0 0.0 - 0 0.0 - 0 -

12,668,452,000 11,809,783,569 100.0 93.2 16,777,811,259 100.0 94.1 △ 4,968,027,690 △ 29.6

比較増減

合 計

款 名

平成２２年度 平成２１年度
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６ 一 般 会 計 節 別 歳 出 決 算 額 対 前 年 度 比 較 表

（単位：円、％）

決算額 a 構成比 執行率 決算額 b 構成比 執行率 a - b 増減率

1 報 酬 167,161,000 162,521,873 1.4 97.2 161,449,335 1.0 97.6 1,072,538 0.7

2 給 料 1,273,564,000 1,267,107,442 10.7 99.5 1,324,124,742 7.9 99.9 △ 57,017,300 △ 4.3

3 職 員 手 当 等 882,265,000 840,057,836 7.1 95.2 908,803,483 5.4 96.3 △ 68,745,647 △ 7.6

4 共 済 費 449,721,000 444,601,445 3.8 98.9 434,896,008 2.6 98.6 9,705,437 2.2

5 災 害 補 償 費 1,095,000 147,783 0.0 13.5 78,700 0.0 7.5 69,083 87.8

7 賃 金 235,030,000 223,334,862 1.9 95.0 192,349,646 1.2 92.9 30,985,216 16.1

8 報 償 費 48,511,000 42,513,073 0.4 87.6 39,646,366 0.2 83.3 2,866,707 7.2

9 旅 費 21,908,000 15,675,558 0.1 71.6 17,175,603 0.1 78.8 △ 1,500,045 △ 8.7

10 交 際 費 1,170,000 433,224 0.0 37.0 294,600 0.0 25.2 138,624 47.1

11 需 用 費 479,407,000 429,883,044 3.6 89.7 431,700,358 2.6 87.1 △ 1,817,314 △ 0.4

12 役 務 費 93,069,000 78,399,102 0.7 84.2 80,957,388 0.5 78.9 △ 2,558,286 △ 3.2

13 委 託 料 1,248,887,000 1,174,583,583 9.9 94.1 993,811,620 5.9 91.9 180,771,963 18.2

14 使 用 料 及 び 賃 借 料 97,030,000 89,529,351 0.8 92.3 97,212,182 0.6 96.3 △ 7,682,831 △ 7.9

15 工 事 請 負 費 976,033,000 770,523,621 6.5 78.9 5,520,743,023 32.9 93.8 △ 4,750,219,402 △ 86.0

16 原 材 料 費 698,000 569,135 0.0 81.5 5,736,959 0.0 67.1 △ 5,167,824 △ 90.1

17 公 有 財 産 購 入 費 536,000 423,755 0.0 79.1 104,604,526 0.6 97.6 △ 104,180,771 △ 99.6

18 備 品 購 入 費 105,548,000 80,490,003 0.7 76.3 257,779,972 1.5 91.1 △ 177,289,969 △ 68.8

19
負 担 金 補 助
及 び 交 付 金

929,002,000 891,744,736 7.6 96.0 1,382,115,589 8.2 97.7 △ 490,370,853 △ 35.5

20 扶 助 費 1,440,179,000 1,373,074,988 11.6 95.3 1,022,840,096 6.1 95.7 350,234,892 34.2

21 貸 付 金 63,120,000 63,000,000 0.5 99.8 63,000,000 0.4 99.8 0 0.0

22 補償補填及び賠償金 2,220,000 317,739 0.0 14.3 2,298,508 0.0 71.6 △ 1,980,769 △ 86.2

23
償 還 金 利 子
及 び 割 引 料

2,682,187,000 2,470,814,185 20.9 92.1 2,391,722,481 14.3 90.5 79,091,704 3.3

24 投 資 及 び 出 資 金 56,918,000 56,902,400 0.5 100.0 52,856,943 0.3 100.0 4,045,457 7.7

25 積 立 金 221,672,000 218,643,141 1.9 98.6 122,267,289 0.7 97.4 96,375,852 78.8

27 公 課 費 2,392,000 1,916,600 0.0 80.1 2,310,580 0.0 91.7 △ 393,980 △ 17.1

28 繰 出 金 1,184,040,000 1,112,575,090 9.4 94.0 1,167,035,262 7.0 95.2 △ 54,460,172 △ 4.7

29 予 備 費 5,089,000 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0

12,668,452,000 11,809,783,569 100.0 93.2 16,777,811,259 100.0 94.1 △ 4,968,027,690 △ 29.6

比較増減

合 計

節 名 予算現額
平成２２年度 平成２１年度
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７ 一 般 会 計 歳 出 決 算 額 所 属 別 内 訳 表

（単位：円、％）

決算額 a 構成比 執行率 決算額 b 構成比 執行率 a -b 増減率

102,154,000 99,215,894 0.8 97.1 100,143,750 0.6 97.7 △ 927,856 △ 0.9

383,489,000 318,398,995 2.7 83.0 900,661,001 5.4 94.9 △ 582,262,006 △ 64.6

2,552,584,000 2,498,003,314 21.1 97.9 2,612,492,322 15.6 98.3 △ 114,489,008 △ 4.4

2,899,499,000 2,678,872,948 22.7 92.4 2,490,463,726 14.8 90.4 188,409,222 7.6

170,298,000 159,138,662 1.3 93.4 157,095,737 0.9 96.7 2,042,925 1.3

100,926,000 95,241,850 0.8 94.4 － － － 95,241,850 皆増

581,571,000 566,558,689 4.8 97.4 496,063,456 3.0 95.0 70,495,233 14.2

777,654,000 764,111,812 6.5 98.3 3,944,835,457 23.5 99.0 △ 3,180,723,645 △ 80.6

62,599,000 57,147,861 0.5 91.3 65,419,628 0.4 93.0 △ 8,271,767 △ 12.6

633,282,000 574,508,875 4.9 90.7 691,518,834 4.1 95.4 △ 117,009,959 △ 16.9

1,113,772,000 1,055,307,198 8.9 94.8 958,039,072 5.7 95.3 97,268,126 10.2

287,621,000 260,235,990 2.2 90.5 250,627,851 1.5 91.7 9,608,139 3.8

962,189,000 917,328,428 7.8 95.3 914,407,986 5.4 94.0 2,920,442 0.3

244,280,000 232,665,104 2.0 95.2 256,678,978 1.5 95.5 △ 24,013,874 △ 9.4

427,563,000 358,667,466 3.0 83.9 629,770,654 3.8 84.3 △ 271,103,188 △ 43.0

77,085,000 69,852,464 0.6 90.6 81,444,602 0.5 85.9 △ 11,592,138 △ 14.2

173,064,000 148,679,562 1.3 85.9 147,476,089 0.9 88.0 1,203,473 0.8

688,768,000 583,501,717 4.9 84.7 1,740,782,673 10.4 89.4 △ 1,157,280,956 △ 66.5

430,054,000 372,346,740 3.2 86.6 339,889,443 2.0 79.8 32,457,297 9.5

12,668,452,000 11,809,783,569 100.0 93.2 16,777,811,259 100.0 94.1 △ 4,968,027,690 △ 29.6

平成２１年度

生 活 環 境 課

社 会 福 祉 課

有 線 テ レ ビ 局

税 務 課

企 画 財 政 課

国 体 推 進 課

比較増減

合 計

予算現額
平成２２年度

秘 書 広 報 課

産 業 振 興 課

所 属 名

議 会 事 務 局

総 務 課

消 防 本 部

平成２２年度より国体推進課を創設し、生涯学習課の国体関係事務を引継ぎました。

健 康 課

市 民 課

建 設 課

水 道 課

都 市 計 画 課

学 校 教 育 課

生 涯 学 習 課

子 ど も 家 庭 課
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８ 一 般 会 計 決 算 額 各 種 財 政 指 標 等 一 覧 表

１．決算額、単年度収支状況等 （単位：千円）

平成２２年度 平成２１年度

12,734,237 17,139,994 a

11,809,784 16,777,811 b

924,453 362,183 c

27,732 68,193 d

896,721 293,990 e

6,420 9,985 f

0 0 g

1,658 4,849 h

610,809 △ 222,438 ｉ

２．性質別決算額内訳表 （単位：千円）

平成２１年度

2,666,210

1,086,776

2,365,018

6,118,004

1,626,146

163,484

1,319,554

122,266

115,857

1,463,332

5,849,168

0

5,849,168

16,777,81111,809,784合 計

a-b

c-d

e-前年度のｅ+f-g+h

平成２２年度

2,564,015

1,456,894

2,443,604

補 助 費 等

積 立 金

727,809

218,643

区 分 備 考

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額

翌 年 度 繰 越 額

実 質 収 支

公 債 費

性 質 別

小 計

物 件 費

維 持 補 修 費

財 政 調 整 基 金 積 立

財政調整基金取崩し

繰 上 償 還 額

実 質 単 年 度 収 支

投 資 及 び 出 資 金 ・ 貸 付 金

繰 出 金

119,902

1,426,708

139,251

6,464,513

1,867,227

義
務
的
経
費

人 件 費

扶 助 費

830,182

15,549

投
資
的
経
費

普 通 建 設 事 業 費

災 害 復 旧 事 業 費

小 計 845,731
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３．財政分析指標①

平成２２年度 平成２１年度

8,914,409千円 8,491,377千円

10.0% 3.5%

0.476 0.500

90.5% 91.3%

18.5% 17.4%

111.1% 134.1%

４．財政分析指標② （単位：千円）

平成２１年度

2,409,988

5,508,674

7,856,863

1,364,469

17,139,994

2,165,270

5,391,753

7,758,977

1,461,811

16,777,811

1,639,103

12,734,237

1,011,109

779,995

975,074

8,111,037

1,828,013

歳出

臨時

経常

計

一 般 財 源

特 定 財 源

11,809,784

8,190,667一 般 財 源

特 定 財 源

区 分

歳入

臨時

経常

計

一 般 財 源

特 定 財 源

一 般 財 源

特 定 財 源

経 常 収 支 比 率 地方自治体の財政の弾力性を示す指標。

備 考

標 準 財 政 規 模

実質収支／標準財政規模実 質 収 支 比 率

区 分

基準財政収入額/ 基準財政需要額の３年平
均。

財 政 力 指 数

平成２２年度

2,009,023

※実質公債費比率、将来負担比率を財政分析指標として使用することが増えたため、本年度より公債費負担比率、起債制限負担比率は削除
しました。

公営企業債に対する繰出金などの公債費に
準ずるものを含めた実質的な公債費/（標準
財政規模－交付税に算入された公債費等）

地方債残高や公営企業債に対する将来に渡
る負担見込みなどの実質的な負債/（標準財
政規模－交付税に算入された公債費等）

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

－ 13 －



５．財政分析指標③ （単位：千円）

平成２２年度 平成２１年度

計 12,734,237 17,139,994

義 務 的 経 費 6,464,513 6,118,004

投 資 的 経 費 845,731 5,849,168

そ の 他 経 費 4,499,540 4,810,639

計 11,809,784 16,777,811

６．人口１人当たり指標

平成２２年度 平成２１年度

103,451円 103,226円

400,902円 561,168円

231,237円 221,221円

263,012円 253,537円

814,721円 832,660円

1,120,474円 1,133,910円

29,458人 29,898人

備 考

市 税

上記以外の経費

8,432,021

地方債残高（全会計）

地方譲与税、利子割交付金、配当割交付
金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費
税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動
車取得税交付金、地方特例交付金、地方
交付税、交通安全対策特別交付金、国庫
支出金、県支出金、市債

依 存 財 源

基金残高 （全会計）

人件費、扶助費、公債費

4,430,780

年度末人口

地 方 債 残 高
（ 一 般 会 計 ）

住 民 基 本 台 帳 人 口

区 分

基金残高（一般会計） 土地開発基金除く

歳 出 決 算 額

区 分 備 考

歳入

自 主 財 源 4,302,216

歳出

12,709,214

普通建設事業費、災害復旧事業費

市税、分担金及び負担金、使用料及び手
数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越
金、諸収入

－ 14 －
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９　　会　計　別　地　方　債　の　内　訳　表

 （単位：千円）

増 加 額 減 少 額

１ 7,745,000 45,400 1,181,462 6,608,938

1,154,307 1,200 169,266 986,241

312,397 4,900 46,913 270,384

6,942 1,330 5,612

525,845 4,800 95,291 435,354

852,148 9,700 119,196 742,652

0 1,700 1,700

2,270,497 13,100 415,042 1,868,555

324,842 58,668 266,174

2,298,022 10,000 275,756 2,032,266

２ 33,091 3,500 9,148 27,443

３ 601,281 78,192 523,089

４ 87,630 10,153 77,477

５ 4,444,001 931,924 187,368 5,188,557

６ 11,433,608 175,700 535,179 11,074,129

７ 550,243 49,823 500,420

24,894,854 1,156,524 2,051,325 24,000,053

1,138,772 35,594 1,103,178

4,045,970 184,551 3,861,419

3,822,055 238,000 17,771 4,042,284

9,006,797 238,000 237,916 9,006,881

33,901,651 1,394,524 2,289,241 33,006,934

平成２２年度中増減額
備　　　　　　　考

減 税 補 て ん 債

平成２２年度
末現在高

(4) 衛 生 債

(5) 農 林 債

(7) 土 木 債

(8) 消 防 債

(9) 教 育 債

平成２1年度
末現在高

災 害 復 旧 債

臨 時 税 収 補 て ん 債

臨 時 財 政 対 策 債

普 通 債

区 分

(1) 総 務 債

(2) 民 生 債

(3) 保 育 所 債

(6) 商 工 債

合 計

一

般

会

計

特
　
別
　
会
　
計

簡 易 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

小 計

農 業 集 落 排 水 事 業 債

小 計

地 域 再 生 事 業 債

合 併 特 例 債



１０ 会 計 別 基 金 の 運 用 状 況 表

（単位：千円）

増 加 額 減 少 額

財 政 調 整 基 金 2,514,049 6,420 2,520,469

減 債 基 金 1,103,965 2,975 1,106,940

教 育 施 設 整 備 基 金 22,414 55 22,469

魅 力 あ る ま ち づ く り 基 金 949,912 2,983 952,895

文 化 の 里 施 設 整 備 基 金 6,135 21 6,156

市 営 住 宅 建 設 基 金 50,556 152 50,708

消 防 施 設 整 備 基 金 149,851 375 19,764 130,462

クリーンセンター施設整備基金 31,701 63 31,764

福 祉 施 設 整 備 基 金 8,814 15 8,829

合 併 振 興 基 金 1,067,412 179,297 1,246,709

地 域 活 性 化 ・ 公 共 投 資 基 金 100,000 250 100,250

住 民 生 活 に 光 を そ そ ぐ 基 金 0 25,688 25,688

ふ る さ と 水 と 土 基 金 30,000 0 30,000

ふ る さ と 応 援 基 金 1,165 351 1,165 351

地 域 福 祉 基 金 548,083 0 548,083

公 共 料 金 支 払 基 金 30,000 0 30,000

途 中 計 6,614,057 218,645 20,929 6,811,773

土 地 開 発 基 金 506,000 0 0 506,000

合 計 7,120,057 218,645 20,929 7,317,773

国 民 健 康 保 険 基 金 202,154 476 30,796 171,834

高額療養費支払資金貸付基金 10,000 0 10,000

介 護 給 付 費 準 備 基 金 67,020 134 67,154

介護従事者処遇改善臨時特例基
金 7,235 29 5,089 2,175

簡 易 水 道 基 金 40,857 5,096 45,953

高 富 財 産 区 調 整 基 金 132,920 0 132,920

計 460,186 5,735 35,885 430,036

特

別

会

計

備 考

一

般

会

計

区 分
平成２１年度
末現在高

平成２２年度中増減額
平成２２年度
末現在高

－ 16 －



所管別主要な施策の成果説明書

（１） 一 般 会 計
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主要な施策の成果説明及び実績

この主要な施策の成果説明及び実績については、款項目すべてについて網羅するものではなく、各
目毎で人件費、旅費、需用費、役務費等事務的な経常経費を除き、主要な事業について成果の説明を
行っております。

【款 議会費 項 議会費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
議会費 １３７，９４６ １３４，４５１

議会費 １３７，９４６ １３４，４５１

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

議会費 ○議会報発行 ６７３千円 （予算現額 937千円）
【議会事務局】

議会報を各定例会終了の翌々月に発行し、市議会活動内容を市民に提
供し、議会に対する理解と協力を得るとともに、議会情報の周知を図り
ました。

・発行日 １日発行（年間４回）
・仕 様 Ａ４版（カラ－）１２頁
・発行数 ９，１００部×４回

○主な議会活動

・定例会 ４回（６月、９月、１２月、３月）
・臨時会 ２回（５月、２月）
・議会運営委員会 １８回
・常任委員会 延べ２１回
・特別委員会 延べ１８回
・全員協議会 ４回
・議員研修他 ３回
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【款 総務費 項 総務管理費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
総務費 １，７１８，９６６ １，５９７，０１９

総務管理費 １，３８４，２８８ １，２７９，３５２

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

一般管理費 ○職員研修事業 １，３２７千円 （予算現額 1,654千円）
【秘書広報課】

【特定財源】
その他 ６８３千円

職員の資質向上及び能力開発に資するため各種研修を行いました。

＜職員研修実績＞
区 分 研 修 名 受講者数

岐阜県市町村職員研修センター研修 ５３人
岐阜県市町村行政情報センター研修 １人

派遣研修
自治大学校等研修 １人
市町村職員実務研修等（岐阜県へ派遣） ３人
行財政講演会 ８人
行政評価・人事評価セミナー ２人
資格取得研修 １人

小 計 ６９人
一般研修（環境問題） ２９８人

全職員対象

単独研修
一般研修（人権講演会） ２８９人

全職員対象
一般研修（人事評価） ９３人

課長補佐級以上対象
小 計 ６８０人

合 計 ７４９人

【生活環境課】 ○防犯灯新設工事 ７０４千円 （予算現額 840千円）

防犯対策の一環として市内の必要箇所に防犯灯を設置し、市民の生活安
全確保に努めました。

＜防犯灯設置状況＞ （平成２３年３月３１日現在）
区 分 基 数
防犯灯新規設置数 ３４基
総設置数 ３，１２１基
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【款 総務費 項 総務管理費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

文書広報費 ○広報やまがた発行 ４，２５７千円 （予算現額 6,905千円）
【秘書広報課】

【特定財源】
県支出金 ６０１千円
その他 １３０千円

市政や市に関する情報を広く市民にお知らせするため、「広報やまがた」
を毎月１日に発行し、自治会を通じて配布するほか、市内コンビニエンス
ストア９店及び公共施設窓口に配置しました。

また、「広報やまがた」の内容をテープに収録し、市役所、図書館及び
中央公民館に配置しました。

・収録テープ作成本数 ４本／月

＜広報やまがた発行状況＞
発 行 部 数 ９，０００部

自 治 会 配 布 ８，２７１部
コ ン ビ ニ 配 布 １６３部
公共施設窓口配布 ５６６部

【不用額】 ２，６４８千円
◇主な理由：入札差金により、不用額が生じました。

財政管理費 ○財務書類作成支援委託事業
【企画財政課】 １，８５４千円 （予算現額 1,854千円）

平成２１年度決算に基づく新公会計制度による財務書類４表（貸借対照
表、行政コスト計算書、純資産収支計算書、純資産変動計算書）公表のた
め、作成支援業務を委託をしました。

財産管理費 ○基金積立事業 ２１８，２８２千円 （予算現額 221,310千円）
【企画財政課】

【特定財源】
国庫支出金 ２５，６８８千円
市債（合）１６７，６００千円
その他 １６，０９４千円

基金の目的に応じ、基金の運用益及び予算に定める額をそれぞれ積み立
てました。

・合併振興基金積立 176,500千円
・住民生活に光をそそぐ基金積立 25,688千円
・他 利子積立 16,094千円
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【款 総務費 項 総務管理費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

自治振興費 ○自治会長等報償費 ６，２５８千円 （予算現額 6,283千円）
【総務課】

市政の円滑な運営、住みよいまちづくりを目指すため、単位自治会長に
対して、防災防犯対策・社会福祉・青少年健全育成・人権問題の啓発等の
協力を依頼したほか、道路水路の維持管理、自治会内の行政要望等の聴取
・調整、市広報紙・各種行政文書の配布や回覧等を依頼しました。

また、各地区自治会連合会長には、所管する単位自治会との連絡調整、
単位自治会間での調整等を図っていただくとともに、広聴に協力いただき
ました。

○自治会等活動補助金 ９，３６０千円 （予算現額 9,398千円）

地域に根ざした課題の解決、安全・安心の社会づくりに、自治会の役割
は欠かせません。特に、地方分権の進展とともに、地域住民が地域のこと
を知って愛着を持ち、住民の手によって主体的にまちづくりを進める重要
性が再認識されています。こうした中で、住民自治を担う基盤的な組織で
あり、市民協働に欠かせない自治会の活動を支援しました。

・地区自治会連合会 １４
・単位自治会 １５６
・自治会加入世帯総数 ８，２６２世帯（平成２２年４月１日現在）

○自治会集会施設建設事業補助金
１，５００千円 （予算現額 3,190千円）

自治会が組織活動する上で、その拠点となる施設が必要であるため、住
民自治を推進すべく、自治会集会施設の建設、改良及び修繕に必要な資金
の一部を助成しました。

＜補助金交付実績＞ （単位：千円）
自治会名 内 容 工 事 費 補助金額

洞自治会 新築(91.92㎡) １３，０００ １，１９０
石畑自治会 トイレ改修 ２，５７０ ２２０
本郷自治会 トイレ改修 １，１００ ９０

計 １６，６７０ １，５００

情報管理費 ○情報セキュリティ対策運用支援委託業務
【総務課】 １,０２９千円 （予算現額 1,050千円）

市が保有する情報資産を内外からの脅威から守っていくために、「山県
市情報セキュリティポリシー」の全庁への定着化を促進するとともに、円
滑なセキュリティ対策の運用を推進するため、次の事業を実施しました。

１．アンケート調査（全職員）
２．情報セキュリティ内部監査の実施(３課）
３．職員研修(全職員）
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【款 総務費 項 総務管理費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

情報管理費 ○情報系ファイルサーバー更新事業
【総務課】 ４，５１５千円 （予算現額 6,169千円）

平成１７年度に導入した現行ファイルサーバーを、情報通信機器更新計
画に基づき更新しました。導入にあたっては、障害等による情報資産の破
損・消滅や業務停止を最小限にするため、高可用性システム環境を構築し、
事務処理のより一層の効率化・高度化及び継続的な安定化を図りました。

【有線テレビ局】 ○有線テレビ事業 ６５，５７２千円 （予算現額 73,284千円）

【特定財源】
その他 ４，６７３千円

有線テレビ加入者に対して地上波アナログ放送、地上波デジタル 放送、
ＢＳ・ＣＳ衛星放送を提供し、これに伴う維持管理を行いました。

・伝送路及びセンター機器電気料 10,600千円
・ＣＳ番組受信料 630千円

朝日ニュースター：１２ヶ月分
・ＮＨＫ団体受信料 取扱件数１，００４件 23,182千円
・幹線・支線等支障移転工事 13,485千円

○インターネット事業
９３，５６６千円 （予算現額 97,014千円）

インターネット接続希望者に通信サービスを提供しました。

・インターネット業務委託料 90,083千円
接続数 ３，５４８契約（平成２３年３月３１日現在）

交通安全対策費 ○交通安全対策事業 ６，４２５千円 （予算現額 7,570千円）
【総務課】

交通安全対策として、交通安全指導員による幼児・児童等の交通安全教
育、カーブミラーなどの施設整備、街頭指導、交通指導所の開設等、交通
安全に関する啓発を行いました。

＜交通安全対策事業実績＞
区 分 金 額 箇所数

カーブミラー等設置 １，１３０千円 １３箇所
カーブミラー等修繕 １，５６４千円 ２０箇所
交通安全啓発等事業 ３１１千円
交通安全指導員設置 ２，３１３千円
負担金及び交付金 １，１０７千円
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【款 総務費 項 総務管理費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

企画費 ○男女共同参画社会推進事業
【総務課】 ２４８千円 （予算現額 317千円）

「山県市男女共同参画プラン」の計画期間が、平成２３年度までとなっ
ていることから、平成２４年度から平成２８年度までの５年間を計画期間
とする「第２次山県市男女共同参画プラン」を平成２３年度に策定するた
め、市民意識調査を実施しました。

・市民意識調査
・無作為に抽出された、市内に住所を有する18歳以上の市民1,000人

（男性500人、女性500人）に配布。
・実施配布数：995（配達不能数 5）、回収数：375 回収率：37.7％

男女共同参画推進懇話会を実施し、平成２１年度実績等を報告しました。
また、市民意識調査の調査項目の素案について協議しました。

・懇話会の開催日及び状況
７月３０日 ※ 平成２１年度実績及び平成２２年度見込について

※ 平成２２年度実施予定 山県市男女共同参画に関
する市民意識調査 調査項目素案について

※ 今後のスケジュールについて

○自主運行バス補助金
１１９，０４８千円 （予算現額 119,048千円）

【特定財源】
県支出金 ２３，７１６千円

市民の交通手段を確保するため、自主運行バスの運行を岐阜乗合自動車
（株）に委託し、これに係る経費を補助しました。

＜利用実績＞（平成２１年１０月１日～平成２２年９月３０日）
区 分 輸送人員 運送収入 実車走行距離 備 考

岐 北 線 120,719人 27,797千円 277,748㎞ 神崎線含む
板 取 線 37,921人 8,928千円 86,644㎞
ハ ー バ ス 24,747人 2,981千円 155,127㎞ ﾊｰﾊﾞｽ集計

大 桑 線 6,777人 832千円 49,476㎞
伊自良線 7,905人 923千円 42,124㎞
循 環 線 7,738人 965千円 54,657㎞
乾 線 2,327人 261千円 8,870km

【企画財政課】 ○地域振興活動事業補助金 ３２０千円 （予算現額 320千円）

創作和太鼓振興事業として、高富青雲太鼓の振興・保存及び伝承を図り、
市の活性化・文化の振興等に努めている高富青雲組の活動に対して助成を
行いました。

・高富青雲太鼓補助金 320千円
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【款 総務費 項 総務管理費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

企画費 ○イベント事業負担金
【産業振興課】 １３，４３７千円 （予算現額 15,000千円）

市内の各地域が持つ地域資源や特産品を積極的に内外にＰＲするととも
に、交流人口の拡大や物販を通じた消費拡大など、地域活性化のための重
要な役割を果たしているふるさと栗まつり２０１０に対して負担金を交付
しました。

事業名：山県市ふるさと栗まつり２０１０
開催日：平成２２年１０月３日（日）
場 所：山県市大桑 四国山香りの森公園
来場者：５０，０００人

○まつり補助金 １，２００千円 （予算現額 1,200千円）

【特定財源】
市 債 ６００千円

地域の活性化と住民相互のふれあいを深めるため、民間で組織される団
体が行う地域の主体的なイベント事業のうち、必要と認める事業について
補助金を交付しました。

・事 業 名：みやま川祭り
主 催：みやま川祭り実行委員会
開 催 日：平成２２年８月２８日（土）
場 所：美山武儀川 西武芸橋周辺
補 助 金：６００千円

・事 業 名：伊自良夏まつり
主 催：伊自良夏まつり実行委員会
開 催 日：平成２２年８月７日（土）
場 所：伊自良ドーム周辺
補 助 金：６００千円

○地域振興活性化事業補助金
６００千円 （予算現額 600千円）

【特定財源】
市 債 ６００千円

美山北部地域の活性化のための補助金を交付しました。

主 催：美山北部まちづくり委員会
開催日内容：平成２２年８月２４日（火） 竹灯籠イベント

平成２２年１１月２６日（金）～平成２３年１月８日（土）
イルミネ－ション事業

場 所：谷合地内

国民体育大会推進費 ○ぎふ清流国体馬術競技場施設設計業務委託事業
【国体推進課】 ５，０４０千円 （予算現額 5,040千円）

【特定財源】
県支出金 ５，０４０千円

特設馬術競技場の本部棟・厩舎等仮設建築物及び施設備品、電気、
給排水設備の設計委託業務を行いました。
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【款 総務費 項 総務管理費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

国民体育大会推進費 ○ぎふ清流国体馬術競技場施設整備工事
【国体推進課】 ８６，２０２千円 （予算現額 91,886千円）

【特定財源】
県支出金 ８６，２０１千円

特設馬術競技場A=65,000㎡の路盤砕石舗装と排水施設の整地工事を実施
しました。

【不用額】 ５，６８４千円
◇主な理由：入札差金により、不用額が生じました。

○ぎふ清流国体・ぎふ清流大会山県市実行委員会補助金事業
４，０００千円 （予算現額 4,000千円）

「ぎふ清流国体・ぎふ清流大会」の開催に向け、両大会のPR、市民運動
の推進を図りつつ、各競技会の万全な大会運営を期するため、次の事業を
行いました。

【事業内容】
１ 会議の開催

（１）第2回総会開催
（２）常任委員会 開催準備基本方針及び各基本計画決定
（３）専門委員会 各種実施計画、実施要綱決定
（４）先催市等の調査 ゆめ半島千葉国体・千葉大会等視察

２ 市民運動の推進
（１）市民ボランティア募集(登録者206名）
（２）花いっぱい運動(大会推奨花の苗を各小中学校に提供し栽培）
（３）ミナモ体操、ミナモダンスの普及

ミナモキッズ募集（登録者62名）ダンス教室9回実施
イベント出演5回（全日本女子バレー紅白戦、栗まつり等）

３ 広報啓発活動
（１）啓発物品作成(ミナモ着ぐるみ１体・啓発ティッシュ等）
（２）ミナモ隊訪問活動（121回）
（３）有線テレビミナモ通信（競技紹介等4回発信）

市実行委員会ホームページ開設（活動等情報発信106回））
４ 夢づくり事業の開催

（１）ジュニアバレーボール教室
（全日本女子バレーボール選手、コーチによる実技指導）

（２）馬術普及イベント「乗馬体験」
（３）ぎふ清流国体馬術競技テーマ曲『jump』お披露目コンサート

５ 県、競技団体など関係機関・団体との連絡調整

諸 費 ○消費者行政活性化事業 ２０７千円 （予算現額 240千円）
【生活環境課】

【特定財源】
県支出金 ２０７千円

多様化する消費者トラブルに対応するため国民生活センタ－主催の教育
研修（静岡市、名古屋市）に参加しました。また、消費者トラブル未然防
止対策として、寸劇グル－プつくしんぼに依頼し、消費者生活啓発ＤＶＤ
を作成しました。

レベルアップ事業 127千円
消費者教育啓発事業 80千円
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【款 総務費 項 徴税費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
総務費 徴税費 ２０９，６５６ ２０２，６０８

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

賦課徴収費 ○市税賦課・収納管理等システム業務委託事業
【税務課】 １７,２５３千円 （予算現額 19,565千円）

適正な市税の賦課・収納管理等のため、電算処理業務及びシステム保
守の業務委託を行いました。

【不用額】 ２，３１２千円
◇主な理由：電算処理業務が見込みよりも少なかったため不用額が生

じました。

○土地・家屋評価システム等業務委託事業
６，３１１千円 （予算現額 6,588千円）

固定資産税（土地・家屋）の適正かつ公平な賦課のため、固定資産税の
算定基礎資料の作成、また、家屋評価システム及び固定資産基礎資料管理
システム保守の業務委託を行いました。

・固定資産基礎資料整備事業 4,973千円
現況図の修正及びデータの作成を行いました。

・家屋評価システム保守点検委託 498千円
適正な家屋評価のため、システムの保守点検を行いました。

・公図修正業務委託 525千円
平成２１年中の土地の分合筆等の資料により公図修正を行いました。

・固定資産基礎資料管理システム保守点検委託 315千円
適正な固定資産評価のため、システムの保守点検を行いました。

○固定資産土地鑑定評価委託事業
６，０６４千円 （予算現額 6,181千円）

平成２３年度固定資産価格の時点修正業務及び平成２４年度土地評価替
えに向け、路線の付設見直し、標準宅地の選定見直し等の業務委託を行い
ました。

・時点修正業務委託 2,476千円
平成２１年度土地評価替えにあたり平成２０年１月１日を価格調査

の基準日として鑑定評価を実施しましたが、依然として地価が下落し
ているため、１年間の地価下落率を鑑定し、平成２３年度固定資産評
価に反映させるための措置を講じました。

・標準宅地図・路線価図作成業務委託 3,588千円
平成２４年度土地評価替えに向け、本年度に実施した事業は３年ス

パンで実施する中間年度に当たる事業で、土地評価業務の適正かつ公
平化を図り、路線の付設見直し、標準宅地の選定見直しを実施するた
めの基礎資料を作成しました。

○鑑定評価委託事業
１２，７１６千円 （予算現額 12,911千円）

平成２４年度の評価替えに向け、市内標準宅地２３２地点について、
鑑定評価を委託しました。
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【款 総務費 項 徴税費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

賦課徴収費 ○電算システム開発・導入委託事業
【税務課】 １, ９８１千円 （予算現額 2,040千円）

市税に対する納税者への納付の利便性と収納率の向上を図るため、平成
２３年度から稼働するコンビニ収納業務のシステム開発と所得税申告等の
データー連携（国税連携）の実施に伴い住民税申告支援システムの修正・
開発等を行いました。

○税務諸証明等交付事務

＜税務諸証明等取扱件数＞
取扱件数（支所・出張所取扱分含む）

２２年度 ２１年度
税務諸証明書交付 ４，４７６件 ４，６７８件
臨時運行許可証交付 ８２７件 ７８４件

１３６件 １８８件
広域窓口発行取扱 （委託分 ９７件） （委託分 １１４件）

（受託分 ３９件） （受託分 ７４件）

○徴税事務（課税収入状況)

＜市税収納率・不納欠損額一覧表＞

調 定 額 収 納 額 不納欠損額未 済 額 収納率 調 定 額 収 納 額 不納欠損額 未 済 額 収納率

市 民 税 1,337,673 1,315,586 0 22,087 98.35 1,417,246 1,386,390 121 30,735 97.82

固定資産税 1,507,950 1,467,144 0 40,806 97.29 1,506,378 1,464,436 65 41,877 97.22

軽自動車税 61,191 59,509 0 1,682 97.25 60,260 58,634 4 1,622 97.30

現年度 た ば こ 税 126,049 126,049 0 0 100.00 125,513 125,513 0 0 100.00

鉱 産 税 532 532 0 0 100.00 486 486 0 0 100.00

特 別 土 地
保 有 税

0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0.00

合 計 3,033,395 2,968,820 0 64,575 97.87 3,109,883 3,035,459 190 74,234 97.61

市 民 税 85,835 36,895 441 48,499 42.98 77,087 16,861 5,056 55,170 21.87

固定資産税 152,594 40,665 3,213 108,716 26.65 156,281 32,658 12,514 111,109 20.90

軽自動車税 4,544 1,076 41 3,427 23.68 4,414 1,260 232 2,922 28.55

過年度 た ば こ 税 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0.00

鉱 産 税 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0.00

特 別 土 地
保 有 税

0 0 0 0 0.00 6,921 0 6,921 0 0.00

合 計 242,973 78,636 3,695 160,642 32.36 244,703 50,779 24,723 169,201 20.75

（単位：千円）

区 分 税 目
平 成 22 年 度 平 成 21 年 度
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【款 総務費 項 戸籍住民基本台帳費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
総務費 戸籍住民基本台帳費 ９０，９６３ ８７，５２３

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

戸籍住民基本台帳費 ○戸籍謄抄本･住民票等交付事務
【市民課】

正確かつ迅速な窓口業務を行い、市民サービスの向上に努めました。

＜謄抄本・証明等取扱件数＞
取扱件数（支所・出張所取扱分含む）

Ｈ２２年度 Ｈ２１年度
戸 籍 謄 抄 本 ６，３０９件 ６，４４５件
(戸籍の全部･個人事項証明書)
除 籍 謄 抄 本 ５，５２１件 ５，２８０件
(戸籍の全部･個人事項証明書)
住 民 票 謄 抄 本 １１，０８９件 １１，６３４件
戸 籍 附 票 ４５９件 ５２９件
印 鑑 証 明 １０，１８０件 １０，５８８件
諸 証 明 ４６３件 ４７０件

計 ３４，０２１件 ３４，９４６件

○広域行政窓口事務委託事業

岐阜地域９市町、西南濃地域１１市町及び中濃地域２市の県内２２市町
と相互発行協議書を締結して、平成１２年７月から開始した戸籍･ 住民票
等の広域相互発行を継続実施して、市民の利便性とサービス向上を図り窓
口の充実に努めました。

＜謄抄本・証明等取扱件数＞
取 扱 件 数（支所・出張所取扱分含む）

他市町受付分 山県市受付分
Ｈ２２年度 Ｈ２１年度 Ｈ22年度 Ｈ21年度

戸 籍 謄 抄 本 ９５１件 ９９９件 ４１８件 ４４７件
除 籍 謄 抄 本 ９７件 １１３件 ５０件 ６５件
住 民 票 謄 抄 本 １３６件 １１６件 ９７件 １０２件
戸 籍 附 票 ３９件 ４３件 １９件 ２８件
印 鑑 証 明 １０４件 ９６件 ４３件 ４７件
諸 証 明 ７９件 ７３件 １７件 １７件

計 １，４０６件 １，４４０件 ６４４件 ７０６件

○住基ネットワークシステム事業
２，２０３千円 （予算現額 2,328千円）

全国の住民基本台帳ネットワークシステムの稼動に必要な経費を支出し
全国共通の本人確認と住民基本台帳カードを申請者に交付し転出入手続き
の簡素化と普及促進に努めました。

・住基ネットワークシステム機器等保守委託料 1,026千円
・住基ネットワークシステム機器使用料 985千円
・ＩＣカード発行機保守委託料 192千円
・住基カード発行 ７２枚
・電子証明書発行 ５１枚



- 28 -

【款 総務費 項 選挙費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
総務費 選挙費 ２０，４０９ １５，６８３

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

参議院議員選挙費 ○参議院議員選挙 １１，６０９千円 （予算現額 15,349千円）
【総務課】

【特定財源】
県支出金 １１，６０９千円

平成２２年７月１１日執行の第２２回参議院議員通常選挙を、法令に基
づき適正に執行しました。また、防災行政無線（同報系）等の活用により、
選挙啓発に努めました。

＜選挙区＞ 国内＋在外
当日有権者数 投票者数 投票率

男 １１，９１６人 ６，８８２人 ５７．７５％
女 １２，６４１人 ７，２３７人 ５７．２５％
計 ２４，５５７人 １４，１１９人 ５７．４９％

※ 前回投票率 ５６．７９％

＜比例代表＞ 国内＋在外
当日有権者数 投票者数 投票率

男 １１，９１６人 ６，８８２人 ５７．７５％
女 １２，６４１人 ７，２３７人 ５７．２５％
計 ２４，５５７人 １４，１１９人 ５７．４９％

※ 前回投票率 ５６．７９％

県議会議員選挙費 ○県議会議員選挙 １，８４９千円 （予算現額 2,648千円）
【総務課】

【特定財源】
県支出金 １，８４９千円

平成２３年度に執行予定の岐阜県議会議員選挙を適正に執行するため、
ポスター掲示場の設置や入場券の印刷等の必要な準備を行いました。

市長選挙費 ○市長選挙 ４１０千円 （予算現額 420千円）
【総務課】

平成２３年度に執行予定の山県市長選挙を適正に執行するため、選挙用
資材の購入や投票用紙の印刷等の必要な準備を行いました。



- 29 -

【款 総務費 項 統計調査費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
総務費 統計調査費 １３，１３０ １１，３８９

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

指定統計調査費 ○国勢調査 １０，７３６千円 （予算現額 12,377千円）
【企画財政課】

【特定財源】
県支出金 １０，４１０千円

統計法に基づき、５年ごとに実施する調査で市内に常住するすべての
人を調査し、人口の実態を明らかにすることを目的に調査しました。

・調査基準日 平成２２年１０月１日
・調 査 区 ２０６調査区
・調 査 員 １３１名
・指 導 員 １９名

○工業統計調査 ６０６千円 （予算現額 617千円）

【特定財源】
県支出金 ６０４千円

統計法に基づき、製造業を営む事業所の生産要素、生産活動の成果等
を調べ、工業の実態を明らかにすることを目的に調査しました。

・調査基準日 平成２２年１２月３１日
・調 査 区 ５７調査区
・調 査 員 １５名
･ 指 導 員 １名
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【款 民生費 項 社会福祉費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
民生費 ３，４９５，７８４ ３，３５５，１２４

社会福祉費 １，９８３，７７２ １，９００，２９６

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

社会福祉総務費 ○社会福祉協議会補助金

【社会福祉課】 ２７，１９１千円 （予算現額 28,030千円）

地域福祉推進計画に基づき、市民主体及び市民協働による地域福祉活動

の支援・調整を、市と協働で図る市社会福祉協議会に対し、補助金を交付

しました。

＜補助実績＞ （単位：千円）

区 分 平成２２年度 平成２１年度 増 減

人件費分補助 ２５，４０８ ２５，７２６ △３１８

事務費分補助 １，７８３ １，６５２ １３１

事業費補助金 ０ １４１ △１４１

計 ２７，１９１ ２７，５１９ △３２８

○民生・児童委員協議会補助金

２，５５６千円 （予算現額 2,756千円）

要援護者に対する防災啓発など、各種の市民福祉の増進を図る民生委員

児童委員協議会の活動に対し、補助金を交付しました。

※ 平成２１年度補助金 2,371千円（185千円増）

○遺族会補助金 １，６６５千円 （予算現額 1,665千円）

各地区戦没者遺族会の福祉増進と相互扶助による慰藉等を行う市遺族連

合会に対し、補助金を交付しました。

※ 平成２１年度補助金 1,701円（△36千円）

○家具等転倒防止器具設置推進補助金

２１１千円 （予算現額 420千円）

要援護者家庭への家具等転倒防止器具、住宅用火災警報器の設置を推進

するため、補助金を交付しました。

・ 家具転倒防止器具設置件数 35件

・ 住宅用火災警報器設置件数 59件
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【款 民生費 項 社会福祉費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

社会福祉総務費 ○地域福祉推進事業 ３，２２３千円 （予算現額 3,571千円）

【社会福祉課】

【特定財源】

国支出金 １，５６１千円

市民、社会福祉協議会、行政の協働による地域福祉のまちづくりを推進

すべく、地域福祉推進市民会議や地域福祉推進協議会により地域福祉推進

を協議したほか、ＮＨＫハートフォーラムをＮＨＫとの共催にて開催し、

地域福祉推進の啓発をしました。また、一般公募により、地域福祉推進キ

ャラクター「つなぎとあわせ」を作成しました。

＜事業費内訳＞ （単位：千円）

区 分 平成２２年度 平成２１年度 増 減

報酬・謝礼、消耗品費等 １００ ２９６ △１９６

地域福祉活動事業助成金 ０ ５０ △５０

地域福祉推進計画推進事 ３，１２３ ０ ３，１２３

業補助金

計 ３，２２３ ３４６ ２，８７７

○青波福祉プラザ事業 １，８２４千円 （予算現額 1,959千円）

ＮＰＯ法人どんぐり会を指定管理者に指定し、乳幼児から高齢者までの

交流の場及び生活支援の場の提供等をしました。

＜事業費内訳＞ （単位：千円）

区 分 平成２２年度 平成２１年度 増 減

ＮＰＯ法人どんぐり会指定管理料 １，６７０ １，６７０ ０

浄化槽保守点検委託料、修繕費 １５４ ８８ ６６

計 １，８２４ １，７５８ ６６

隣保館運営費 ○隣保館運営事業 ３，５９５千円 （予算現額 3,769千円）

【生活環境課】 【特定財源】

県支出金 ２，９４６千円

人権同和教育・啓発のため事業及び地域住民の教養文化向上のための各

種教育及び講座を行いました。

美里会館館長報酬 1,128千円

人権教育・啓発推進協議会報酬 121千円

各種講座講師謝礼 468千円

親子ふれあい活動 234千円

施設清掃管理賃金 578千円

隣保館運営協議会等負担金 253千円

施設維持管理費等 813千円
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【款 民生費 項 社会福祉費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

老人福祉費 ○長寿者褒賞金 ２０４千円 （予算現額 305千円）
【健康課】

１００歳の高齢者を対象に、お祝い状及びお祝い金を授与しました。

・対象者 ２人

○シルバー人材センター補助金
６，３７４千円 （予算現額 6,374千円）

健康で働く意欲のある概ね６０歳以上の人を対象として設立されたシル
バー人材センターに対して、補助金を交付し、その活動の促進を図りまし
た。

・人件費等 ６，３７４千円

○ヘルパー派遣事業委託
９６０千円 （予算現額 1,202千円）

【特定財源】
その他 １８８千円

ひとり暮らし高齢者（介護保険認定者除く）を対象に炊事、洗濯、買い
物等の家事援助を実施。また、通院の困難な要介護高齢者を対象に、リフ
ト付き移送車両で市内医療機関へ送迎サービスを実施しました。

＜ホームヘルプサービス事業実績＞
区 分 平成２２年度 平成２１年度

利 用 実 人 員 １人 １人
利用延べ時間数 １０ｈ ３１ｈ

＜外出支援サービス事業実績＞
区 分 平成２２年度 平成２１年度

利 用 実 人 員 ４１人 ３８人
利用延べ回数 ３５７回 ３８２回

○緊急通報システム設置事業
２，９６８千円 （予算現額 11,134千円）

ひとり暮らし高齢者等を対象に緊急通報システムを設置し緊急時に必要
な措置ができるように事業を実施しました。また、機器の設置後３年が経
過したものの保守点検業務を行いました。

＜事業実績＞
区 分 台 数

移動設置工事 ３２台
撤去工事 １１台
備品購入(ＳＬ－１０号) ４８台
保守点検 ３１台

・設置台数 ３２４台 (平成２３年３月３１日現在）



- 33 -

【款 民生費 項 社会福祉費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

老人福祉費 ○老人クラブ連合会補助金
【健康課】 １，４５５千円 （予算現額 1,564千円）

【特定財源】
県支出金 ７０１千円

市老人クラブ連合会運営費、講演会、軽スポーツ大会、健康づくり事業
等に対して助成を行いました。

○老人クラブ補助金 ３，６０１千円 （予算現額 3,760千円）

【特定財源】
県支出金 １，０１０千円

高齢者が生きがいと健康づくりを目的として行う、市内の単位老人クラ
ブに対して、支援を行いました。

・単位老人クラブ数 ３７クラブ（平成２１年度 ４０クラブ）
・均等割 １クラブあたり ３０，０００円
・会員数割 １人あたり ８００円

○老人福祉施設入所者措置費生活費扶助事業
９３，５２３千円 （予算現額 98,871千円）

【特定財源】
その他 １６，６８７千円

市内の６５歳以上の高齢者で、身体上、精神上、環境上の理由で居宅で
の生活が困難な方の養護老人ホームへの入所措置を行いました。

・市内施設 ３９人
・市外施設 ３人

【不用額】 ５，３４８千円
◇主な理由：措置者の入院・死亡による措置者数の減及び措置が必要

な該当者がいなかったことによる不用額が生じました。

○敬老会実施事業 ４，２８７千円 （予算現額 4,950千円）

多年にわたり社会に尽くされた市内の高齢者を対象に長寿を祝うため、
敬老会を実施しました。

＜事業実績＞
区 分 平成２２年度 平成２１年度

美山中央公民館
開 催 場 所 美山中央公民館 高富中央公民館

花咲きホール 花咲きホール
対 象 年 齢 ７７歳以上 ７７歳以上
対 象 者 数 ３，２７８人 ３，２４１人
参 加 者 数 ８１２人 １，０２６人
記 念 品 代 等 １，８１３千円 ２，０３７千円
77,88,99歳の方
余 興 委 託 費 １，３００千円 １，５００千円
バス借り上げ料 １，１７４千円 １，０６６千円
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【款 民生費 項 社会福祉費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

老人福祉費 ○高齢者福祉施設等整備費補助金
【健康課】 ６，３８２千円 （予算現額 6,425千円）

【特定財源】
国庫支出金 ６，３８２千円

入居者の安全確保のため、スプリンクラー・自動火災報知設備・消防署
へ通報する火災報知設備の設置に係る事業者負担の一部を補助しました。

グループホーム ききょう 3,318千円
グループホーム 虹の里伊自良 3,064千円

○介護サービス平準化交通費扶助事業
３３９千円 （予算現額 690千円）

【特定財源】
市 債 ３００千円

居宅サービスの地域間格差の是正を目的として、市内北部への事業者の
参入を促し、介護保険事業の適正な運営、推進を図るため交通費を助成し
ました。

○いきいき高齢者推進券配布事業
７，９７３千円 （予算現額 8,628千円）

【特定財源】
市 債 ２，８００千円

市内の７７歳以上の要支援・要介護認定を受けていない高齢者を対象に
推進券１人３，０００円分を交付し、特定サービスを利用した場合の一部
を助成することにより、高齢者の健康の保持、福祉の増進を図りました。

＜事業実績＞
内 訳 平成２２年度 平成２１年度

対象者数 ２，５２０人 ２，４７８人
交付総額 ７，５６０千円 ７，４６１千円
利用総額 ６，７４６千円 ６，７１０千円
利 用 率 ８９．２％ ８９．９％
印刷費等 ２５１千円 ２５１千円
郵 送 費 ９６６千円 ９５２千円

金 額（千円） 利用総額に対する割合（％）
平成２２年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２１年度

農 業 用 具 ９８１ ８８１ １４．５ １３．１
美 容 室 ２，７６９ ２，７３４ ４１．１ ４０．７
理 容 室 １，７４８ １，８８８ ２５．９ ２８．１
乗 合 バ ス ７２２ ７１９ １０．７ １０．７
タ ク シ ー ２６４ ２４５ ３．９ ３．７
はり・灸・ ３２ ５２ ０．５ ０．８
マッサージ
温 泉 ２１１ １６５ ３．１ ２．５
プ ー ル １９ ２６ ０．３ ０．４
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【款 民生費 項 社会福祉費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

福祉医療費 ○各種福祉医療費助成事業

【社会福祉課】 ２８９，０８９千円 （予算現額 298,733千円）

【特定財源】

県支出金 ８６，６６０千円

その他 ６２，４７５千円

乳幼児・子ども・重度心身障がい者・母子家庭・父子家庭等に対して、

医療費の一部を助成することにより、保健の向上及び福祉の増進を図りま

した。

＜助成実績＞

区 分 平成２２年度 平成２１年度 増 減

受給者数(人) １，３９４ １，４６２ △６８

県単乳幼児 受診件数(件) ２５，０３０ ２５，４２９ △３９９

助成額(千円) ４７，７２８ ４６，０９４ １，６３４

受給者数(人) ２，５４０ ２，６２４ △８４

市単子ども 受診件数(件) １０，８８８ ９，７４４ １，１４４

※ 助成額(千円) ２５，１５３ ２１，５８８ ３，５６５

重度心身障 受給者数(人) １，１０６ １，０７５ ３１

がい者 受診件数(件) ３１，１４６ ３０，９３９ ２０７

助成額(千円) ２００，５７８ １９１，８６６ ８，７１２

受給者数(人) ３８７ ３８１ ６

母子家庭等 受診件数(件) ４，５１７ ５，０４０ △５２３

助成額(千円) １４，８６５ １６，６６６ △１，８０１

受給者数(人) ３５ ２９ ６

父子家庭 受診件数(件) ３２４ ３５９ △３５

助成額(千円) ７６５ ９３５ △１７０

受給者数(人) ５，４６２ ５，５７１ △１０９

合 計 受診件数(件) ７１，９０５ ７１，５１１ ３９４

助成額(千円) ２８９，０８９ ２７７，１４９ １１，９４０

※ 平成２２年度は、前年同様対象となる医療費助成（外来分を小学校
１年生～小学校３年生まで、入院分は小学校１年生～中学校３年生ま
で）を実施しています。

【不用額】 ９，６４４千円
◇主な理由：各医療費助成制度において、見込みよりも少なかったた

め、不用額が生じました。
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【款 民生費 項 社会福祉費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

福祉医療費 ○医師会・歯科医師会協力費負担金

【社会福祉課】 １，７２２千円 （予算現額 1,744千円）

【特定財源】

県支出金 ６８９千円

福祉医療制度の実務等が円滑に実施できるよう山県医師会（@43.2円×

29,237）と山県歯科医師会（@15.7円××29,237）に対して協力費を負担

しました。

＜負担内訳＞ （単位：千円）

区 分 平成２２年度 平成２１年度 増 減

医 師 会 １，２６３ １，２７８ △１５

歯科医師会 ４５９ ４６４ △５

計 １，７２２ １，７４２ △２０

障がい者福祉費 ○身体障がい者福祉協会補助金
【社会福祉課】 ５５３千円 （予算現額 553千円）

障がい者福祉を効果的に推進するため、ふれあい研修事業や軽スポーツ

大会等を開催する身体障がい者の当事者組織、市身体障がい者福祉協会へ

補助金を交付し、障がい者の社会参加や健康づくりを支援しました。

※ 平成２１年度補助金 570千円（△17千円）

○障がい者一般給付事業 ７７１千円 （予算現額 1,260千円）

【特定財源】

県支出金 １３８千円

障がい者の介護用自動車購入費の助成や日用品給付を行いました。

・介護自動車用助成事業 655千円

【特定財源】

県支出金 138千円

介護用自動車購入費の助成（支給３件）をしました。

※ 平成２１年度 0千円（655千円増）

・重度身障者日用品給付事業 116千円

紙おむつの購入費用の助成（支給３件）をしました。

※ 平成２１年度 145千円（△29千円）
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【款 民生費 項 社会福祉費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

障がい者福祉費 ○障がい者自立支援給付事業
【社会福祉課】 ２９２，５４２千円 （予算現額 317,813千円）

【特定財源】

国庫支出金１４４，４９４千円

県支出金 ７２，１５４千円

障害者自立支援法の施行に伴う介護支援・訓練支援、自立支援医療助成、

補装具費用の助成、地域生活支援事業による各種サービス等を行いました。

※ 平成２１年度 268,889千円（23,653千円増）

・自立支援給付事業 276,950千円
【特定財源】

国庫支出金 139,918千円

県支出金 69,866千円

＜給付実績＞ （単位：千円）

区 分 平成２２年度 平成２１年度 増 減

介護給付費 ２２８，３９０ ２１９，８２８ ８，５６２

※3月の実人員 (旧)施設入所 8人、 (旧)施設入所 30人、

(旧)施設通所 1人、 (旧)施設通所 13人、

居宅介護 10人、 居宅介護 11人、

短期入所 4人、 短期入所 5人、

共同生活介護 7人、 共同生活介護 7人、

療養介護 1人、 療養介護 1人、

生活介護 58人、 生活介護 25人、

施設入所 37人、 施設入所 15人、

児童デイサービス 36人 児童デイサービス 38人

訓練等給付費 ４０，３０２ ２８，７７６ １１，５２６

※3月の実人員 共同生活援助 6人、 共同生活援助 4人、

就労移行 3人、 就労移行 4人、

就労継続Ａ型 7人 就労継続Ａ型 8人

就労継続Ｂ型 17人 就労継続Ｂ型 10人

療養介護医療 ８１７ １，３２１ △５０４

費 筋ジス患者 １人 筋ジス患者 １人

補装具給付費 ７，３１４ ４，６４９ ２，６６５

車いす、補聴器等 車いす、補聴器等

69件 57件

自立支援医療費 １２７ － １２７

更生医療 5人

計 ２７６，９５０ ２５４，５７４ ２２，３７６
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【款 民生費 項 社会福祉費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

障がい者福祉費 ○障がい者自立支援給付事業 つづき

【社会福祉課】
・地域生活支援事業費 15,592千円

【特定財源】

国庫支出金 4,576千円

県支出金 2,288千円

＜給付実績＞ （単位：件数・千円）

区 分 平成２２年度 平成２１年度 増 減

手話通訳者派遣 件数 ３１ ２２ ９

費 金額 ２１６ ９４ １２２

日常生活用具給 件数 ５３４ ５００ ３４

付費 金額 ５，２３８ ５，０１３ ２２５

移動支援費 件数 １３０ １３６ △６

金額 １，１０５ １，１３７ △３２

訪問入浴サービ 件数 ６４ ６７ △３

ス費 金額 ８３６ ８１１ ２５

日中一時支援費 件数 ７７１ ５１０ ２６１

金額 ２，４５６ ２，１３８ ３１８

スポーツ･レクリ 状況 参加者 50人 参加者 40人 10人

ェーション教室 金額 ３８ ３０ ８

自動車運転免許 件数 ４ － ４

取得・改造助成 金額 ４００ － ４００

相談支援事業費 状況 ５事業所へ委託 ５事業所へ委託 －

金額 １，１５７ １，１５９ △２

地域活動支援セ 状況 ３事業所 ３事業所 －

ンター事業費 金額 １，７５８ １，７５８ －

小規模作業所支 状況 １施設 ３施設 △２施設

援費 金額 ２，３８８ ２，１７５ ２１３

計 金額 １５，５９２ １４，３１５ １，２７７

【不用額】 ２５，２７１千円

◇主な理由：介護給付費が見込みよりも少なかったため、不用額が生

じました。
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【款 民生費 項 児童福祉費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

障がい者福祉費 ○障がい者臨時特別対策事業

【社会福祉課】 １６，７４８千円 （予算現額 22,462千円）

【特定財源】

県支出金 １４，０１６千円

その他 １，６６１千円

障害者自立支援法の施行に伴う利用者負担金の増加や給付単価見直し等

による事業者の収入減に対し、激変緩和と速やかな新法移行への各種対策

事業を行いました。

＜支給実績＞ （単位：千円）

区 分 平成２２年度 平成２１年度 増 減

事業運営安定化 状況 ６事業所 ７事業所 △１事業所

事業 金額 １，５３２ １，９１２ △３８０

状況 市内６事業所 市内５事業所 市内１事業所

通所サービス等 金額 ７，３８４ ６，０６６ １，３１８

利用促進事業 状況 市外６事業所 市外６事業所 －

金額 １６９ ２０４ △３５

新事業移行促進 件数 ５８人 １７人 ４１人

事業等 金額 ４７８ １０９ ３６９

筋萎縮療養給付 件数 － １人 △１人

激変緩和事業 金額 － ２８ △２８

備品整備事業 金額 ２１４ ３８６ △１７２

相談支援充実・ 金額 １，０８２ － １，０８２

強化事業等

オストメイト対応トイレ 箇所 １箇所 － １箇所

設備緊急整備事業 金額 ７８１ － ７８１

体育館等バリアフリ 箇所 １箇所 － １箇所

ー緊急整備事業 金額 ５，１０８ － ５，１０８

計 金額 １６，７４８ ８，７０５ ８，０４３

【不用額】 ５，７１４千円

◇主な理由：通所サービス利用促進事業・事業運営安定化事業におい

て、通所者及び当該通所者の通所回数また、事業所数の見

込みを下回ったため不用額が生じました。
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【款 民生費 項 児童福祉費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
民生費 児童福祉費 １，３８８，６４７ １，３４０，０３８

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

児童福祉総務費 ○次世代育成支援計画推進事業
【子ども家庭課】 １４２千円 （予算現額 186千円）

次世代育成支援対策推進法による次世代育成支援行動計画の後期計画の
初年度になり、後期計画の推進状況の評価をするため次世代育成支援対策
協議会、親グループ会議、プロジェクトチーム会議をそれぞれ２回開催し
ました。

・次世代育成支援対策協議会（構成員１９人） ２回開催
・親グループ会議 ２回開催
・プロジェクトチーム会議 ２回開催

○出産祝金 ４，１００千円 （予算現額 4,100千円）
【特定財源】

市 債 １，３００千円

少子化対策の一環として、第３子以降の子の出生に対し、対象児１人
につき１０万円を支給しました。

・支給人数 ４１人

○地域子育て支援拠点事業
３，５５６千円 （予算現額 3,556千円）

【特定財源】
国庫支出金 １，７７８千円

子育て中の親子が利便性よい場所で気軽に集い、うち解けた雰囲気のな
かで語り合い、相互に交流できる場を設け、地域の子育て支援、機能の充
実を図りました。

・おやこＹＹひろば
毎週月・火・木曜日 午前１０時３０分～午後３時３０分
利用延べ人数 ８９６人

○放課後児童健全育成事業
１０，９０４千円 （予算現額 15,299千円）

【特定財源】
県支出金 ２，４９８千円
その他 ６，８６９千円

保護者が家庭の事情・労働等により昼間家庭にいない小学校１～３年生
の児童を預かり、子育てを支援しました。
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【款 民生費 項 児童福祉費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

児童福祉総務費 ○放課後児童健全育成事業 つづき
【子ども家庭課】

＜事業実績＞
区 分 実人数 年間延べ利用者数 会 場

高富小学校区 ６１人 ８，０２５人 高富児童館
富岡小学校区 ５１人 ５，１０９人 子どもげんきはうす

梅原小学校区 ８人 ８０４人 梅原公民館
伊自良南小学校区 １６人 ２，５０５人 伊自良中央公民館

伊自良北小学校区 １０人 ６４６人 掛公民館
美山小学校区 １８人 １，５５２人 西武芸公民館
いわ桜小学校区 ６人 １３６人 谷合公民館
２２年度 合計 １７０人 １８，７７７人
２１年度 合計 １６０人 １９，５４９人
前年度比 １０６．３％ ９６．１％

【不用額】 ４，３９５千円
◇ 主な理由：当初見込みに対して、ニ－ズが無い校区や合同開催で

実施したクラブがあったため不用額が生じました。

○ファミリー・サポート・センター事業
４０千円 （予算現額 40千円）

育児の援助を受けたい利用会員の要望により、育児の援助を行うサポー
ト会員が預かり、子育てを支援しました。

・利用延べ人数 ２３人
・利用延べ日数 １５日

○子育て支援センタ－事業
２０８千円 （予算現額 300千円）

【特定財源】
県支出金 ２０７千円

子育て支援の情報を盛り込んだ子育て支援マップを作成し、子育て家庭
に配布しました。

・子育て支援マップ ３，０００冊作成

児童措置費 ○児童手当給付事業
【子ども家庭課】 ３４，８２６千円 （予算現額 35,140千円）

【特定財源】
国庫支出金 １５，０４０千円
県支出金 ９，８６６千円

児童の養育者及び家庭における生活の安定に寄与するとともに、次代の
社会を担う児童の健全な育成及び資質の向上を図るために平成２２年２・
３月分の児童手当を給付しました。

・児童手当給付費 ３４，７０５千円 延べ児童数 5,364人
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【款 民生費 項 児童福祉費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

児童措置費 ○児童手当給付事業 つづき
【子ども家庭課】

＜給付費実績＞
区 分 延べ児童数(人) 給付額（千円）

被用者児童手当 ７２１ ７，２１０
非被用者児童手当 ２９３ ２，９３０
特例給付 ６ ６０
被用者小学校修了前特例給付 ３，０９４ １７，４０５
非被用者小学校修了前特例給付 １，２５０ ７，１００

合 計 ５，３６４ ３４，７０５

○児童扶養手当給付事業
６６，１７６千円 （予算現額 66,216千円）

【特定財源】
国庫支出金 ２１，９９７千円

母子・父子家庭等の生活の安定と自立を助け、児童の福祉の増進を図る
ため児童扶養手当を給付しました。

平成２２年８月から、父子家庭への手当てが拡大されました。

・児童扶養手当給付費 ６５，９５９千円

＜給付費実績＞
区 分 延べ児童数(人) 給付額（千円）

全部支給者 ８４０ ３５，０４５
一部支給者 ８５８ ２６，３０５
２子加算者 ８０６ ４，０３０
３子以降加算者 １９３ ５７９

合 計 ２，６９７ ６５，９５９

【社会福祉課】 ○特別障がい者手当等給付事業
１２，９５５千円 （予算現額 15,277千円）

【特定財源】
国庫支出金 ９，６５２千円

精神又は身体に著しく重度の障がいがあるため、日常生活において常時

特別な介護を必要とする在宅の重度障がい者の福祉増進を図るため、特別

障がい者手当又は障がい児福祉手当を給付しました。

・特別障がい者手当等給付費 １２，８７０千円

＜給付費実績＞ （単位：千円）
区 分 平成２２年度 平成２１年度 増 減

特別障がい者手当 延べ人数 ３７２人 ４０７人 △３５人
（月額 26,440円）給 付 額 ９，８３６ １０，７６１ △９２５
障がい児福祉手当 延べ人数 ２１１人 ２０４人 ７人

（月額 14,380円）給 付 額 ３，０３４ ２，９３４ １００
延べ人数 ５８３人 ６１１人 △２８人

計 給 付 額 １２，８７０ １３，６９５ △８２５

【不用額】 ２，３２２千円
◇主な理由：給付対象者の死亡等により、見込みよりも手当給付額が

少なかったため不用額が生じました。
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【款 民生費 項 児童福祉費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

児童措置費 ○子ども手当システム改修事業
【子ども家庭課】 １，３６５千円 （予算現額 1,416千円）

【特定財源】
国庫支出金 １，３６５千円

児童手当から子ども手当へ移行したことに伴い、システムを改修しま
した。

○子ども手当給付事業
４５５，０２６千円 （予算現額 465,913千円）

【特定財源】
国庫支出金３５６，３９３千円
県支出金 ４９，６６０千円

次代を担う子どもたちの育ちを社会全体で応援するため、中学校修了前
までの子ども養育している親等に子ども１人あたり、月額１３，０００円
を給付しました。

・子ども手当給付費 ４５３，３８８千円 延べ児童数 34,876人

母子福祉費
【子ども家庭課】 ○母子寡婦福祉会補助金 ３６０千円 （予算現額 360千円）

会員相互の交流事業や親子のふれあい事業等を通して、母子家庭及び寡
婦の自立促進を図るため山県市母子寡婦福祉会の活動を支援しました。
・会員数 ２５０人

保育園費 ○保育園運営費
【子ども家庭課】 ５９０，２５１千円 （予算現額 607,098千円）

【特定財源】
国庫支出金 ７５千円
県支出金 ２，９４３千円
その他 １３２，３０７千円

市内１０保育園において、安全で安心して保育ができ、子どもの健やか
な成長のため、適正な運営・充実を図りました。

＜園児数一覧表＞
※山県市内保育園のみ （平成２３年３月３１日現在）（単位：人）
保育園名 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計
高 富 3 11 22 35 50 48 169
富 岡 4 15 16 38 32 36 141
梅 原 2 2 8 14 9 11 46
桜 尾 3 1 6 16 6 12 44
大 桑 0 0 4 7 6 6 23
伊 自 良 10 8 10 22 30 25 105
西 武 芸 2 8 13 18 20 23 84
富 波 1 0 8 6 11 11 37

乾 1 2 2 7 7 8 27
い わ 桜 1 4 3 5 8 5 26
合 計 27 51 92 168 179 185 702
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【款 民生費 項 児童福祉費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

保育園費 ○保育園運営費 つづき
【子ども家庭課】

・広域保育児童数

山県市外で働く保護者の子育て支援として、自治体間で広域入所協定
を結び児童の相互受け入れを行いました。

＜委託児童＞
・実利用園児数 ３人
・委託明細 関市 ３人（私立１人、公立２人）

＜園児数（委託）一覧表＞ （単位：人）
０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計

実利用人数 ０ ０ １ ０ １ １ ３

＜受託児童＞
・実利用園児数 ８人
・委託明細 岐阜市 ５人、 関市 １人、高山市 １人、

豊中市 １人

＜園児数（受託）一覧表＞ （単位：人）
０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計

実利用人数 ０ ０ ２ ２ ４ ０ ８

○保育園改修等整備事業
２４，３９８千円 （予算現額 28,266千円）

【特定財源】
国庫支出金 １８，４８０千円

・高富保育駐車場整備等事業 14,163千円
・保育園空調機整備事業 3,413千円
・西武芸保育園改修事業 2,380千円
・高富保育園公共下水切替事業 1,340千円
・富岡保育園公共下水切替事業 2,764千円
・遊具塗装工事等 388千円

○広域病児・病後児保育事業
１，３２８千円 （予算現額 1,640千円）

岐阜市と病児・病後児保育の広域利用の協定書を締結し、岐阜市の病院
・医院に併設した施設で保育を実施しました。

利用者数 １６２人
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【款 民生費 項 児童福祉費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

児童館費
【子ども家庭課】 ○児童館事業 １５，２６５千円 （予算現額 17,973千円）

【特定財源】
その他 ３千円

児童に健全な遊びを提供し、個別的又は集団的な指導、知識の普及向上
を図りました。

＜利用実績＞
区 分 開館日数 １日平均利用者数 年間延べ利用者数

高 富 児 童 館 ２９３日 ６９．６人 ２０，３８７人
子どもげんきはうす ２８５日 ５７．１人 １６，２７８人

＜学童行事開催実績＞
高 富 児 童 館 ６４日 ５８５人
子どもげんきはうす ３６日 ５６０人

＜幼児サークル開催実績＞
区 分 日 数 延べ参加組数

高富児童館（ﾋﾟﾖｹﾛｻｰｸﾙ1.2歳児） ２４日 ２７３組
子どもげんきはうす（ﾏﾐｰｻｰｸﾙ1.2歳児） １９日 ３７７組

＜乳幼児行事開催実績＞
区 分 日 数 延べ参加組数

高富児童館（ふれあいﾀｲﾑ） ４７日 ８０９人
子どもげんきはうす（げんきﾀｲﾑ） ８４日 １,３２６人

○乳幼児学級事業 ８３４千円 （予算現額 967千円）

各中央公民館とふれあいセンターで、０～３歳児を対象に乳幼児教室を
実施しました。

＜事業実績＞
教室名 実施回数 １回平均参加組数 参加延べ組数

ミルキーｋｉｄｓ １２回 １７組 ２０１組
すくすく ２１回 ２４組 ５２４組
のびっこ ２０回 １７組 ３５２組
小鳩会 ２０回 ７組 １４４組
つくしんぼ ２２回 １１組 ２６２組
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【款 民生費 項 生活保護費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
民生費 生活保護費 １２３，２６５ １１４，６９０

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

生活保護費 ○生活保護扶助費

【社会福祉課】 １０３，１５０千円 （予算現額 108,705千円）

【特定財源】

国庫支出金 ６４，８８５千円

生活に困窮し最低限度の生活を維持することのできない者に対し、その
困窮の程度に応じて必要な保護を行うとともに、自立を支援しました。

・被保護世帯 ４６世帯 （参考）・被保護世帯 ３４世帯

・被保護人数 ６４人 ・被保護人数 ４４人

※平成２３年３月３１日現在 ※平成２２年３月３１日現在

＜扶助実績＞

区 分 平成２２年度 平成２１年度 増 減

延べ世帯数(世帯) ３５３ ３００ ５３

生活扶助 延べ人数(人) ５１８ ４３４ ８４

金額(千円) ２３，１３７ ２０，５９４ ２，５４３

延べ世帯数(世帯) ２６３ ２３１ ３２

住宅扶助 延べ人数(人) ３７０ ３２５ ４５

金額(千円) ６，１７９ ５，８１８ ３６１

延べ世帯数(世帯) ４ ４ －

教育扶助 延べ人数(人) ８ ８ －

金額(千円) ６４ ６６ △２

延べ世帯数(世帯) ８４ ６ ７８

介護扶助 延べ人数(人) ８８ ６ ８２

金額(千円) ４，１０９ ３，１８６ ９２３

延べ世帯数(世帯) ３９１ ３１６ ７５

医療扶助 延べ人数(人) ５２１ ４２０ １０１

金額(千円) ６９，１０７ ４５，８０７ ２３，３００

延べ世帯数(世帯) ２ １ １

葬祭扶助 延べ人数(人) ２ １ １

金額(千円) ３５２ １７４ １７８

延べ世帯数(世帯) １ － １

出産扶助 延べ人数(人) １ － １

金額(千円) ２０２ － ２０２

延べ世帯数(世帯) １，０９８ ８５８ ２４０

合 計 延べ人数(人) １，５０８ １，１９４ ３１４

金額(千円) １０３，１５０ ７５，６４５ ２７，５０５

※ 生業扶助は該当がありませんでした。

【不用額】 ５，５５５千円
◇主な理由：見込みよりも医療受診費用が少なかったことなどにより

不用額が生じました。
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【款 民生費 項 生活保護費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

生活保護費 ○生活保護適正実施事業

【社会福祉課】 ３，９５６千円 （予算現額 6,943千円）

【特定財源】

国庫支出金 ２，６１６千円

県支出金 ７８０千円

生活保護の適正な事務執行を確保するための対応をしました。

また、離職して住宅喪失した者等の就労機会の確保に向け、住宅手当の支

給を行いました。

＜事業費内訳＞ （単位：千円）

区 分 金 額

医療電子レセプトシステム対応 ３，１７５

住宅手当緊急特別措置 ７８１

計 ３，９５６

【不用額】 ２，９８７千円

◇主な理由：住宅手当の給付額が見込みよりも少なかったため不用額

が生じました。
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【款 民生費 項 災害救助費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
民生費 災害救助費 １００ １００

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

災害救助費 ○災害見舞金 １００千円 （予算現額 100千円）

【社会福祉課】

火災等による家屋の被害に対して、災害見舞金の支給を行いました。

＜支給実績＞

区 分 平成２２年度 平成２１年度 増 減

件 数 ２件 － ２件

金 額 １００千円 － １００千円
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【款 衛生費 項 保健衛生費】

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
衛生費 １，０８３，７９７ １，０５６，６５３

保健衛生費 ３３８，３３７ ３２３，３６７

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

保健衛生総務費 ○医療施設等設備整備費補助事業
【健康課】 １７，３０７千円 （予算減額 20,000千円）

【特定財源】
国庫支出金 １７，３０７千円

岐阜県厚生農業協同組合連合会岐北厚生病院が行った医療機器、医療設
備の整備に対し、補助金を交付し、良質かつ適切な地域医療を効率的に提
供する体制の確保に努めました。

1．医療機器の整備 9,400千円
・デジタルマンモグラフィ液晶ディスプレイ・画像プログラムソフト
・超音波画像診断装置・遺伝子増幅検出装置・経鼻内視鏡ファイバー

2．建物の改修整備 7,907千円

○健康づくり推進事業 ９５４千円 （予算現額 1,157千円）

【特定財源】
県支出金 ７０７千円

山県市健康増進計画（健康山県２１）後期計画及び行動計画を策定しま
した。また、市内スーパーなど街頭で「まちかど健康相談」を行うほか、
生活習慣病予防をテーマに市民公開講座を開催し、市民の健康管理意識の
高揚を図りました。さらに自殺予防対策としてメンタルヘルスに関する普
及啓発を行いました。

・健康山県21推進委員会 3回開催
・健康山県21企画運営委員会 11回開催
・まちかど健康相談 2回開催 延べ732人参加
・市民公開講座 63人参加
・健やかの会 6回開催 延べ125人参加
・健やかの会（市民講座） 5回開催 延べ 58人参加
・うつ予防講演会 166人参加
・うつ自殺対策ネットワーク会議 4回開催

【子ども家庭課】 ○食教育推進事業 ２５８千円 （予算現額 310千円）

「山県市食育推進プログラム」を軸に、子どもを中心とした食育推進を
進めてきましたが、食育は生涯を通じて大切であることから、｢山県市食
育推進計画」を策定し、食育推進会議を中心に、食育の推進に関する取り
組みを総合的かつ計画的に進めていきます。

食育推進ボランティアの活動は、子どもたちの食教育とともにクッキン
グ体験を中心とした活動に広がり、活動支援によりボランティアの資質向
上を図りました。

・食育推進会議 ３回開催 庁内食育関係プロジェクト会議 ６回開催
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【款 衛生費 項 保健衛生費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

保健衛生総務 ○食教育推進事業 つづき
【子ども家庭課】

＜食育推進ボランティア活動実績＞
事 業 名 対 象 者 参加人数（組）

子ども料理番組 保育園児～小学生 12名
放課後児童クラブおにぎり教室 小学生１～３年生 124名
乳幼児学級 乳幼児 48組
食育教室 年長児 184名
児童館学童行事 児童 50名
６・７カ月健康教室試食 6・7カ月児保護者 140名
家庭教育学級 園児学童保護者 154名
定例会・研修会 食育推進ボランティア 118名

予防費 ○高齢者インフルエンザ予防接種事業
【健康課】 １０，５３２千円 （予算現額 10,690千円）

予防接種法に基づき、６５歳以上の方等を対象に医療機関個別接種の方
式で実施し、インフルエンザの予防を図りました。

＜事業実績＞
年度 対象者 （人） 実施者（人） 接種率

Ｈ２２年度 ７，４７０ ３，９５０ 52.9％
Ｈ２１年度 ７，２７０ ３，６０１ 49.5％

○新型インフルエンザワクチン接種費用助成事業
１，８６６千円 （予算現額 5,236千円）

【特定財源】
県支出金 １，３９９千円

低所得者の経済的負担を軽減することにより、ワクチン接種を受けやす
い環境を整備し、新型インフルエンザの感染拡大を防止しました。

【子ども家庭課】 ○予防接種事業 ３８，７２０千円 （予算現額 38,910千円）

【特定財源】
県支出金 ５，５２３千円

予防接種法に基づき、乳幼児・学童を対象に集団接種と個別接種の方式
で実施し、感染症の予防を図りました。

平成２３年２月より任意接種である子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワク
チン・小児用肺炎球菌ワクチンの３つを公費で助成し、子宮頸がんや細菌
性髄膜炎を予防しました。
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【款 衛生費 項 保健衛生費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

予防費 ○予防接種事業 つづき
【子ども家庭課】

委託料 ２２，８６１千円

＜事業実績＞ （単位：人）
区 分 対象者数 接 種 者 数 接 種 率

集団接種 個別接種 H22年度 H21年度
三種混合 １，１０１ － ８１４ 73.9 ％ 71.8 ％
二種混合 ３０４ － ２１３ 70.1 ％ 71.0 ％
ポ リ オ ５２６ ３４８ － 66.2 ％ 83.9 ％
麻 し ん
風しん・混合 １，０３７ ２７４ ６９３ 93.2 ％ 82.8 ％
日本脳炎 ３，３９７ － １,６１７ 47.6 ％ 34.7 ％
Ｂ Ｃ Ｇ １７６ １６６ － 94.3 ％ 93.9 ％

委託料 １３，２５５千円
＜事業実績＞ （単位：人）

区 分 対象者数 接種者数 接種率
子宮頸がん予防ヒブワクチン １，７８５ ５５２ ３０．９％
ヒブワクチン ９６９ ２５５ ２６．３％
小児用肺炎球ワクチン １，１３４ ２８０ ２４．７％

母子保健費 ○妊婦一般健康診査事業
【子ども家庭課】 １３，９１７千円 （予算現額 16,168千円）

【特定財源】
県支出金 ３，４６４千円

母子保健法に基づき、妊婦の健康管理のために医療機関に委託して健康
診査を実施しました。平成２２年度は血液検査や子宮頸がん健診等の各種
検査に対して助成を拡充しました。里帰り等の県外受診や助産院での受診
は償還払いにて対応しました。

＜事業実績＞
年 度 受診券発行枚数 受診者延べ件数

Ｈ２２年度 ２，７２１枚 １,９２８件
Ｈ２１年度 ３，２９４枚 １,７９１件
対前年比 82.6 ％ 107.6 ％

区 分 受診券利用分 償還払い分
受診者延べ数 １，９２８ 人 ５５ 人
委託料 １３，４５０千円 －
負担金補助及び
交付金 － ２９３千円
手数料 １７５千円 －

合 計 １３，６２５千円 ２９３千円

【不用額】 ２，２５１千円
◇主な理由：妊娠届出数の減少と予定日前の出産が多く、受診券を

１４枚全て使用されない人が多かったため、不用額が生じ
ました。
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【款 衛生費 項 保健衛生費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

母子保健費 ○乳幼児健康診査事業 ２，１７０千円 （予算現額 2,204千円）
【子ども家庭課】

３・４ヶ月児、１０・１１ヶ月児、１歳６ヶ月児、３歳児を対象に心身
の発達確認や、医師、歯科医師の診察を実施し、健全な発育、発達を促す
ための健康診査を行いました。

＜事業実績＞ （単位：人）
区 分 対象者 受診者数 要観察 要精密検査

３・４ヶ月児 １７０ １７０ ３４ １
10･11ヶ月児 １７１ １６８ ３４ ０
１歳６ヶ月児 ２００ １９４ ６３ ６

３ 歳 児 ２０２ １９８ ５１ ３

○乳幼児相談事業等 ５４１千円 （予算現額 837千円）
【特定財源】

県支出金 ４９６千円

子育てのための乳幼児相談や訪問による保健指導及び、離乳食指導等を
行い、ゆとりを持ち安心して子育てができるよう支援しました。

＜事業実績＞
回 数 参加者数

区 分 H22年度 H21年度 H22年度 H21年度 対前年
乳児訪問 実169人 実173人 延169人 延181人 93.4%
乳幼児相談 実 12回 実 12回 延187人 延284人 65.8%
6 ･ 7ヶ月健康 実 6回 実 6回 140人 146人 95.9%
教室

あそびの教室 実21回 実22回 延 174人 延244人 71.3%

○歯科保健事業 ２，１４４千円 （予算現額 2,325千円）
【特定財源】

その他 ４１千円

むし歯予防事業として、乳幼児を対象にフッ素塗布、保育園・幼稚園、
小・中学校の児童・生徒を対象にフッ化物洗口を実施しました。

また、保育園・幼稚園で歯みがき教室、小・中学校でブラッシング指導
を行い、月齢に合った歯科の知識や歯みがきの仕方を学習しました。フッ
化物洗口を開始してから7年が経過し、むし歯は目標値以上の減少がみら
れました。

＜事業実績＞
回 数 参加者数

区 分 H22 H21 H22 H21 対前年
年度 年度 年度 年度

はみがきけんしん １２回 １２回 ４１２人 ４１９人 98.3％
はみがき教室 １３回 １３回 ７８１人 ６９２人 112.9％
ブラッシング指導 ９８回 ８８回 ２,２４５人 １,７３０人 129.8％

＜フッ化物洗口＞
年 度 実施数 実施率

H２２年度 ３，０８０人 ９９.１%
H２１年度 ３，１３４人 ９９.０%
H２０年度 ３，２０３人 ９８.６%
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【款 衛生費 項 保健衛生費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

健康増進事業費 ○健康診査・各種がん検診事業
【健康課】 １３，７０７千円 （予算現額 14,939千円）

【特定財源】
県支出金 １２４千円
市 債 ２，８００千円

健康増進法に基づき、生活習慣病予防のための健康診査や健康相談を行
い、健康に関する意識の高揚を図りました。また、がんの早期発見、早期
治療のための各種がん検診を実施しました。

※女性特有のがん検診推進事業分を含む。

【不用額】 １，２３２千円
◇主な理由：各種がん検診の受診者が増加しなったため、不用額が生

じました。

○女性特有のがん検診推進事業
３，６９５千円 （予算現額 4,775千円）

【特定財源】
国庫支出金 １，４５１千円

国が定めた平成２２年度女性特有のがん検診推進事業実施要綱に基づ
き、特定の年齢に達した女性に対し、子宮頸がん及び乳がん検診を行い、
がんの早期発見と正しい健康意識の高揚を図りました。

【不用額】 １，０８０千円
◇主な理由：受診者が少なかったため、不用額が生じました。

＜事業実績＞ （単位：人）

受診者数

22年度 21年度 22年度 21年度 22年度 21年度 22年度 21年度 前年比

健 康 診 査 128 128 100.00%

胃 が ん 検 診 1,201 1,144 962 959 139 120 11.57% 10.49% 104.98%

大 腸 が ん 検 診 1,684 1,600 1,560 1,464 124 136 7.36% 8.50% 105.25%

肺 が ん 検 診 1,777 1,770 1,557 1,573 89 58 5.01% 3.28% 100.40%

喀 痰 検 査 39 49 39 49 0 0 0.00% 0.00% 79.59%

前 立腺 が ん 検診 - 608 - 281 - 30 - 4.93% -

歯 科 健 診 - 10 -

子 宮頸 が ん 検診 1,226 1,090 937 860 19 9 1.55% 0.83% 112.48%

乳 が ん 検 診 1,482 1,428 1,046 978 108 118 7.29% 8.26% 103.78%

受診者 異常なし 要精検 要精検率

〈事業実績〉

年齢 対象者 受診者 受診率 年齢 対象者 受診者 受診率

20 歳 209 11 5.26% 40 歳 219 71 32.42%

25 歳 176 19 10.80% 45 歳 180 38 21.11%

30 歳 164 35 21.34% 50 歳 207 59 28.50%

35 歳 174 29 16.67% 55 歳 206 54 26.21%

40 歳 219 56 25.57% 60 歳 283 89 31.45%

計 942 150 15.92% 計 1,095 311 28.40%

（単位：人）

子
宮
頸
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診
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【款 衛生費 項 保健衛生費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

地域保健費 〇休日・夜間診療事業
【健康課】 ２，８１２千円 （予算現額 2,850千円）

【特定財源】
県支出金 ５８千円
その他 ５４１千円 （関市）

市内と関市の一部（板取・洞戸・武芸川）の住民に対して、市内及び近
郊の医療機関において、休日・夜間の救急医療体制を確保するため、山県
医師会及び岐北厚生病院による休日・夜間在宅当番医制の運営委託、救急
後方病院ベッド確保対策事業を行いました。

＜事業実績＞
年度 参加医療 実施日数 受診人数 後方ベッド

機 関 数 利 用 件 数
Ｈ22年度 ２１機関 ６８日 2,433人 ７件
Ｈ21年度 ２１機関 ６８日 2,487人 １０件
前年度比 100.0％ 100.0％ 97.8％ 70.0％

環境衛生費 ○環境保全監視員委嘱事業 ４７６千円 （予算現額 476千円）
【生活環境課】

環境保全施策の円滑な推進を図るため、環境保全監視員を委嘱し、情報
収集及び対応策の検討を行いました。

・委嘱式及び研修会の開催 ３回

○水質検査事業 ３８９千円 （予算現額 399千円）

生活環境の保全と水質汚染の防止を図るため、河川の水質調査を行い
ました。

・河川水質検査 ２８箇所 年１回

○犬猫等収集処理委託事業
１，５２８千円 （予算現額 1,764千円）

【特定財源】
その他 １，１５３千円

犬猫等の死骸を回収処理し、環境衛生の向上に努めました。

・回収件数 １８０頭
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【款 衛生費 項 保健衛生費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

環境衛生費 ○花の都ぎふ推進協議会負担金
【生活環境課】 ２，６００千円 （予算現額 2,600千円）

【特定財源】
市 債 ３００千円

花は、人の心を和ませ、夢を抱かせ、希望を与えてくれると言われます。
このため、県が推進している「花の都ぎふ」運動に呼応し、市民参加型の
「山県市花の都ぎふ推進協議会」へ負担金を拠出して、「花づくり」「花
かざり」「人づくり」が一体となった活動を支援しました。

＜花かざり推進団体補助実績＞
区 分 金 額

自治会（20） ９９５千円
老人クラブ（21） １，０４５千円
ボランティア団体(11) ５０８千円

○まち美化パ－トナ－事業 ５７千円 （予算現額 218千円）

市民と行政が協議して公共施設の美化及び清掃を行っていく制度で、参
加者にゴミ袋、軍手、ほうきなど必要な物品を支給又は貸与、パートナー
サイン（看板）設置等の支援を行いました。

・登録数 １２団体（平成２３年３月３１日現在）

公害対策費 ○公害対策事業 ４５千円 （予算現額 383千円）
【生活環境課】

【特定財源】
県支出金 １千円

公害等により水質汚染・土壌汚染が危惧されている箇所の検査を実施
し、 環境の汚染対策に努めました。

・調査場所 ２箇所
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【款 衛生費 項 清掃費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
衛生費 清掃費 ７４５，４６０ ７３３，２８７

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

塵芥処理費 ○ごみ処理事業 １４８，２９８千円 （予算現額 152,140千円）
【生活環境課】

【特定財源】
その他 ７２，９５０千円
市 債 １，７００千円

市内から排出されるごみの処理を行いました。また、ごみの減量化を
図るため、分別収集や資源回収を行いました。

＜事業実績＞

区 分 平成２２年度 平成２１年度 比較増減

１ ごみ収集運搬委託料 80,558千円 81,653千円 △1,095千円

可燃ごみ 4,120㌧ 4,206㌧ △86㌧

不燃ごみ 89㌧ 89㌧ 0

粗大ごみ 58㌧ 60㌧ △2㌧

計 4267㌧ 4,355㌧ △88㌧

２ 分別収集委託料 53,888千円 53,870千円 18千円

びん 218㌧ 210㌧ 8㌧

アルミ缶 22㌧ 22㌧ 0

スチール缶 35㌧ 38㌧ △3㌧

ペットボトル 57㌧ 54㌧ 3㌧

白色トレイ 3㌧ 3㌧ 0

計 335㌧ 327㌧ 8㌧

３ ごみ袋等販売手数料 3,679千円 3,550千円 129千円

家庭系ごみ袋 776,400枚 742,000枚 34,400枚

粗大ごみ処理券 22,550枚 24,350枚 △1,800枚

不燃ごみ袋 16,520枚 15,585枚 935枚

事業系ごみ袋 60,600枚 63,300枚 △2,700枚

計 876,070枚 845,235枚 30,835枚
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【款 衛生費 項 清掃費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

塵芥処理費 ○ごみ処理事業 つづき
【生活環境課】

区 分 平成２２年度 平成２１年度 比較増減

４ 有害ごみ運搬処理委託料 807千円 0千円 807千円

処 蛍光灯 2,274kg 0kg 2,274kg

理
量 乾電池 3,690kg 0kg 3,690kg

５ クリーン作戦収集委託料 347千円 315千円 32千円

回収量 6,586㎏ 5,730㎏ 856㎏

クリ－ン作戦回数 307回 313回 △6回

６ ごみ不法投棄処理委託料 589千円 493千円 96千円

回数 9回 5回 4回

７ 資源回収事業補助金 5,853千円 6,379千円 △526千円

回収量 1,171㌧ 1,276㌧ △105㌧

実施団体数 21団体 24団体 △3団体

延べ実施回数 51回 58回 △7回

８ 生ごみ処理機購入補助金 108千円 243千円 △135千円

基数 9基 26基 △17基

・分別収集自治会補助金 2,469千円
均等割： ８，０００円、世帯割： １５０円、
１５４自治会、８，２４２戸

○クリーンセンター管理事業
３８８，９８９千円 （予算現額 394,105千円）

【特定財源】
その他 １７，６９１千円

本年度よりエネルギー回収推進施設及びマテリアルリサイクル推進施設
と最終処分場の包括的な運営管理を業者に委託しました。

・運営管理委託料 385,319千円
・廃棄物処理プラント保険料他 3,670千円
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【款 衛生費 項 清掃費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

し尿処理費 ○し尿処理事業 １８９，５６５千円 （予算現額 189,571千円）
【生活環境課】

【特定財源】
国庫支出金 ３，３９１千円
県支出金 ３，３９１千円

生活雑排水による水質汚染は深刻な社会問題となっており、これを解消
するため、合併浄化槽設置者に補助金を交付しました。

また、し尿処理・火葬場運営を行う一部事務組合である岐北衛生施設利
用組合に負担金を支出しました。

・合併浄化槽設置補助金 10,173千円

平成２２年度 平成２１年度 比較増減

合併補助金設置基数 ２５基 ４７基 △２２基

その他の地域 １基 １４基 △１３基

豪雪指定地域 ２４基 ３３基 △ ９基

・岐北衛生施設利用組合負担金（し尿処理） 124,223千円
・岐北衛生施設利用組合負担金（火葬場運営） 55,146千円
・合併処理浄化槽普及促進協議会負担金 23千円
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【款 労働費 項 労働費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
労働費 ４８，９３４ ４３，８７１

失業対策費 ４５，９１４ ４０，８５１

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

緊急雇用創出事業費 ○緊急雇用創出事業 ４０，８５１千円 （予算現額 45,914千円）
【産業振興課】

【特定財源】
県支出金 ３９，７６９千円

離職を余儀なくされた非正規労働者や中高年齢等の失業者の生活安定を
図るため、一時的な雇用・就業機会を創出、提供しました。

事業名 事業の内容 成果
観光・公共施設 市内の観光施設や公園等の公共 従業者数 １１名
清掃事業 施設の美化のための清掃作業 新規雇用量 1,126人日
（都市計画課）
環境パトロール ゴミの不法投棄、野外焼却など シルバー人材センター
事業 の発見、防止 新規雇用量 440人日
（生活環境課）
学校備品等整理 小中学校備品、教材備品、書籍 従業者数 ３名
事業 等の整理 新規雇用量 330人日
（学校教育課）
学校環境整備事 小中学校に校務員を配置し、校 従業者数 ２４名
業 内の清掃及び点検作業 新規雇用量 2,506人日
（学校教育課）
教育センター施 施設の良好な環境整備を図る 従業者数 ２名
設環境整備事業 新規雇用量 237人日
（学校教育課）
民俗資料整理事 民族資料の整理、紙及び電子デ 従業者数 ６名
業 ータとして記録保存作業 新規雇用量 675人日
（生涯学習課）
図書館資料整理 図書資料の一元化を図るための 従業者数 １名
事業 入力作業 新規雇用量 120人日
（生涯学習課）
生涯学習施設管 施設の管理補助・清掃除草等 従業者数 １名
理事業 新規雇用量 107人日
（生涯学習課）
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【款 農林水産業費 項 農業費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
農林水産業費 ６１６，００３ ５５６，３２０

農業費 ５１７，６９３ ４８０，３５４

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

農業委員会費 ○農業委員会会議の開催状況及びその処理状況
【産業振興課】 ５，１７７千円 （予算現額 5,407千円）

【特定財源】
県支出金 ２，５８２千円
その他 ２４２千円

・定例委員会 １２回

＜農地法第３条処理状況＞ ＜水田の畑地転換届出状況＞
件 数 （件） 件数（件）

総数
許 可

不許可
総数 届出

うち知事 ９ ９
３６ ３６ １ －

＜農地法第４・５条、事業計画変更処理状況＞

区 分
件 数（件）

総数 許可受理 不許可不受理
４条許可 １２ １２ －
５条許可 ４８ ４８ －

事変許可 ３ ３ －
合 計 ６３ ６３ －

＜その他処理状況＞
区 分 件数（件）

農 賃貸借権設定 １４
用集 使用貸借権設定 １０６
地積 賃貸借権移転 －
利計 所 有 権 移 転 －
用画 合 計 １２０

農業振興費 ○高能率農業機械購入補助金
【産業振興課】 ７７７千円 （予算現額 800千円）

地域農業を担う農業組織及び３ha以上耕作する大規模農家の育成を目的
に、導入される高能率機械の購入に対して補助金を交付しました。

・対象 １組織 495千円
２個人 282千円

○有害鳥獣防止柵設置助成事業
３３８千円 （予算現額 378千円）

有害鳥獣から農作物等の被害を防止するため、農地の境界に新しく防止
柵を設置した農家に対して、助成金を交付しました。

・助成件数 ２１件
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【款 農林水産業費 項 農業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

農業振興費 ○学校給食地産地消推進事業
【産業振興課】 ４０５千円 （予算現額 700千円）

【特定財源】
県支出金 ２０２千円

学校給食において、市内産農産物やぎふクリーン農業農産物の供給・活

用体制等の整備を図るとともに、少年期からの食農教育の推進等により、

農業に対する理解を深めることで、県内産農産物の需要拡大、県内食料自

給率の向上を促進しました。

また、安全･安心･健康な市内産農産物やぎふクリーン農業農産物の供給を

促進することにより、児童・生徒等の健康増進とともに、望ましい日本型

食生活の定着に努めました。

・対象校 小学校 ９校
中学校 ３校

・対象児童生徒数 ２，８２５人

○農業経営基盤強化資金利子補給
５０２千円 （予算現額 503千円）

認定農業者が借入れた農業企業化のための設備資金に対して、借入れ金
利の負担を軽減するため利子補給をしました。

・対象者 ４名
・補給率 ０．１２５～０．２５％（スーパーＬ資金）

○集落営農活動促進事業
１，０３５千円 （予算現額 1,056千円）

集落における農業者の基礎的集団である農事改良組合の活動を促進し地

域（集落）農業の健全な育成を図り、また、大豆・飼料作物・ソバ等の生

産振興の促進を図りました。

・対象農家数 ２，５４５戸

○中山間地域等直接支払交付金事業
６，５１７千円 （予算現額 6,748千円）

【特定財源】
県支出金 ４，４８７千円

中山間地域（特定農山村法等に基づき指定された地域等）の耕作放棄の

防止や多面的機能の確保を図るとともに、洪水や土砂崩壊を防止し、地域

の経済活動や生活環境が改善されることを目的に交付金を交付しました。

・参加農家 ４０９戸
・参加集落協定数 １３集落
・交付対象面積 ９８ｈａ
・交付金額 ６，３０４千円
・推進交付金 ２１４千円
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【款 農林水産業費 項 農業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

畜産業費 ○畜産環境衛生事業補助金
【産業振興課】 ３，７４４千円 （予算現額 4,350千円）

畜産業の適正な管理を行ってもらうため、畜舎から発生する「ハエ」の
駆除や臭気抑制に必要な薬剤購入費に補助を行うとともに、環境保全に対
する指導に努めました。

・補助金交付農家 １５戸

農地費 ○県単かんがい排水事業
【建設課】 ４，４９１千円 （予算現額 4,954千円）

【特定財源】
県支出金 １，７９６千円
その他 ４４９千円

県単独補助事業により用水路の整備を行い、農作業の効率化を図りまし
た。
＜用水路整備＞

・高田地区（梅原） Ｌ＝２６０ｍ
・葦田地区（大桑） Ｌ＝ １２ｍ

〇基盤整備促進事業 ２５，７７２千円 （予算現額 29,690千円）

【特定財源】
県支出金 １５，４７０千円
その他 １，０４４千円

基盤整備事業（大桜地区）により、用・排水路の整備を行い、農作業
の効率化を図りました。

・大桜地区 用水 Ｌ＝４２２ｍ
排水 Ｌ＝３６７ｍ

【不用額】 ３，９１８千円
◇主な理由：入札差金により、不用額が生じました。

○県営事業負担金 ８１４千円 （予算現額 1,876千円）

老朽化が著しい中濃用水の改修が、平成１６年度から県営事業にて行わ
れており、２２年度事業分に対する負担金を支出しました。

【不用額】 １，０６２千円
◇主な理由：入札差金等により、県営事業費が減少したため、負担金

が減額しました。

○農地・水・農村環境保全向上活動事業負担金
２，６０４千円 （予算現額 2,605千円）

地域ぐるみで農地や水を守る効果の高い共同活動と、環境保全に向けた
営農活動を支援しました。（椎倉、大桑、上願、梅原、赤尾地区）
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【款 農林水産業費 項 林業費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
農林水産業費 林業費 ９８，３１０ ７５，９６６

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

林業振興費 ○野生鳥獣被害防止助成金
【産業振興課】 ６，２４３千円 （予算現額 6,486千円）

【特定財源】
県支出金 １３４千円

生活環境や農林産物等に対する野生鳥獣被害を防止するため、野生鳥獣
捕獲の助成金を交付しました。

＜捕獲実績＞
イノシシ ２７０頭 サル ５頭 ハクビシン ４７頭
ニホンシカ ５５頭 アライグマ １０頭 クマ ３頭
ヌートリア ６０頭 カラス １１４羽

○間伐材搬出促進モデル支援補助金
９１７千円 (予算現額 1,500千円）

【特定財源】
県支出金 ４５８千円
市 債 ４００千円

森林組合がモデル団地内の間伐材を搬出する経費の補助を行い、間伐材
の利用促進を図りました。

・事業量 ６１１㎥

○森林整備地域活動支援補助金
５，７１６千円 （予算現額 5,716千円）

【特定財源】
県支出金 ４，２８７千円

森林整備地域活動支援交付金事業を活用し、施業実施区域の明確化作業
及び歩道の整備を行いました。

・明確化作業 １５２．５３ｈａ
・歩道の整備 Ｌ＝５，９３６ｍ

○育林推進事業補助金 ９，６００千円 （予算現額 9,600千円）

【特定財源】
市 債 ９，３００千円

間伐を実施した林業者等に対して補助金を交付し、林業の振興と山林の
保全を図りました。

・面積 ３２０．０ha
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【款 農林水産業費 項 林業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

林業振興費 ○条件不利森林公的整備加速化事業
【産業振興課】 ７，３０１千円 （予算現額 7,302千円）

【特定財源】
県支出金 ７，３０１千円

間伐が実施されていない森林を整備するために、補助金を交付しました。

・実施場所 柿野地内
・実施面積 ２９．４９ha

治山林道費 ○治山林道事業 ２６，９２０千円 （予算現額 46,613千円）
【建設課】

市内にある林道の舗装改良・維持・修繕等を行いました。

・地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業
【特定財源】

国庫支出金 ２０，９００千円

林道日永線舗装工事 13,444千円
林道椿野～はじかみ線改良工事 8,162千円

・その他林道小修繕工事等 5,314千円

◆翌年度繰越額 １９，５００千円

【不用額】 ３，５６５千円
◇主な理由：入札差金により、不用額が生じました。

○県単林道事業 ５，５８３千円 （予算現額 6,998千円）

林道鯱尾線の改良工事と林道西洞～納谷線の舗装工事を行いました。

・県単林道事業
・林道鯱尾線改良工事 3,780千円
【特定財源】

県支出金 １，８９０千円
改良工 L＝１９９ｍ

W＝３．０ｍ

・林道西洞～納谷線舗装工事 1,803千円
【特定財源】

市 債 １，８００千円
舗装工 L＝１４０ｍ

W＝３．０ｍ

【不用額】 １，４１５千円
◇主な理由：入札差金により、不用額が生じました。
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【款 商工費 項 商工費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
商工費 ２００，０８２ １９１，７７６

商工費 ２００，０８２ １９１，７７６

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

商工振興費 ○商工会補助金 ２６，５００千円 （予算現額 26,500千円）
【産業振興課】

地域総合経済団体として、地域経済発展のための事業を行っている商工
会に補助金を支給しました。商工会は、組織及び事業の効率化を図り、中
小零細企業の立場に立ったきめ細やかな事業を展開しました。

＜経営指導員の指導実績＞
平成２２年度 平成２１年度

区 分 件 数 企業数 件 数 企業数
巡回指導 1,093件 285社 1,690件 379社
窓口指導 795件 353社 1,086件 381社

＜講習会等の開催による指導実績＞
平成２２年度 平成２１年度

区 分 開催回数 受講者数 開催回数 受講者数
集団指導 5回 568人 10回 317人
個別指導 17回 496人 22回 843人

＜金融の斡旋実績＞
平成２２年度 平成２１年度

区 分 斡旋件数 貸付件数 貸付金額 斡旋件数 貸付件数 貸付金額
日本政策金融公庫 18件 12件 48,300千円 38件 28件 174,200千円
県 制 度 融 資 0件 0件 0千円 0件 0件 0千円

＜社会保険及び記帳継続指導等に関する事務＞
平成２２年度 平成２１年度

区 分 事業所数 実指導件数 事業所数 実指導件数
労働保険 213件 335件 213件 609件
記帳決算指導 212件 1,433件 198件 2,054件

○小口融資保証料補てん金 ９３９千円 （予算現額 2,000千円）

融資申込者が、岐阜県信用保証協会の保証を受けるために必要な保証料
を１件当たり２０万円を限度として補てんしました。

・実施件数 １４件

○小口融資預託金 ６０，０００千円 （予算現額 60,000千円）

中小企業者が設備・運転資金を必要とする時、迅速かつ低利で借入れが
でき、経営の安定を図ることができるように原資を金融機関に預託し貸付
斡旋事業を実施しました。

平成２２年度 平成２１年度
融資斡旋件数 １２件 ２７件
融資斡旋額 35,300千円 98,500千円
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【款 商工費 項 商工費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

商工振興費 ○新エネルギー関連補助金
【産業振興課】 ４，１０４千円 （予算現額 5,250千円）

【特定財源】
県支出金 ５００千円

循環型社会の形成と地球温暖化防止のため、新エネルギーの導入を促進
し、住宅用太陽光発電装置を新たに設置した者に補助金を交付しました。

・実施件数 ４０件

○企業立地奨励事業 ６，７４７千円 （予算現額 7,665千円）

【特定財源】
県支出金 １，２００千円

企業立地の促進を図るため、企業立地奨励金を交付しました。

・奨励金交付件数 ５社

○市観光協会補助金 １，６００千円 （予算現額 1,600千円）

観光産業振興のため、山県市観光協会が行う以下の事業に対し補助金を
交付しました。

・啓発活動事業
観光物産展等へ出店し、山県市の特産品をＰＲ（17回）
観光親善大使 ナッチョルくん作製

・イベント支援事業
高富ふれあい、伊自良夏まつり、川まつり、あかりファンタジー協

力、岐阜やまがたフォトコンテスト開催、り・ふれっ旬ツアー３回実
施しました.

○香り会館管理事業 ９，８００千円 （予算現額 9,950千円）

平成２０年８月から香り会館及びハーブレンドの運営は、指定管理者制
度によりドルフィン株式会社へ運営管理を委託しました。

＜運営実績＞指定管理導入後 （単位：千円・人）
平成２２年度 平成２１年度

香り会館 ﾊｰﾌﾞﾚﾝﾄﾞ 合 計 香り会館 ﾊｰﾌﾞﾚﾝﾄﾞ 合 計
人 件 費 － － 11,879 － － 12,595
材 料 費 － － 9,018 － － 9,076
管 理 費 － － 5,272 － － 4,545
費用合計 － － 26,169 － － 26,216
売 上 5,889 9,059 14,948 5,868 9,930 15,798
指 定 管 理 料 － － 9,800 － － 9,800
利用者数 11,721 14,572 26,293 14,002 16,245 30,247
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【款 商工費 項 商工費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

観光振興費 ○伊自良キャンプ場管理事業
【産業振興課】 １，４７６千円 （予算現額 1,634千円）

【特定財源】
その他 ３３２千円

＜運営実績＞ （単位：千円・組）
Ｈ22年度 Ｈ21年度

委 託 料 324 366
管 理 費 1,152 1,104
費用合計 1,476 1,470
収 入 332 204
利用組数 31 24

○グリーンプラザみやま管理事業
２８，１５３千円 （予算現額 30,175千円）

【特定財源】
その他 ２９，２４５千円

グリーンプラザみやまは、山県市を訪れる都市住民の受け入れと、地域
住民の雇用機会の増大と地域の活性化を図るために設置したもので、本年
度もサービスの向上及び施設利用者増加を図る事業を展開しました。

・利用者の増加を図るためＨＰの更新
・施設維持のため通路等改修工事
・既利用者への情報提供と新聞広告・広報やまがた等によるＰＲ
・他市町村の公共施設等へパンフレットの配置

＜運営実績＞ （単位：千円・人）
平成２２年度 平成２１年度

ｷｬﾝﾌﾟ場 ｺﾃｰｼﾞ村 合 計 ｷｬﾝﾌﾟ場 ｺﾃｰｼﾞ村 合 計
人 件 費 442 4,642 5,084 0 4,648 4,648
管 理 費 11,842 11,227 23,069 10,546 12,090 22,636
費用合計 12,284 15,869 28,153 10,546 16,738 27,284
収 入 8,474 20,771 29,245 8,831 22,408 31,239
利用者数 3,604 6,883 10,487 3,647 6,931 10,578
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【款 土木費 項 土木管理費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
土木費 ７００，５７５ ６２０，６５７

土木管理費 １１３，３４８ １１０，８７２

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

土木総務費 ○道路台帳整備委託事業
【建設課】 ２，１８１千円 （予算現額 2,249千円）

平成２２年度は、２１年度後期分(H21年10月～H22年3月）・２２年度分(H
22年4月～H23年3月）までの工事完了箇所の現地調査及び測量並びに内業
として次の事業を実施しました。

・資料収集整理 1.0式
・道路平面測量（変更・両側拡幅・片側拡幅・側溝防護柵） 4.53km
・道路水路付属物及び占用物調査 1.0式

○地籍調査事業 ４，６１２千円 （予算現額 4,671千円）

【特定財源】
県支出金 ２，９９１千円

土地の実態を正確に把握し、土地の有効利用と保全を図る目的で平成１
４年度より着手し継続的に地籍調査事業を進めており、平成２２年度は以
下の地区について事業を実施しました。

・葛原１－４・１－５ （真名尾･狐森） （０．１５㎢ ）
地籍図根三角測量
地籍図根多角測量
現地調査
細部図根測量
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【款 土木費 項 道路橋梁費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
土木費 道路橋梁費 ２５０，８１０ ２１８，４７１

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

道路橋梁維持費 ○除雪委託事業 ３７，３０４千円 （予算現額 40,000千円）
【建設課】

基本積雪量２０㎝を超えた降雪に対して除雪を行い、出勤、通学時にお
ける交通の確保を行いました。

・除雪委託料
４２事業者に除雪作業を委託 （Ｈ２２／１２～Ｈ２３／３）

【不用額】 ２，６９６千円
◇主な理由：例年以上の降雪があり、補正等により対応しましたが、

精算の結果不用額が生じました。

○各種道路橋梁維持事業
４５，１３７千円 （予算現額 48,704千円）

市道における舗装補修、小修繕工事、交通安全に関する施設整備等を施
工し適正な管理を行いました。

・工事請負費

舗装点々補修工事 市内一円 ６８０箇所 8,203千円

道路小修繕工事 市内一円 ２６８箇所 29,563千円
路側線補修工事 市内一円 １２箇所 2,576千円
交通安全柵 ７箇所 4,795千円

○橋梁長寿命化事業 ２，０１６千円 （予算現額 2,244千円）

【特定財源】
国庫支出金 １，１００千円

今後、益々高齢化する橋梁の修繕、架け替えにかかる費用を縮減するた
め、主要な橋梁のうち１７橋の点検を実施しました。

・橋梁長寿命化修繕計画基礎調査業務 2,016千円

道路新設改良費 ○登記手数料 ２３９千円 （予算現額 1,148千円）
【建設課】

市道辷石線道路改良工事に伴う、道路拡幅部分の用地取得のため分筆登
記嘱託を行いました。

・筆数：６筆

○公有財産購入費 ４２４千円 （予算現額 536千円）

市道辷石線道路改良工事に伴い、道路拡幅部分の用地を買収しました。

・対象者２名、６筆（411.93㎡）
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【款 土木費 項 道路橋梁費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

道路新設改良費 ○道路改良調査設計委託料
【建設課】 ６，４２７千円 （予算現額 20,440千円）

道路改良事業に伴う測量設計及び用地測量（境界確定）を実施しました。

・調査設計委託料
市道上馬場線測量設計業務委託 1,121千円
市道54011災害復旧調査測量業務委託 945千円
その他 ６路線 1,440千円

・丈量測量業務委託料
市道辷石線丈量測量業務委託 705千円
市道上馬場線丈量測量業務委託 1,848千円

・境界確定業務委託料
市道小倉線境界確定業務委託 368千円

◆翌年度繰越額 １２，０００千円

【不用額】 ２，０１３千円
◇主な理由：入札差金により、不用額が生じました。

○道路改良工事 ９１，８６７千円 （予算現額 96,282千円）

【特定財源】
国庫支出金 ４９，２００千円
市債 １１，３００千円

幹線市道を中心に道路の拡幅・舗装改良を行い、生活基盤の向上を図り
ました。

・工事請負費
市道田口線舗装改良工事 2,786千円
市道辷石線道路改良工事 11,309千円
市道松尾線道路改良工事 1,960千円
その他 ２２路線 24,789千円

・地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業
市道京ヶ洞線舗装改良事業 8,020千円
市道大桜線舗装改良事業 19,936千円
市道伊佐美線舗装改良事業 7,342千円
市道小倉線舗装改良事業 5,551千円
長尾川排水路改良事業 10,174千円

◆翌年度繰越額 ２，４００千円

【不用額】 ２，０１５千円
◇主な理由：入札差金により、不用額が生じました。
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【款 土木費 項 道路橋梁費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

道路新設改良費 ○県単独事業負担金 ６，０７６千円 （予算現額 7,100千円）
【建設課】

県が発注する県単独道路改良工事等の事業費に対する、市負担金（10% ）
を支出しました。

・県単独事業負担金
一般国道 ２５６号 高木工区 84千円
一般国道 ４１８号 葛原工区 3,587千円
一般県道 伊自良高富線 大桑工区 2,304千円
登記委託業務 市内一円 79千円
道路台帳補正 市内一円 22千円

【不用額】 1，０２４千円
◇主な理由：伊自良高富線において工事施工延長が当初計画から縮小

されたことにより、不用額が生じました。

○市道１３０９８号線道路改良事業
２０，８２６千円 （予算現額 24,000千円）

【特定財源】
国庫支出金 １０，４５０千円
市債（合） ８，１００千円

国道２５６号バイパスに接続する市道の道路改良工事であり、前年に引
き続き施工し、２２年度で完成しました。

・工事請負費

(他)13098号線道路改良工事他３件 20,826千円

【不用額】 ３，１７４千円
◇主な理由：入札差金により、不用額が生じました。
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【款 土木費 項 河川費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
土木費 河川費 １４，９９７ １４，６１１

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

河川維持費 ○河川除草委託料 １３，７１５千円 （予算現額 14,009千円）
【建設課】

【特定財源】
県支出金 ７，９７４千円

一級河川及び準用河川の保全管理として、堤防除草を行いました。

・河川除草委託料
一級河川 鳥羽川 外 １４本

○普通河川浚渫工事 ８９７千円 （予算現額 988千円）

河川の通水断面を確保し、機能維持を図るため、浚渫工事を行いました。

・工事請負費
遅洞川浚渫工事 420千円
排水路土砂撤去工事 477千円
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【款 土木費 項 都市計画費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
土木費 都市計画費 ３１３，０１７ ２７１，９７９

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

都市計画総務費 ○都市計画基本図等修正業務
【都市計画課】 ７，７７０千円 (予算現額 8,704千円）

経年経過により現況と不整合な部分があった山県市都市計画基本図・管
内図等の地図データを修正しました。

公園費 ○公園整備管理事業 ２２，００５千円 （予算現額 22,006千円）
【都市計画課】

【特定財源】
国庫支出金 ４，８００千円

佐賀南山公園整備工事については、市有地に住民の憩いの場、ふれあい
の場である公園として利用できるよう整備しました。

平成２１年度繰越事業
・佐賀南山公園整備工事 5,070千円

平成２２年度
・佐賀南山公園整備工事 14,480千円
・佐賀配水管布設工事 1,728千円

その他工事
・にしむげ公園車止め設置 51千円
・共和町いこい広場浄化槽モーター取替 88千円
・本町１丁目児童公園外構工事 90千円
・本町１丁目児童公園防球ネット張替 100千円
・北町児童公園下水切替工事 193千円
・天王児童公園下水切替工事 205千円
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【款 土木費 項 住宅費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
土木費 住宅費 ８，４０３ ４，７２４

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

住宅管理費 ○木造住宅耐震診断事業
【都市計画課】 １，０８０千円 （予算現額 1,800千円）

【特定財源】
国庫支出金 ５４０千円
県支出金 ２７０千円

申請者から申込みがあった木造住宅について、岐阜県木造住宅耐震相談
士を派遣して耐震診断を実施し、その結果を申請者に報告しました。

・実施件数 ２４件

○木造住宅耐震補強工事費補助事業
１，６８０千円 （予算現額 2,520千円）

【特定財源】
県補助金 １，０８０千円

木造住宅の耐震補強工事を実施した市民に対して補助金を交付しまし
た。

・実施件数 ２件
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【款 消防費 項 消防費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
消防費 ５９８，０６０ ５６７，４１８

消防費 ５９８，０６０ ５６７，４１８

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

常備消防費 ○常備消防事業
【消防本部】

常備消防は、１本部・２署を配置しており、平成２２年の出動状況等は、
次のとおりとなりました。
＜出動状況＞ (単位：件)

件 数
出動内容等 平成２２年 平成２１年 比 較
火 災 出 動 ９ １２ △３
救 急 出 動 １，０６５ ９８６ ７９
救 助 出 動 １４ １７ △３
緊急通報システム利用 ３６９ ４５１ △８２
救 急 医 療 情 報 案 内 ５００ ６７０ △１７０

○教育研修費用 ６３５千円 （予算現額 1,575千円）

・職員研修
消防職員として専門知識を習得するとともに、技術力と資質の向上を

図りました。
＜主な研修実績＞

区 分 人員 研 修 先 研修期間
初 級 幹 部 科 １人 岐 阜 県 消 防 学 校 １２日
特 殊 災 害 科 １人 岐 阜 県 消 防 学 校 １０日
火 災 調 査 科 １人 岐 阜 県 消 防 学 校 １２日
救 助 科 １人 岐 阜 県 消 防 学 校 ３０日
気 管 内 挿 管 病 院 実 習 １人 岐阜県総合医療センター ６３日
指 揮 隊 研 修 １人 名 古 屋 市 消 防 局 １０日

・救急講習
市民がいざという時に役立つために、ＡＥＤの使用方法や人工呼吸の

方法などの救急講習を実施しました。
＜普通救命講習実績＞

年 度 平成２２年度 平成２１年度 比 較
回 数（回） １９ ２７ △８
人 数（人） １９９ ３３３ △１３４

○高規格救急車更新事業
２１，７６４千円 （予算現額 24,345千円）

【特定財源】
県支出金 ２, ０００千円
その他 １９，７６４千円

高規格救急車の更新及び最新の高度救命資機材の導入により救命率の
向上と住民サービスの充実を図りました。

○消防本部庁舎下水切替工事
１，２１０千円 （予算現額 1,210千円）

公共下水道へ切り替えました。
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【款 消防費 項 消防費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

非常備消防費 ○消防団運営関係費
【消防本部】 ４６，１３１千円 （予算現額 51,552千円）

【特定財源】
その他 １６，０３８千円

消防団の運営に必要な経費を支弁するとともに、各種災害に備え、団体
規律・訓練を実施し、組織力の強化と団員の資質向上に努めました。

消防団は、１本部９分団４隊をもって組織し、定数６００人に対して、
平成２２年度の実員は５７１人でした。その内訳として基本消防団員５２
７人、機能別消防団員４４人です。
＜分団構成＞
分団名 平成22年度 平成21年度 比 較 備 考

本 部 ４人 ４人 ０人 団長、副団長
予備隊 １１人 １０人 １人 機能別消防団員
女性隊 ３人 ３人 ０人 機能別消防団員

第１分団 ７０人 ７０人 ０人 高富
第２分団 ５７人 ５６人 １人 富岡
第３分団 ３０人 ３２人 △２人 梅原
第４分団 ３６人 ３２人 ４人 桜尾
第５分団 ４０人 ４１人 △１人 大桑
第６分団 ７９人 ８４人 △５人 伊自良
第７分団 ４６人 ４９人 △３人 北山、谷合、葛原

北山隊 ２０人 ２０人 ０人 機能別消防団員
第８分団 ８０人 ８６人 △６人 北武芸、富波
第９分団 ８５人 ９６人 △１１人 乾、西武芸
ラッパ隊 （２１人） （１９人） （２人） 分団兼務
ラッパ隊 １０人 ７人 ３人 機能別消防団員
合 計 ５７１人 ５９０人 △１９人
ラッパ隊のカッコは各分団より選出

○消防団詰所等整備事業
３，２４８千円 （予算現額 16,672千円）

【特定財源】
国庫補助金 １，０７８千円

消防団の活動拠点となる詰所、車庫及び主要備品である緊急車両、小型
動力ポンプを計画的に整備することにより、迅速で確実な出動体制を強化
することに努めました。

第８分団本部詰所を旧富波小学校の施設を改築し、分団の活動拠点とし
て整備しました。

＜整備箇所＞
事 業 名 平成22年度 平成21年度 備 考
軽四積載車 １ 台 ０ 台 消防団用
詰所等改築 １箇所 ２箇所 第8本部詰所

◆翌年度繰越額 １２，５５２千円
【特定財源】

国庫補助金 １０，９３２千円
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【款 消防費 項 消防費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

消防施設費 ○消火栓管理事業 ３，４３５千円 （予算現額 3,878千円）
【消防本部】

災害発生時における消防水利の維持を図るため消火栓の修理、ホース等
を補充し消防力の強化を図りました。
・消火栓修繕 １７箇所（平成21年度 16箇所）
・消火栓用備品設置 ホース、収納箱等

○消防施設整備事業 １０，０８８千円 （予算現額 10,530千円）
【特定財源】

国庫補助金 ６，４００千円

大地震発生時における消防水利の確保を図るため耐震型防火水槽（40㎥）
を１基設置するとともに、老朽化し不要となった基準を満たしていない防
火水槽（30㎥未満）を撤去し、消防水利の改善を図りました。

また、水利の不足している地域に消火栓を設置し、消防力の充実を図り
ました。

＜整備箇所数＞
事 業 名 平成22年度 平成21年度 備 考

防火水槽新設(40㎥) １ 基 ０ 基 耐震性(地下式)
不要な防火水槽等撤去 ３ 基 ６ 基 30㎥未満

消火栓新設 ４ 基 １ 基

防災対策費 ○防災対策 ２５，３４８千円 （予算現額 27,181千円）
【総務課】

防災体制を強化するため、備蓄資材・非常食、総合防災訓練の資材等を
購入しました。防災無線（同報系、移動系）の保守点検等を行いました。
山県市への転入世帯等に防災行政無線（同報系）の戸別受信機の設置を行
いました。

東日本大震災に関する人的支援及び物資の援助を行いました。

＜事業実績＞ (単位：千円)
内 訳 金 額

備蓄資材・非常食更新等 １，０２０
防災行政無線維持管理経費 １９，５０６
防災情報ネットワークシステム １，４３４
県防災ヘリコプター連絡協議会負担金 ６０５
自主防災組織活動補助金 １２２
東日本大震災支援関係経費 ９５６
その他経費 １，７０５

合 計 ２５，３４８

○全国瞬時警報システム改修事業（繰越事業）
４，５７８千円 （予算現額 4,791千円）

【特定財源】
県支出金 ４，５７８千円

平成２１年４月から運用している全国瞬時警報ステム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ
システム）が全国的に高度化されることに合わせて、受信機及び防災無線
自動起動機を改修しました。

新たに地上系のＬＧＷＡＮ回線と接続し、回線を多重化したことにより、
衛星回線が不通の場合でも情報の受信が可能になり、また、ＬＧＷＡＮ回
線によるソフトウェアのバージョンアップが可能になるなど操作性の向上
を図りました。
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【款 教育費 項 教育総務費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
教育費 １，３９１，６９７ １，２２７，３４１

教育総務費 １６９，９９０ １５８，４３８

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

事務局費 ○私立幼稚園就園奨励費補助事業
【学校教育課】 １３，１０３千円 （予算現額 15,821千円）

【特定財源】
国庫支出金 ３，０３３千円

幼児教育を促進するため、低所得世帯の幼児が幼稚園に入園しやすいよ
う授業料を減免（基準に基づくもの）した場合に必要な経費について補助
しました。

＜事業実績＞

所 得 階 層 区 分
人 数

平成22年度 平成21年度 比 較
生活保護世帯・市民税非課税世帯 ６人 ７人 △１人

市民税所得割
所得割非課税世帯 ４人 ３人 １人
一定以下の世帯 １２０人 １１９人 １人

合 計 １３０人 １２９人 １人

【不用額】 ２，７１８千円
◇主な理由：事業費の確定により不用額が生じました。

教育指導費 ○教育相談員報酬 ６，１９２千円 （予算現額 6,192千円）
【学校教育課】

児童生徒が心の不安や悩み等を気軽に相談し、心にゆとりが持てるよう
な環境を提供するため、教育センターを拠点とし、高富中学校、富岡小学
校、伊自良南小学校に教育相談員３名を配置しました。学校 家庭・生活
相談員との連携を図ることで、児童生徒をより理解することができ、不登
校傾向にある児童生徒への登校しやすい環境づくりやきめ細かな支援がで
きました。

○生活相談員報酬 ３，２４０千円 （予算現額 3,240千円）

不登校または生徒指導上の問題等で集団生活に適応できない児童生徒に
対して、学校と離れた場所で指導・援助を行うことにより、児童生徒の自
立を支援し学校生活に復帰できるよう教育センターに教室を設置し、生活
相談員４名を配置しました。

○教育センター次長報酬
２，０４０千円 （予算現額 2,040千円）

学校教育・生涯教育に関する調査・研究及び教育関係者の研究並びに教
育相談等を円滑に行うため、教育センターに次長を配置し、教職員研修及
び学校図書の巡回を行い、センター事業の充実に努めました。
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【款 教育費 項 小学校費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
教育費 小学校費 ４０８，３９９ ３４４，２８６

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

学校管理費
【学校教育課】 ＜就学児童数一覧表＞（平成２２年５月１日現在） （単位：人）

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合 計
高 富 小 71 67 74 67 83 88 450
富 岡 小 61 59 70 76 80 73 419
梅 原 小 14 20 16 17 14 12 93
大 桑 小 8 10 10 9 14 11 62
桜 尾 小 11 15 14 14 12 12 78
伊自良南小 27 20 33 20 26 27 153
伊自良北小 9 12 14 9 16 11 71
美 山 小 46 46 39 57 44 52 284
い わ 桜 小 8 10 12 11 12 16 69

合 計 255 259 282 280 301 302 1,679
※ H22.4.1 美山小学校開校（西武芸・富波・乾小学校 統合）

○小学校医報酬 ４，０６３千円 （予算現額 4,083千円）

校医による健康診断（内科・歯科・眼科・耳鼻科）を実施することによ
り本市の小学校児童の健康管理に寄与し、健やかな体の育成に努めました。

＜報酬内訳＞
内 訳 金 額

内 科 医 報 酬 １，２３６千円
歯 科 医 報 酬 ７０３千円
眼 科 医 報 酬 ７０２千円
耳鼻科医報酬 ７０２千円
薬 剤 師 報 酬 ７２０千円

○学習支援員報酬事業
１２，３８４千円 （予算現額 12,384千円）

【特定財源】
市 債 ２，３００千円

複式学級を持つ学校や発達障がい、自閉症、心身症等のある児童のため
に学習支援員６名を配置しました。児童に応じたきめ細かな学習支援を行
うことで、基礎学力や学習習慣の定着が見られました。

○教育サポーター設置事業
６，５０７千円 （予算現額 6,580千円）

【特定財源】
市 債 １，３００千円

不登校傾向を示す児童への適応指導や日本での学校生活になじめない外
国人子女等への学業支援を行うため、教育サポーター５名を配置し児童に
応じたきめ細かな学習支援を行いました。
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【款 教育費 項 小学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

学校管理費 ○新入生用安全グッズ配布事業
【学校教育課】 ５２４千円 （予算現額 683千円）

自転車用ヘルメット配布及び近年急増する子どもを狙った凶悪な犯罪か
ら身を守るため、新入学児童に携帯用防犯ブザーを支給しました。

○英語指導助手委託事業
７，９３８千円 （予算現額 8,820千円）

各小学校の児童に週１回以上外国青年とふれあう機会を持たせるために
２名のＡＬＴを委託しました。会話する機会を多く持てるようにすること
で、児童が英語に親しみ進んで話そうとする姿が見られました。

○小学校スクールバス業務委託事業
８，６８１千円 （予算現額 10,238千円）

美山小学校（H22.4.1開校）児童の通学用マイクロバス３台及び特別支
援学級児童の通学用ワゴン車１台の運行を業者に委託しました。

＜美山小学校児童送迎状況＞

路 線 名
人 数

Ｈ22年度 Ｈ21年度 比 較
富波地区 ⇔ 美山小学校 ２９人 ― ―
佐野地区 ⇔ 美山小学校 ３９人 ― ―
乾 地区 ⇔ 美山小学校 ３７人 ― ―

合 計 １０５人 ― ―

＜特別支援学級児童送迎状況＞

路 線 名
人 数

Ｈ22年度 Ｈ21年度 比 較
大桑地区 ⇔ 富岡小学校 ６人 ４人 ２人
大桑・平井 ⇔ 伊自良南小学校 ２人 １人 １人

合 計 ８人 ５人 ３人

【不用額】 １，５５７千円
◇主な理由：入札差金により不用額が生じました。

○山県ふるさと体験事業 ５４４千円 （予算現額 740千円）

山県市の豊かな自然、歴史、文化、人々にふれる体験活動や集団共同生
活体験を通してふるさとを愛し、人を思いやる心、命を大切にする心、自
然を愛する心を育てることを目的とし、各小学校が創意工夫を生かし宿泊
体験学習を行いました。

宿泊施設 グリーンプラザみやま コテージ村（一泊）
対象児童 各小学校５年生（伊自良南・北小学校は４年生）
体験学習 コテージ村付近でのリバートレッキング、星の観察

大桑古城山、伊自良釜ヶ谷、美山舟伏山の登山
四国山公園でのハーブ石鹸づくり
伊自良湖でのボート体験
老人ホーム「美山荘」での交流
森林体験、化石さがし 他
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【款 教育費 項 小学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

学校管理費 ○小学校各種工事 ２０，２４１千円 （予算現額 49,163千円）
【学校教育課】

【特定財源】
国庫支出金 ５，９３８千円

児童が安全で快適な学習環境のもとで学べるよう校舎等学校施設の整備
を行いました。

・件数 ２５件
・内訳 教室扇風機設置工事、体育用具及び遊具修繕工事

洋式トイレ設置工事、屋内消火栓ホース取替工事
校舎内手摺設置工事、プール濾過装置修繕工事
各所漏水修繕工事、伊自良北小体育館屋根改修工事
教職員住宅屋根改修工事、桜尾小校門等改修工事
各小学校ランチルーム空調設備設置工事 他
高富小学校スロープ等設置工事（繰越事業）

◆翌年度繰越額 ２１，１１６千円
【特定財源】

国庫支出金 １８，８６９千円

桜尾小学校校門等改修工事 4,246千円
各小学校ランチルーム空調設備設置工事 16,870千円

【不用額】 ７，８０６千円
◇主な理由：入札差金等により不用額が生じました。

○小学校校舎耐震補強及び改修事業
４６，２５３千円 （予算現額 58,694千円）

【特定財源】
国庫支出金 ２３，４６９千円

学校施設は、児童が一日の大半を過ごす学習・生活の場であるとともに、
災害時等には地域住民の避難場所となる役割を担うことから、構造耐震指
数等が国の基準を下回る校舎の耐震補強及び改修工事を行いました。

富岡小学校南校舎耐震補強及び改修工事 27,174千円
いわ桜小学校校舎耐震補強及び改修工事 19,079千円

【不用額】 １２，４４１千円
◇主な理由：入札差金により不用額が生じました。

○小学校太陽光発電設備設置事業（繰越事業）
１７，３２５千円 （予算現額 19,401千円）

【特定財源】
国庫支出金 １７，１００千円

「２１世紀の学校」にふさわしい教育環境の充実の一環として、高富小
学校に太陽光発電設備を整備し、教育現場のエコ化を図りました。

【不用額】 ２，０７６千円
◇主な理由：入札差金により不用額が生じました。
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【款 教育費 項 小学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

教育振興費 ○小学校児童用図書等購入事業
【学校教育課】 ３，７１１千円 （予算現額 4,500千円）

【特定財源】
国庫支出金 ３，６７５千円

国の「円高・デフレ対策のための緊急総合経済対策」に基づく、住民生
活に光をそそぐ交付金の事業採択を受け、各小学校にて児童用図書の購入
を行いました。

○小学校理科教育振興備品購入事業（繰越事業）
２７５千円 （予算現額 524千円）

【特定財源】
国庫支出金 １３７千円

新学習指導要領に対応した小学校用理科教育設備の整備及び耐用年数の
過ぎた備品の購入を行いました。

○小学校就学援助事業 ６，１０８千円 （予算現額 7,825千円）

【特定財源】
国庫支出金 １４１千円

経済的理由によって、就学困難な児童の保護者に対し、就学に必要な援
助（学用品費・修学旅行費・医療費・給食費）を行いました。

＜事業実績＞
Ｈ22年度 Ｈ21年度 比 較

支給対象者数 107人 112人 △5人

【不用額】 １，７１７千円
◇主な理由：年度末に事業費が確定し不用額が生じました。
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【款 教育費 項 中学校費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
教育費 中学校費 ２６０，４５４ ２３０，９３９

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

学校管理費
【学校教育課】 ＜就学生徒数一覧表＞

（平成２２年５月１日現在） （単位：人）
学年 １年 ２年 ３年 合 計

高 富 中 １９７ １７３ ２１７ ５８７
伊自良中 ２０ ２８ ３６ ８４
美 山 中 ７０ ６６ ７４ ２１０
合 計 ２８７ ２６７ ３２７ ８８１

○中学校医報酬 １，５６３千円 （予算現額 1,574千円）

校医による健康診断（内科・歯科・眼科・耳鼻科）を実施することによ
り本市の中学校生徒の健康管理に寄与し、健やかな体の育成に努めました。

＜報酬内訳＞
内 訳 金 額

内 科 医 報 酬 ４７６千円
歯 科 医 報 酬 ２８２千円
眼 科 医 報 酬 ２８２千円
耳鼻科医報酬 ２８２千円
薬 剤 師 報 酬 ２４０千円

○学習支援員報酬事業
１０，３２０千円 （予算現額 10,320千円）

【特定財源】
市 債 ２，３００千円

障がいのある生徒等のために学習支援員５名を配置しました。生徒に応
じたきめ細かな学習支援を行うことで、基礎学力や学習習慣の定着が見ら
れました。

○英語指導助手委託事業
３，９６９千円 （予算現額 4,410千円）

中学校の生徒に週１回以上外国青年とふれあう機会を持たせるために、
１名のＡＬＴを委託しました。会話する機会を多く持てるようにすること
で、生徒の英語を聞く力や話す力の向上が見られるようになりました。
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【款 教育費 項 中学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

学校管理費 ○中学校スクールバス業務委託事業
【学校教育課】 ６，４０６千円 （予算現額 8,884千円）

美山中学校生徒の通学用スクールバス３台の運行を業者に委託しまし
た。

＜美山中学校生徒送迎状況＞

路 線 名
人 数

Ｈ22年度 Ｈ21年度 比 較
谷合地区 ⇔ 美山中学校 ４４人 ４３人 １人
葛原地区 ⇔ 美山中学校 ２６人 ２７人 △１人
乾 地区 ⇔ 美山中学校 １７人 １９人 △２人

合 計 ８７人 ８９人 △２人

○中学校各種工事 ５，７１７千円 （予算現額 7,590千円）

【特定財源】
国庫支出金 ３，２００千円

生徒が安全で快適な学習環境のもとで学べるよう、校舎等学校施設の整
備に努めました。

・件数 １０件
・内訳 教室扇風機設置工事、体育用具及び遊具修繕工事

各所漏水修繕工事、屋内消火栓ホース取替工事
伊自良中学校図書室床張替工事
伊自良中学校インターホン取替工事
伊自良中学校給食室ボイラー取替工事
美山中学校サブグラウンド等整備工事（繰越事業）

◆翌年度繰越額 １，２５０千円

伊自良中学校給食室ボイラー取替事業 1,250千円

※ 事故繰越 ： 東日本大震災により、ボイラー機器が期間内に入手
不可能となったため。

○高富中学校体育館耐震補強及び改修事業（繰越事業）
６３，９０３千円 （予算現額 76,055千円）

【特定財源】
国庫支出金 ４７，５６５千円

構造耐震指数等が国の基準を下回る体育館の耐震補強及び改修工事を行
いました。

耐震補強及び改修工事 61,278千円
工事監理委託料 2,625千円

【不用額】 １２，１５２千円
◇主な理由：入札差金により不用額が生じました。
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【款 教育費 項 中学校費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

学校管理費 ○中学校太陽光発電設備設置事業（繰越事業）
【学校教育課】 ３２，４４５千円 （予算現額 38,477千円）

【特定財源】
国庫支出金 ３２，２００千円

「２１世紀の学校」にふさわしい教育環境の充実の一環として、高富・
美山中学校に太陽光発電設備を整備し、教育現場のエコ化を図ります。

【不用額】 ６，０３２千円
◇主な理由：入札差金により不用額が生じました。

教育振興費 ○中学校生徒用図書等購入事業
【学校教育課】 １，２４２千円 （予算現額 1,500千円）

【特定財源】
国庫支出金 １，２２５千円

国の「円高・デフレ対策のための緊急総合経済対策」に基づく、住民生
活に光をそそぐ交付金の事業採択を受け、各中学校にて生徒用図書の購入
を行いました。

○中学校理科教育振興備品購入事業（繰越事業）
４６６千円 （予算現額 796千円）

【特定財源】
国庫支出金 ２３３千円

新学習指導要領に対応した中学校用理科教育設備の整備及び耐用年数の
過ぎた備品の購入を行いました。

○中学校就学援助事業 ６，５５２千円 （予算現額 6,933千円）

【特定財源】
国庫支出金 １６４千円

経済的理由によって、就学困難な生徒の保護者に対し、就学に必要な援
助（学用品費・修学旅行費・医療費・給食費）を行いました。

＜事業実績＞
平成22年度 平成21年度 比較

支給対象者数 77人 67人 10人
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【款 教育費 項 社会教育費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
教育費 社会教育費 ４５５，６９３ ３９９，５２２

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

社会教育総務費 ○文化協会支援事業 １，３８２千円 （予算現額 1,382千円）
【生涯学習課】

市内の各種文化連盟で構成され、文化の向上と生涯学習の振興を活動
目的とする「山県市文化協会」に対して、補助金を交付しました。

・加盟団体数 ２０連盟（６９団体）
・会員数 ８２６人

○成人式実施事業 １，２６４千円 （予算現額 1,576千円）

山県市に住民登録のある平成２年４月２日から平成３年４月１日生ま
れの方及び平成１７年度市内各中学校卒業生を対象に、成人式を美山中
央公民館で行いました。（式典・パーテイ・記念品）

・参加人数（市内） ２９０人／昨年287人（対象者369人／昨年405人）
（市外） ３７人／昨年 22人

○家庭教育支援事業 ９９５千円 （予算現額 1,133千円）

・家庭教育学級
保育園及び小中学校の保護者が企画運営をし、家庭の教育力向上を目

指した講座や親子体験活動などを行いました。

＜事業実績＞ ＜事業費内訳＞
区分 学級数 内 訳 金 額

保育園 10学級 講 師 謝 金 180千円
小学校 ９学級 小中家庭教育学級補助金 231千円
中学校 ３学級 消耗品費等 45千円

・子育て支援ネットワーク協議会
市内の子育てに関わる人たちのネットワークを広めるため、ちびっ子

運動会、ちびっこ音楽会を実施しました。

＜事業実績＞ ＜事業費内訳＞
区分 参加数 内 訳 金 額

運動会 210人 講 師 謝 金 91千円
音楽会 227人 消耗品等 281千円

通信費、保険料 14千円
備品購入費 152千円
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

公民館費 ○地区公民館管理事業
【生涯学習課】 ３２，８６５千円 （予算現額 34,279千円）

【特定財源】
市 債 ２，３００千円
その他 ３９１千円

地区公民館１２館の運営及び維持管理費を支出しました。

＜事業実績＞
区 分 金 額 備 考
講座講師謝金 １，９９８千円 講座数：高富１５教室･美山５教室
公 民 館 活 動

５，４０６千円
振 興 補 助 金
維持管理費等 ２５，４６１千円

○高富中央公民館管理事業
７，７０８千円 （予算現額 10,095千円）

【特定財源】
その他 ３７千円

地域に密着した公民館として講座の開講、発表会など生涯学習の推進
のために諸事業を行いました。（高富は耐震工事のため講座は地区公館で
開催。発表会は中止。伊自良・美山中央公民館は例年通り開催）

＜事業実績＞
区 分 金 額 備 考

講座講師謝金 ２９８千円
成人講座 ３教室
夏期少年講座 １２教室

維持管理費等 ７，４１０千円

【不用額】 ２，３８７千円
◇主な理由：耐震工事のため全館貸出業務を停止していたので、維持

管理費が安く済み、不用額が生じました。

○伊自良中央公民館管理事業
５，４３５千円 （予算現額 6,291千円）

【特定財源】
その他 ２０３千円

＜事業実績＞
区 分 金 額 備 考

講座講師謝金 ２８８千円 一般講座 ６講座
ﾌ ｪ ｽ ﾀ 実 行

３００千円
作品展示発表会

委員会補助金 平成22年10月30･31日
舞台発表 平成23年3月13日

ふれあい講座謝金 ８１千円 ふれあい講座 ５地区
維持管理費等 ４，７６６千円
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

公民館費 ○美山中央公民館管理事業
【生涯学習課】 １１，６８９千円 （予算現額 11,994千円）

【特定財源】
市 債 ２００千円
その他 ５６０千円

＜事業実績＞
区 分 金 額 備 考

講座講師謝金 ３１２千円
成人講座 ２教室
青少年育成事業ワークショップ

平成22年8月8日 8月22日
ﾌ ｪ ｽ ﾀ 実 行

３００千円
芸能祭・作品展示会

委員会補助金 平成23年3月13日～20日
維持管理費等 １１，０７７千円

○地区公民館改修事業等
２１，２１２千円 （予算現額 52,509千円）

【特定財源】
国庫支出金 ８，４００千円

地域における生涯学習事業拠点であり、災害時には避難所となる地区公
民館の各種設備改修等の委託・工事整備を行いました。

・富岡・高富公共下水道切替事業 7,646千円
・葛原公民館空調設備改修事業 4,695千円
・富波公民館空調設備改修事業 4,095千円
・その他改修修繕工事 4,776千円

◆翌年度繰越額 １３，７００千円
【特定財源】

国庫支出金 １２，４６０千円

・高富公民館屋根改修工事 2,500千円
・谷合公民館屋根改修工事 5,200千円
・谷合公民館空調整備改修工事 6,000千円

【不用額】 １７，５９７千円
◇主な理由：入札差金により、不用額が生じました。

○高富中央公民館改修事業等
１１８，６３２千円 （予算現額 120,879千円）

【特定財源】
国庫支出金 ５３，１３８千円

・耐震補強２期事業 41,506千円
・アスベスト除去事業 14,942千円
・内部等改修事業 4,706千円
・公共下水道切替事業 12,349千円
・駐車場等整備整備工事 8,017千円
・外壁改修等事業 34,521千円
・キュービクル取替事業外 2,591千円

【不用額】 ２，２４７千円
◇主な理由：入札差金により、不用額が生じました。
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

文化施設費 ○古田紹欽記念館利用状況一覧表
【生涯学習課】

区 分 平成２２年度 平成２１年度 比 較
入 館 者 数 ６，０４１人 ５，８７１人 １７０人
施設使用件数 ４２件 ３２件 １０件
施 設 使 用 料 １９７千円 ２１８千円 △ ２１千円
抹茶体験者数 １，６４８人 １，６７５人 △ ２７人
抹 茶 体 験 料 ６３９千円 ６２０千円 １９千円
※ 抹茶体験料・市民茶会：１服４００円(一部割引有り １服３００円)

回数券（１１枚綴り ４，０００円）
※ 抹茶体験料には回数券販売料を含む為、回数券未使用分の関係上、
前年度と比較し体験料増加に対し体験者数が少ない。

○古田紹欽記念館好日会事業
１７７千円 （予算現額 209千円）

【特定財源】
その他 ５６千円

古田紹欽氏が好んだ禅語である『日々是好日』から『好日会』と名付け
子どもお茶教室の児童、茶道ボランティアの協力の下、コンサートと市民
茶会を開催し、日本文化や山県市の文化に親しんで頂く企画を実施しまし
た。

・紹欽さんの好日会（秋）
オカリナ・ピアノコンサート＆市民茶会

期 日 平成２２年９月２５日（土）
入館者数 ２１５人（うち茶会参加者 １１５人）

・紹欽さんの好日会（冬）
市民茶会

期 日 平成２２年１２月１２日（日）
入館者数 １２０人（うち茶会参加者 １０４人）

○図書館資料等購入事業
６,５８６千円 （予算現額 6,614千円）

【特定財源】
国庫支出金 ２,８７５千円

通常の図書資料購入に加え交付金を活用し調べ学習のための辞典、図鑑
類及び読み聞かせのための大型絵本、ＤＶＤのほか、映画会開催のための
ＡＶ機器、空気清浄機、書棚等備品の充実を図りました。

＜蔵書・貸出件数の状況＞ （単位：冊）

区 分
図書等購入数 蔵 書 数 図書等貸出数
H22年度 H21年度 H22年度 H21年度 H22年度 H21年度

山県市図書館 2,186 1,759 65,598 64,384 158,692 149,221
２ 分 室 312 646 27,736 38,038 3,658 33,473
合 計 2,498 2,405 93,334 102,422 162,350 182,694

※1 AV資料を含む
※2 雑誌は購入数、蔵書数には含まないが、貸出数には含まれる
※3 高富分室は、平成22年度は公民館耐震工事のため休室
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

文化施設費 ○山県市図書館情報システム導入事業
【生涯学習課】 ６９７千円 （予算現額 759千円）

山県市図書館の本館と分室の高富中央公民館図書室との図書館システム
の一元化を行い、市民サービスの向上を図るため図書館情報システムを、
高富図書室へ導入しました。平成２３年４月から、インターネット及び館
内端末機から分室をはじめ本館の蔵書の検索や図書資料予約ができるよう
になりました。

○図書館改修事業 ２４２千円 （予算現額 9,719千円）
【特定財源】

国庫支出金 ２４１千円
交付金を活用し、トイレを湿式から乾式に改修するとともに図書室床カ

ーペットの張替え工事のための設計を行いました。

◆翌年度繰越額 ９，４６７千円
【特定財源】

国庫支出金 ９，４６７千円

・図書館改修工事 9,288千円
・監理業務 179千円

○花咲きホール公演事業
１１，５５０千円 （予算現額 12,890千円）

【特定財源】
市 債 ６００千円
その他 ２，０４０千円

優れた芸術文化に触れる機会をつくり、市民の豊かな心を育むための事
業を実施しました。

【不用額】 １，３４０千円
◇主な理由：見積りの結果、安価で契約できたため、不用額が生じ

ました。
１）助成事業 (単位：人)

公 演 日 事 業 名 入場者数
地域の文化芸術活動支援事業

mamechan音楽探検隊in山県
22年10月16日 はまのゆか&ロハスノーツ １４３

アウトリーチ(はまのゆか）
22年7月7・8日 梅原小1-6年生 １００

アウトリーチ(はまのゆか)
22年7月8日 美山小1・2年生 ９２

アウトリーチ(はまのゆか)
22年7月9日 美山中2・3年生選択 ４０

アウトリーチ(ロハスノーツ)
22年9月29日 伊自良中1年生 ２１

アウトリーチ(ロハスノーツ)
22年9月30日 伊自良南小1-6年生 １５６

アウトリーチ(ロハスノーツ)
22年10月1日 桜尾小1-6年生 ７９
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

文化施設費 ○花咲きホール公演事業 つづき
【生涯学習課】 ２）自主事業 (単位：人)

公 演 日 事 業 名 入場者数

22年8月21日 演劇公演
「ほたる館物語」市民参加演劇 １７３

22年6月7日･8日 アウトリーチ（劇団うりんこ）
美山小3-6年生 １９１

22年6月9日 アウトリーチ（劇団うりんこ）
高富中演劇部 １５

22年6月9日 アウトリーチ（劇団うりんこ）
高富小4年生 ６７

22年6月10日～ 演劇稽古
22年8月20日 うりんこ、公募市民等 12名

22年11月23日 和太鼓四神コンサート「撃」 ３２６

22年6月14日･17日 アウトリーチ（四神）
いわ桜小1-6年生 ６８

22年11月16日 アウトリーチ（四神）
伊自良中3年生 ３７

22年11月17日・18 アウトリーチ（四神）
日 富岡小4・5年生 １５５

ﾌﾞﾗｯｸﾎﾞﾄﾑﾌﾞﾗｽﾊﾞﾝﾄﾞ
アウトリーチのみ実施

23年2月23日 アウトリーチ
高富中 吹奏楽部 ３０

23年2月24日 アウトリーチ
伊自良北小4-6年生 ３６

23年2月25日 アウトリーチ
大桑小1-3年生 ６２

22年5月23日 花咲き新緑寄席 ２０３

22年12月12日 花咲きコンサート（市民の第九）
（市民参加出演者３４名） ３１１

23年3月1日 花咲き「春一番」
クラシックコンサート ２８１

○花咲きホール利用状況

花咲きホールを円滑に運営するために、地域文化の振興を図りました。

年度 利用日数 開館日数 利用者数 稼働率 施設使用料収入
２２ ２４７日 ２８１日 17,555人 87.90％ ６７５千円
２１ ２５９日 ２９７日 20,486人 87.21％ ９５８千円
２０ ２４６日 ２９６日 18,017人 83.11％ ７２９千円
１９ ２２１日 ２９８日 19,672人 74.16％ ５９５千円
１８ ２１０日 ２９３日 22,420人 71.67％ ５３６千円
１７ １８０日 ３０２日 17,577人 59.60％ ２９５千円
※ どの施設を利用してもカウント
※ 休館日利用もカウント
※ メンテナンスはカウント無し
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

青少年育成費 ○各種社会教育団体補助金
【生涯学習課】 ５，４５７千円 （予算現額 5,457千円）

青少年の健全育成を図るため、関係団体との連携を密にし、その活動に
対し補助金を交付しました。

・市こども会育成協議会補助金 921千円
子ども会の連絡協調と青少年育成活動補助

・市青年団体補助金 194千円
ＹＡＣＣ活動補助

・青少年育成市民会議補助金 2,948千円
市民会議を核とした、地域に根ざした青少年健全育成活動補助

・ジュニアリーダークラブ活動事業補助金 194千円
ジュニアリーダーの養成（奉仕・体験活動）

・子ども文化クラブ補助金 1,200千円
やまがた子ども文化クラブ補助金
小中学生の健全育成のために、各種体験活動の実施及び活動情報誌

「やまがたっ子」の発行（３回）
８教室 ３２講座の開設

○放課後子どもプラン事業（放課後子ども教室推進事業）
１，５２０千円 （予算現額 1,595千円）

【特定財源】
県支出金 １，０１２千円

小中学生の居場所づくり、豊かな体験活動の場として、土日はやまがた
子ども文化クラブの事業を実施、平日は富岡小（３日）にて教室を開催し
ました。

・謝金（運営委員・コーディネーター・安全管理員） 1,487千円
・消耗品費（用紙代・インク代等）・食糧費 30千円
・通信費・保険代 3千円

○国際交流海外派遣事業 ３，２０１千円 （予算現額 3,275千円）

市代表団が米国フローレンス市長を訪問し、両市の市民レベルの国際交
流を目的に「友好関係都市協定書」を平成１７年８月２２日に締結しまし
た。

高校生等１４名をフローレンス市に派遣し、ホ－ムステイをしながら、
現地で交流や研修を行いました。

○国際交流訪問団受入事業 ３５４千円 （予算現額 423千円）

米国フローレンス市から高校生等１０名の訪問団をホストファミリーの
会との連携のもと、受け入れを行った。市内施設や、観光地の視察、体験
学習を行いました。
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【款 教育費 項 社会教育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

人権教育費 ○人権教育啓発事業 ６４２千円 （予算現額 712千円）
【生涯学習課】

【特定財源】
県支出金 ２７６千円

子どもを含めた人権問題の解消、市民の人権感覚を涵養するために講演
会の開催及び啓発に努めました。

・「人権教育講演会」 平成２２年８月２６日（木） 美山中央公民館
仲島 正教さんの講演会

・美里会館習字教室 年間３６回（教室生４６名）
・標語入り啓発物品の作成、配布

標語入りファイル製作 ９００枚
標語入り封筒 ６０００枚

使用標語／「育てよう 一人一人の 人権意識」
思いやりの心・かけがえのない命を大切に

文化財保護費 ○市指定文化財修繕等補助金
【生涯学習課】 １７３千円 （予算現額 173千円）

市指定文化財の保存・伝承・活用を目的に、有形文化財「大福寺」と
無形民俗文化財「柿野獅子神楽」獅子頭の修理、天然記念物「県神社椋
の木」の管理に対し、費用の一部を助成しました。
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【款 教育費 項 保健体育費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
教育費 保健体育費 ９７，１６１ ９４，１５６

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

保健体育総務費 ○地区体育振興会支援事業
【生涯学習課】 ３，４１９千円 （予算現額 3,527千円）

【特定財源】
市 債 １，０００千円

各地区での市民運動会、グラウンドゴルフ大会、歩け歩け大会、ソフト
バレー大会等の開催に対して補助金を交付することにより、スポーツ人口
の拡大、健康の増進及び市民間のコミュニティ意識の高揚を図りました。

・団体数 １２団体

○体育協会支援事業 ３，８００千円 （予算現額 3,800千円）

山県市体育協会事業に補助金を交付し、スポーツの普及振興、市民の体
力向上及びスポーツ精神の高揚を図りました。

・団体数 １９団体
・山県市ジョギング大会 １，５００名参加

○総合型地域スポーツクラブ支援事業
５，１００千円 （予算現額 5,100千円）

「たかとみスポーツクラブ」の活動を支援することにより、いつでも、
どこでも、だれでも、いつまでも気軽にスポーツ活動に参加でき、生涯に
わたるスポーツの振興、心と体の健康づくりに努めました。

・会員数 １，４１２人
・スポーツスクール ２５講座
・スポーツ広場 ９講座
・市民スポーツ教室の開催

Ⅰ期 １３講座、Ⅱ期 １２講座、Ⅲ期 １２講座、夏休講座 ４講座
・（春）スタートの会、
・（夏）サマーフェスティバル
・（秋）ミニ運動会・テニス大会
・（冬）スキー教室
・ソフトバレー日曜リーグ

保健体育施設費 ○指定管理委託事業 ２９，２５９千円 （予算現額 29,259千円）
【生涯学習課】

高富地内の社会体育施設（山県市総合運動場、梅原スポーツランド、
大桜グラウンド、高富体育館）の管理・運営をＮＰＯ法人たかとみスポ

ーツクラブに指定管理により委託し、経費の節減とサービスの向上を図っ
た結果、前年度と比較し利用者が１０７％増加しました。
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【款 教育費 項 保健体育費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

保健体育施設費 ○指定管理委託事業 つづき
【生涯学習課】

＜指定管理施設利用状況＞
施 設 等 平成２２年度 平成２１年度 増 減

開館日数 ３４７日 ３４７日 ０日
アリーナ・柔道場 92,323人 80,146人 12,177人
トレーニング場 11,351人 9,972人 1,379人
総合グラウンド 24,904人 25,574人 △670人
総合テニス 17,931人 17,721人 210人
梅原グラウンド 7,649人 6,591人 1,058人
梅原テニス 5,196人 5,162人 34人
大桜グラウンド 11,670人 10,964人 706人
高富体育館 21,979人 24,964人 △2,985人

利用者計 193,003人 181,094人 11,909人

○体育施設予約管理システム導入事業
６，０３８千円 （予算現額 6,300千円）

【特定財源】
その他 ３，０１０千円

市内の社会体育施設や学校開放施設の予約を、電話で空き状況を確認し
ながら、受け付けていたが、本年度から、山県市総合運動場、梅原スポー
ツランド等の社会体育施設は、パソコン等で予約できるようにした。また、
学校体育館等の学校開放施設については、予約状況をパソコン等で確認で
きるように、予約管理システムを導入して、敏速な予約サービスの向上を
図りました。
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【款 災害復旧費 項 公共土木施設災害復旧費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
災害復旧費 １７，３０３ １５，５４９

公共土木施設災害復旧費 ５，６０１ ５，２８７

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

公共土木施設災害復
旧費費 ○公共土木施設災害復旧事業

【建設課】 ５，２８７千円 （予算現額 5,601千円）
【特定財源】

国庫支出金 ３，３６３千円
市 債 １，８００千円

平成22年9月15日から16日の豪雨により、路側が被災したため、復旧工
事を行いました。

・工事請負費
市道54011号線道路災害復旧工事 5,235千円
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【款 災害復旧費 項 農林水産施設災害復旧費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
災害復旧費 農林水産施設災害復旧費 １１，７０２ １０，２６２

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

林道災害復旧費
【建設課】 ○農林水産施設災害復旧事業

１０，２６２千円 （予算現額 11,702千円）

【特定財源】
県支出金 ７，６５３千円
市 債 １，７００千円

平成22年5月23日から24日の豪雨により、法面が被災したため、復旧工
事を行いました。

・工事請負費
林道美山線災害復旧工事 10,262千円

【不用額】 １，４４０千円
◇主な理由：入札差金により、不用額が生じました。
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【款 公債費 項 公債費】
（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額
公債費 ２，６５４，２１６ ２，４４３，６０５

公債費 ２，６５４，２１６ ２，４４３，６０５

主な内訳

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

元金
【企画財政課】 ○市債元金償還金

２，０５１，３２４千円 （予算現額 2,232,464千円）

事業を実施するための財源として、これまで発行してきた市債（旧町
村を含む）に係る元金を償還しました。

利子
【企画財政課】 ○市債利子償還金

３９２，２８０千円 （予算現額 421,752千円）
【特定財源】

県支出金 ２３千円

市債に係る利子を償還しました。



所管別主要な施策の成果説明書

（２） 特 別 会 計
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【国民健康保険特別会計】
（単位：千円）

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額
国民健康保険特別会計 ３，６１７，５１８ ３，４５０，６４０

【款 総務費 項 趣旨普及費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

趣旨普及費
【市民課】 ○健康家庭表彰記念品 ３５１千円 （予算現額 600千円）

１年間無受診の国保世帯１３８世帯に対して記念品を贈呈しました。

【款 保険給付費 項 療養諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

一般被保険者療養
給付費 ○一般被保険者給付事業

【市民課】 ２，０４６，２３６千円 （予算現額 2,091,776千円）
【特定財源】

国庫支出金 ６５２，０９０千円
県支出金 ８５，６５３千円
その他 １０，２７８千円 ※第三者納付金

一般被保険者の疾病及び負傷に関して、診療、薬剤又は治療材料の支
給、処置、手術その他の治療等の医療サービスを行いました。

・支給件数 １２１，８５７件

退職被保険者等療養
給付費 ○退職被保険者給付事業

【市民課】 ６５，８３７千円 （予算現額 67,950千円）
【特定財源】

療養給付費交付金
３５，８３２千円

退職被保険者の疾病及び負傷に関して、診療、薬剤又は治療材料の支
給、処置、手術その他の治療等の医療サービスを行いました。

・支給件数 ４，２３０件

一般被保険者療養費
【市民課】 ○一般被保険者療養費額

３５，７３０千円 （予算現額 41,004千円）
【特定財源】

国庫支出金 １０，３５６千円
県支出金 １，６６０千円

柔道整復・あんま・はり・灸・マッサージ師等の施術・コルセット治
療用装具等を基準に基づき支給しました。

・支給件数 ４，６７６件
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【款 保険給付費 項 療養諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

退職被保険者等
療養費 ○退職被保険者等療養費額 ８８９千円 （予算現額 998千円）

【市民課】 【特定財源】
療養給付費交付金 ６５０千円

柔道整復・あんま・はり・灸・マッサージ師等の施術・コルセット治
療用装具等を基準に基づき支給しました。

・支給件数 １４１件

審査支払手数料
【市民課】 ○審査支払手数料 ６，６５０千円 （予算現額 6,792千円）

国保事業の円滑な推進のため診療報酬明細書を審査し、過誤を調整す
ることにより、適正な医療費等の給付に努めました。

【款 保険給付費 項 高額療養費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

一般被保険者高額
療養費 ○一般高額療養費支払額

【市民課】 ２５０，４５９千円 （予算現額 251,369千円）
【特定財源】

国庫支出金 ５８，５０２千円
県支出金 ９，７７７千円

医療水準の向上に伴い医療費の自己負担額は高額となり、高額医療費
を支給することにより一般被保険者自己負担の軽減を図りました。

・支給件数 ３，８１５件

退職被保険者等高額
療養費 ○退職高額療養費支払額 ７，２３２千円 （予算現額 8,035千円）

【市民課】 【特定財源】
療養給付費交付金

３，１１２千円

医療水準の向上に伴い医療費の自己負担額は高額となり、高額療養費
を支給することにより退職被保険者自己負担の軽減を図りました。

・支給件数 ６４件
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【款 保険給付費 項 出産育児諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

出産育児一時金
【市民課】 ○出産育児一時金 １６，３８０千円 （予算現額 21,000千円）

【特定財源】
国庫支出金 ８６０千円
その他 １０，４００千円 ※出産育児費操出金

被保険者の出産に対して、出産育児一時金４２万円を３９件支給しま
した。

・支給件数 ３９件（内医療機関直接委任支払利用 ３８件）

＜委任払利用内訳＞
岐阜市内 ３３件

県内（岐阜市以外） ４件
県外 １件
計 ３８件

【款 保険給付費 項 葬祭諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

葬祭費
【市民課】 ○葬祭費 ２，５５０千円 (予算現額 3,500千円）

被保険者が亡くなった時、葬祭を行った者に葬祭費５万円を支給しま
した。

・支給件数 ５１件

【款 後期高齢者支援金 項 後期高齢者支援金】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

後期高齢者支援金
【市民課】 ○後期高齢者支援金事業

３８６，９４０千円 (予算現額 386,940千円）
【特定財源】

国庫支出金 １６８，８８３千円
県支出金 ２３，７１２千円

後期高齢者医療にかかる国民健康保険の負担分として納付しました。
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【款 前期高齢者納付金 項 前期高齢者納付金】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

前期高齢者納付金
【市民課】 ○前期高齢者納付金 ６１９千円 (予算現額 919千円）

前期高齢者医療に係る負担調整額として納付しました。

・前期高齢者である加入者数 ２，８３１人

【款 老人保健拠出金 項 老人保健拠出金】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

老人保健医療費
拠出金 ○老人保健医療事業 ３，９４９千円 （予算現額 3,950円）

【市民課】 【特定財源】
国庫支出金 １，５５６千円

老人保健対象者の公平かつ適正な医療費の給付に努めました。

・対象被保険者数 ２，５８３人

老人保健事務費
拠出金 ○老人保健事務費拠出金 ２５千円 （予算現額 26千円）

【市民課】
各医療保険の保険者間の老人加入率による負担の公平かつ適正を図る

ための事務費の拠出を行いました。
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【款 介護納付金 項 介護納付金】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

介護納付金
【市民課】 ○介護納付金事業 １７３，６４０千円 （予算現額 174,228千円）

【特定財源】
国庫負担金 ７４，９１４千円
県支出金 １０，２７７千円
その他 １，３７０千円 ※介護従事者処遇改善臨時交付金

４０歳以上６５歳未満の国保加入者に係る介護保険料として納付しま
した。

・介護納付金算定基礎第２号被保険者数 ３，４６１人

【款 共同事業拠出金 項 共同事業拠出金】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

高額療養費共同事業
拠出金 ○高額医療費共同事業医療費拠出金事業

【市民課】 ８３，２５５千円 （予算現額 92,055千円）
【特定財源】

国庫支出金 ２０，８１４千円
県支出金 ２０，８１４千円
共同事業交付金４１，６２７千円

高額な医療費に対する再保険事業として、県内全市町村が国保連に拠
出金を出し合い、レセプト１件当たり８０万円を超えるレセプトに係る
給付費の一定部分を国保連から交付金として交付を受け、財政負担緩和
を図りました。

保険財政共同安定化
事業拠出金 ○保険財政共同安定化事業拠出金事業

【市民課】 ２９８，３０１千円 （予算現額 365,992千円）
【特定財源】

共同事業交付金
２９８，３０１千円

高額な医療費に対する再保険事業として、県内全市町村が国保連に拠
出金を出し合い、レセプト１件当たり３８万円を超え８０万円までのレ
セプトに係る給付費の一定部分を国保連から交付金として交付を受け、
財政負担緩和を図りました。
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【款 保健事業費 項 保健事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

保健衛生普及費
【市民課】 〇特定健康診査・特定保健指導事業

１４，６１３千円 （予算現額 15,657千円）
【特定財源】

国庫支出金 ５，４９５千円
県支出金 ５，４９５千円

「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づき、市の国保に加入中の４
０歳から７４歳の方を対象に、生活習慣病予防及び疾病の早期発見・早期
治療を目的として特定健康診査を行いました。また、健診結果により、運
動や食生活の改善を中心とした内臓脂肪症候群（メタボリックシンドロー
ム）解消のための特定保健指導を行い、生活習慣の見直し・改善に関する
意識の高揚を図りました。

＜事業実績＞ （単位：人）
特定健診 保健指導対象者

対象者 受診者 受診率 積極的 動機付 計
40～44歳 413 52 12.59% 6 9 15
45～49歳 413 59 14.29 2 9 11
50～54歳 516 95 18.41 2 7 9
55～59歳 769 186 24.19 8 25 33
60～64歳 1,392 396 28.45 8 39 47
65～69歳 1,487 505 33.96 0 56 56
70～74歳 1,336 431 32.26 0 44 44

合計 6,326 1,724 27.25 26 189 215

保健衛生普及費
【市民課】 ○成人病自動化検診補助事業 １７０千円 （予算現額 500千円）

市民の健康管理のために成人病検診を啓発し、人間ドック検診者には一
部経費（限度額１万円）を補助しました。

・支給件数 １８件
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【 収入状況等 】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

○国民健康保険税課税収入状況
（単位：円）

年 度 平成２２年度 平成２１年度
区 分 現年課税分 滞納繰越分 現年課税分 滞納繰越分
調 定 額 963,361,800 195,887,154 832,231,200 203,582,869
収 納 額 892,093,745 46,284,097 776,628,794 45,828,803
還付未済額 254,900 10,300 230,500 0
不納欠損額 139,600 5,581,300 544,500 14,691,718
未 済 額 71,383,355 144,032,057 55,288,406 143,062,348
収 納 率 92.58％ 23.62％ 93.29％ 22.51％

○資格証明書・短期被保険者証発行状況
（単位：世帯）

種 別 H23.3.31現在 H22.3.31現在 増 減
資格証明書 １３６ ７０ ６６

短期被保険者証 １１６ １９１ △７５
計 ２５２ ２６１ △９

○納付区分状況
（単位：円）

区 分 口座振替 一般納付
世帯数 3299世帯 1742世帯
調定額 665,874,141 297,487,659
割 合 69.12% 30.88%

○納期限後の収納状況
（単位：円）

徴収種別 納期限収納額 納期限後収納額
普通徴収 829,161,900 47,583,645
特別徴収 15,093,300 0

○納税通知書等発送状況
種 別 通 数

納税通知書（仮・本算定） 9,451
変更・決定通知書 1,784

督 促 状 7,166

○申請状況
申 請 の 種 類 件数

高額療養費の支給 3,879
国民健康保険基準収入額適用の認定 3
国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定 240
国民健康保険標準負担額減額認定 1
国民健康保険税減免 2
修学中の者に関する適用の特例 5
住所地主義の特例 0
出産育児一時金の支給 39
人間ドック受診費用の助成 18
葬祭費の支給決定 51
退職被保険者被扶養認定 13
特定疾病の認定 4
被保険者証の再交付 218
標準負担額の差額支給 0
療養費の支給 219
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【老人保健特別会計】
（単位：千円）

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額
老人保健特別会計 ４，１４８ ３，４６６

【款 医療諸費 項 医療諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

医療給付費
【市民課】 ○医療給付事業 ８３６千円 （予算現額 837千円）

老人保健制度は、平成２０年３月３１日で廃止され同年４月から新た
に後期高齢者医療制度が始まりました。
７５歳以上の方は、平成２０年４月１日から国保・被用者保険等から

後期高齢者医療制度に移行となっており、月遅れの請求分等の残務処理
を行いました。
老人保健特別会計は、平成２２年度末（平成２３年３月３１日）で終

了となり、平成２３年４月からは一般会計へ移行します。

【款 諸支出金 項 償還金】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

還付金
【市民課】 ○交付金・負担金還付事業

１，０２８千円 （予算現額 1,029千円）

平成２１年度 老人保健医療給付費等事業実績に伴う精算により、支払
いました。

（※平成20年3月31日制度終了のため、月遅れ請求分等による）

社会保険診療報酬支払基金交付金精算 560,992円
国 庫 負 担 金 精 算 373,769円
県 費 負 担 金 精 算 93,442円



- 107 -

【介護保険特別会計】
（単位：千円）

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額

介護保険特別会計 ２，１７６，２８８ １,９１５，１６０

【款 総務費 項 介護認定費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

介護認定費
【社会福祉課】 ○介護認定事業 １３，０７７千円 （予算現額 13,854千円）

【特定財源】
その他 １３，０７７千円

要介護認定事務は認定調査業務や主治医の意見書作成など多方面な範
囲での処理となるため、適正な要介護認定及び事務処理に努めました。

・審査委員報酬・費用弁償等 3,853千円
審査会開催（２２年度 ４７回）

（２１年度 ４２回）
・主治医意見書作成費等 5,535千円

主治医意見書作成件数（２２年度 １，２８７件）
（２１年度 １，１００件）

・決定通知・被保険者証作成費等 495千円
・訪問調査委託・システム保守委託料 3,059千円

訪問調査委託件数（２２年度 ４６１件）
（２１年度 ４４２件）

・消耗品費等 135千円

＜要介護（要支援）認定者数＞
区 分 認定者数 割 合

要支援１ 93人 9.2％
要支援２ 100人 9.9％
要介護１ 198人 19.6％
要介護２ 152人 15.0％
要介護３ 211人 20.8％
要介護４ 136人 13.4％
要介護５ 122人 12.1％
合 計 1,012人 100.0％ （平成２３年３月３１日現在）
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【款 保険給付費 項 介護サービス等諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

居宅介護サービス
給付費 ○居宅介護サービス給付事業

【社会福祉課】 ７０６，４２９千円 （予算現額 777,468千円）
【特定財源】

国庫支出金 １７６，６０７千円 25.0％
県支出金 ８８，３０４千円 12.5％
支払基金 ２１１，９２９千円 30.0％
その他 ８８，３０４千円 12.5％

要介護認定者の居宅サービス利用に対して給付を行いました。

＜給付状況＞
区 分 件 数 支 給 額

訪 問 介 護 １，１９６件 ５８，３５９千円
訪 問 入 浴 介 護 ２０４件 ８，５７７千円
訪 問 看 護 ８３６件 ３７，１８８千円
訪問リハビリテーション ９４件 ２，８９８千円
居 宅 療 養 管 理 指 導 ８１１件 ５，２８４千円
通 所 介 護 ４，１７２件 ３０８，１９５千円
通所リハビリテーション ８３３件 ６８，４４９千円
短 期 入 所 生 活 介 護 １，４９６件 １５７，６３６千円
短期入所療養介護（老健） ９０件 ６，６５１千円
福 祉 用 具 貸 与 ３，５２８件 ４７，４８６千円
特定施設入居者生活介護 ２７件 ５，７０６千円

合 計 １３，２８７件 ７０６，４２９千円

施設介護サービス
給付費 ○施設介護サービス給付事業

【社会福祉課】 ６３５，１２４千円 （予算現額 740,539千円）
【特定財源】

国庫支出金 １２７，０２５千円 20.0％
県支出金 １１１，１４７千円 17.5％
支払基金 １９０，５３７千円 30.0％
その他 ７９，３９１千円 12.5％

要介護認定者の施設入所サービスに対して給付を行いました。

＜給付状況＞
区 分 件 数 支 給 額

介 護 老 人 福 祉 施 設 １，７３０件 ４１２，６１９千円
介 護 老 人 保 健 施 設 ７８４件 １９９，６８０千円
介 護 療 養 型 医 療 施 設 １３３件 ２２，８２５千円

合 計 ２，６４７件 ６３５，１２４千円

居宅介護福祉用具 ○居宅介護福祉用具購入事業
購入費 １，９０３千円 （予算現額 2,425千円）

【社会福祉課】 【特定財源】
国庫支出金 ４７６千円 25.0％
県支出金 ２３８千円 12.5％
支払基金 ５７１千円 30.0％
その他 ２３８千円 12.5％

要介護認定者の中で、排せつや入浴など貸与になじまない居宅介護福
祉用具購入費を支給しました。

・支給件数 ７７件
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【款 保険給付費 項 介護サービス等諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

居宅介護住宅改修費
【社会福祉課】 ○居宅介護住宅改修事業 ７，２００千円 （予算現額 7,598千円）

【特定財源】
国庫支出金 １，８００千円 25.0％
県支出金 ９００千円 12.5％
支払基金 ２，１６０千円 30.0％
その他 ９００千円 12.5％

要介護認定者の中で、住み慣れた自宅で安心して暮らすために、住宅
改修費用を支給しました。

・支給件数 ６６件

居宅介護サービス
計画給付費 ○居宅介護サービス計画給付事業

【社会福祉課】 ８０，３７３千円 （予算現額 80,887千円）
【特定財源】

国庫支出金 ２０，０９３千円 25.0％
県支出金 １０，０４７千円 12.5％
支払基金 ２４，１１２千円 30.0％
その他 １０，０４７千円 12.5％

要介護認定者の中で、ケアプランを作成した居宅介護支援事業者に居
宅介護サービス計画費を給付しました。

・給付件数 ６，０１３件

地域密着型介護
サービス給付費 ○地域密着型介護サ－ビス事業

【社会福祉課】 １１３，１９５千円 （予算現額 143,593千円）
【特定財源】

国庫支出金 ２８，２９９千円 25.0％
県支出金 １４，１４９千円 12.5％
支払基金 ３３，９５９千円 30.0％
その他 １４，１４９千円 12.5％

要介護認定者の居宅サービス利用に対して給付を行いました。

＜グル－プホ－ム入居者＞
区 分 件 数 支 給 額

認知症対応型共同生活介護 ４５９件 １０９，９８０千円
認知症対応型通所介護 ４２件 ３，２１５千円
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【款 保険給付費 項 介護予防サービス等諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

介護予防サービス
給付費 ○介護予防サービス給付事業

【社会福祉課】 ４７，９９４千円 （予算現額 60,068千円）
【特定財源】

国庫支出金 １１，９９９千円 25.0％
県支出金 ５，９９９千円 12.5％
支払基金 １４，３９８千円 30.0％
その他 ５，９９９千円 12.5％

要支援認定者の居宅支援サービス利用に対して給付を行いました。

＜給付状況＞
区 分 件 数 支 給 額

訪 問 介 護 ４６２件 ７，２５１千円
訪 問 看 護 ３６件 １，１４６千円
訪問リハビリテーション ２１件 ６２７千円
通 所 介 護 ８０６件 ２５，３７０千円
通所リハビリテーション ２４２件 １０，１６９千円
福 祉 用 具 貸 与 ５０６件 ２，５９３千円
短 期 入 所 生 活 介 護 １８件 ５２７千円
短期入所療養介護（老健） ４件 １４５千円
居 宅 療 養 管 理 指 導 ３６件 １６６千円
合 計 ２，１３１件 ４７，９９４千円

介護予防福祉用具
購入費 ○居宅予防福祉用具購入事業 ５９４千円 （予算現額 1,063千円）

【社会福祉課】 【特定財源】
国庫支出金 １４９千円 25.0％
県支出金 ７４千円 12.5％
支払基金 １７８千円 30.0％
その他 ７４千円 12.5％

要支援認定者の中で、排せつや入浴など貸与になじまない居宅支援福
祉用具購入費を支給しました。

・支給件数 ３０件

居宅予防住宅改修費
【社会福祉課】 ○居宅予防住宅改修事業 ３，２７４千円 （予算現額 4,191千円）

【特定財源】
国庫支出金 ８１９千円 25.0％
県支出金 ４０９千円 12.5％
支払基金 ９８２千円 30.0％
その他 ４０９千円 12.5％

要支援認定者の中で、住み慣れた自宅で安心して暮らすために、住宅
改修費用を支給しました。

・支給件数 ３１件
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【款 保険給付費 項 介護予防サービス等諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

介護予防サービス
計画費 ○介護予防サービス計画給付事業

【社会福祉課】 ６，８７６千円 （予算現額 7,938千円）
【特定財源】

国庫支出金 １，７１９千円 25.0％
県支出金 ８６０千円 12.5％
支払基金 ２，０６３千円 30.0％
その他 ８６０千円 12.5％

要支援認定者の中で、ケアプランを作成した居宅介護支援事業者に居
宅支援サービス計画費を給付しました。

・給付件数 １，５９２件

地域密着型介護予防
サ－ビス給付費 ○地域密着型介護予防サ－ビス事業

【社会福祉課】 ５４千円 （予算現額 2,498千円）
【特定財源】

国庫支出金 １４千円 25.0％
県支出金 ７千円 12.5％
支払基金 １６千円 30.0％
その他 ７千円 12.5％

要支援認定者の居宅サービス利用に対して給付を行いました。

＜グル－プホ－ム入居者＞
区 分 件 数 支 給 額

認知症対応型共同生活介護 １件 ５４千円

【款 保険給付費 項 その他諸費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

審査支払手数料
【社会福祉課】 ○審査支払手数料 ２，３３９千円 （予算現額 2,358千円）

【特定財源】
国庫支出金 ５８５千円 25.0％
県支出金 ２９２千円 12.5％
支払基金 ７０２千円 30.0％
その他 ２９２千円 12.5％

介護給付費請求の点検審査の手数料を国保連に支払いました。

・審査支払手数料件数 ２５，９８６件

介護給付費請求電算
処理システム料 ○介護給付費請求電算処理システム料

【社会福祉課】 ２４２千円 （予算現額 255千円）
【特定財源】

その他 ２４２千円

介護給付費請求のための電算処理手数料を国保連に支払いました。
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【款 保険給付費 項 高額介護サービス等費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

高額介護サービス費
【社会福祉課】 ○高額介護サービス費 ２８，４８８千円 （予算現額 39,206千円）

【特定財源】
国庫支出金 ７，１２２千円 25.0％
県支出金 ３，５６１千円 12.5％
支払基金 ８，５４６千円 30.0％
その他 ３，５６１千円 12.5％

要介護認定者に対して、１ヶ月分の利用者負担額のうち所得に応じた
上限を超えた金額を払い戻しました。

・支給件数 ２，８５１件

高額介護予防
サービス費 ○高額介護予防サービス費 ２４千円 （予算現額 619千円）

【社会福祉課】 【特定財源】
国庫支出金 ６千円 25.0％
県支出金 ３千円 12.5％
支払基金 ７千円 30.0％
その他 ３千円 12.5％

要支援認定者に対して、１ヶ月分の利用者負担額のうち所得に応じた
上限を超えた金額を払い戻しました。

・支給件数 ３８件

【款 保険給付費 項 特定入所者介護サ－ビス等費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

特定入所者介護
サ－ビス費 ○特定入所者介護サ－ビス事業

【社会福祉課】 ８４，１３３千円 （予算現額 87,185千円）
【特定財源】

国庫支出金 １６，８２７千円 20.0％
県支出金 １４，７２３千円 17.5％
支払基金 ２５，２４０千円 30.0％
その他 １０，５１７千円 12.5％

要介護認定者の施設等利用入居者に対して食費、居住費に対し低所得
者の負担軽減を図るため所得に応じた負担限度額と基準額の差額分の給
付を行いました。

区 分 件 数 支 給 額

特定入所者介護サ－ビス費 １，９０３件 ７０，８７９千円
短期入所者介護サービス費 ６５４件 １３，２５４千円
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【款 保険給付費 項 特定入所者介護サ－ビス等費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

特定入所者介護予防 ○特定入所者介護予防サ－ビス事業
サ－ビス給付費 ５５千円 （予算現額 100千円）

【社会福祉課】 【特定財源】
国庫支出金 １４千円 25.0％
県支出金 ７千円 12.5％
支払基金 １７千円 30.0％
その他 ７千円 12.5％

要支援認定者の施設等利用入居者に対して食費、居住費に対し低所得
者の負担軽減を図るため所得に応じた負担限度額と基準額の差額分の給
付を行いました。

区 分 件 数 支 給 額
特定入所者介護予防サ－ビス費 ７件 ５５千円

【款 保険給付費 項 高額医療合算介護サービス等費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

高額医療合算介護 ○高額医療合算介護サービス事業
サービス費 ８，８１０千円 （予算現額 17,400千円)

【社会福祉課】 【特定財源】
国庫支出金 ２，２０３千円 25.0％
県支出金 １，１０１千円 12.5％
支払基金 ２，６４３千円 30.0％
その他 １，１０１千円 12.5％

要介護認定者に対して、１年間に医療保険と介護保険の両方のサービ
スを利用した世帯の自己負担合計額のうち所得に応じた上限を超えた金
額を払い戻しました。
・支給件数 １８３件

【款 地域支援事業費 項 介護予防事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

介護予防特定高齢者 ○介護予防事業 ４，６１８千円 （予算現額 5,230千円）
施策事業費 【特定財源】

【健康課】 国庫支出金 １，１５４千円
県支出金 ５７７千円
支払基金 １，３８５千円
その他 ５７７千円

・生活機能評価
生活機能が低下しているおそれのある人を早期に把握するため、65歳以

上の高齢者を対象に基本チェックリストを送付し、二次予防高齢者(旧特
定高齢者）候補者を抽出し、二次予防高齢者候補者となった人に対して生
活機能チェック及び生活機能検査を行いました。
＜事業実績＞

基本チェックリスト送付 ６，５３７通（回収率 ７３．７％）
※内、二次予防高齢者候補者となった者 １，４５３人

生活機能チェック及び生活機能検査受診者数 ２８１人

・二次予防高齢者介護予防教室（市内１会場×２クール）
二次予防高齢者に対し運動器機能向上、口腔機能向上、栄養改善のため

の支援を行いました。
＜事業実績＞

『いきいき健康塾』 実施回数 全１２回×２クール
参加延べ人数 ３４６人
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【款 地域支援事業費総務費 項 介護予防事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

介護予防一般高齢者
施策事業費 ○介護予防事業 ５０４千円 （予算現額 628千円）

【健康課】 【特定財源】
国庫支出金 １２６千円
県支出金 ６３千円
支払基金 １５１千円
その他 ６３千円

・介護予防サポーター養成講座
地域において高齢者の介護予防の取り組みを支援するボランティア「介

護予防サポーター」を養成するとともに、高齢者支援に携わるＮＰＯ法人
どんぐり会のスタッフ等の資質向上研修を行いました。

＜事業実績＞
実施回数 全６回 延受講者数 １８７人

・健康相談及び運動指導（美山老人福祉センター「つどいの場」にて実施）
健康状態の確認及び日常生活状況の把握を行い、健康で活動的な生活を

継続するための助言等を行いました。また、健康相談と合わせて運動によ
る介護予防の普及啓発を行いました。

＜事業実績＞
健康相談 実施回数 ２７回 延べ人数 １６８人
運動指導 実施回数 １８回 延べ人数 ２０３人

○とじこもり予防事業委託
１１，８２１千円 （予算現額 11,828千円)

【特定財源】
国庫支出金 ２，９５５千円
県支出金 １，４７８千円
支払基金 ３，５４６千円
その他 １，４７８千円

・「いこいの広場」
健康づくり・生きがいづくり、介護予防や疾病予防を目的として、市が

委託したＮＰＯ法人どんぐり会により、各地区の公民館等（市内１６会場）
で日常生活動作訓練、健康相談、世代間交流、出前講座、レクリエーショ
ンなどを行いました。

＜事業実績＞
区 分 ２２年度 ２１年度 比 較

参 加 実 人 員 ２０４人 ２１７人 △ １３人
延 べ 人 数 ７，１６４人 ７，６５９人 △４９５人

・「かんたん筋トレ教室」
加齢や不活発な生活に伴う運動機能の低下により要介護状態になること

を予防するために、運動講師による筋力向上トレーニングやストレッチ等
の実技指導及びＮＰＯ法人どんぐり会スタッフによる自主トレーニングを
行いました。（「いこいの広場」１６会場にて合同開催）

＜事業実績＞
実施回数 ３５２回 参加延べ人数 ３，９７９人
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【款 地域支援事業 項 包括的支援事業・任意事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

総合相談・権利擁護
事業費 ○地域包括支援センターシステム機器リース・保守点検業務

【健康課】 １,９５３千円 （予算現額 1,954千円)
【特定財源】

国庫支出金 ７９１千円
県支出金 ３９６千円
その他 ３９６千円

地域包括支援センターのケアマネジメント業務を適正かつ円滑に実施
るためにシステムを導入し、保守点検等を委託しました。

任意事業費
【健康課】 ○紙おむつ助成事業 ３，５３３千円 （予算現額 3,539千円）

【特定財源】
国庫支出金 １，４１３千円
県支出金 ７０７千円
その他 ７０７千円

在宅において常時紙おむつを使用している寝たきり老人等に対して、
紙おむつ購入に要する費用の一部を助成することにより、その者の日常
生活改善と経済的負担の軽減を行いました。
＜事業実績＞
区 分 ２２年度 ２１年度 比 較

利 用 実 人 員 ８６人 ９０人 △ ４人
延べ利用件数 ７３４件 ６９９件 △４９５人

○介護相談員派遣事業 １,４８２千円 （予算現額 1,584千円）
【特定財源】

国庫支出金 ５９３千円
県支出金 ２９６千円
その他 ２９６千円

各事業所（１３事業所）へ介護相談員４名が２班に分かれ訪問しま
した。派遣申出のあったサービス事業所等に派遣することにより、利
用者の疑問や不満、不安の解消を図るとともに、派遣を受けた事業所
における介護サービスの質の向上に努めました。

<事業実績>
派遣事業所 １３事業所 年間 ２２１回
訪問相談人数 ２，３６７人
報告件数 ７９５件

○みまもりボランティア訪問活動事業
２１６千円 （予算現額 229千円）

【特定財源】
国庫支出金 ８６千円
県支出金 ４３千円
その他 ４３千円

高齢者が住み慣れた自宅で安心して生活していくための支援のひとつ
として、安否確認など、みまもり訪問を行いました。

＜事業実績＞
区 分 ２２年度 ２１年度 比 較

訪 問 延 べ 件 数 ４４８件 ３１０件 １３８件
ボランティア活動延べ人数 ８８０人 ６１３人 ２６７人
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【款 地域支援事業 項 包括的支援事業・任意事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

任意事業費
【健康課】 ○配食サービス事業 ４，６９２千円 （予算現額 4,692千円）

【特定財源】
国庫支出金 １，８７７千円
県支出金 ９３８千円
その他 ９３８千円

調理が困難な高齢者世帯等に対して、居宅を訪問し、栄養のバランス
のとれた食事を配達するとともに、利用者の安否確認を行いました。

＜事業実績＞
区 分 ２２年度 ２１年度 比 較

利 用 実 人 員 ８０人 ６５人 １５人
延 べ 配 食 数 １１，７２９食 ９，３４６食 ２，３８３食
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【後期高齢者医療特別会計】
（単位：千円）

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額
後期高齢者医療特別会計 ２７５，９９０ ２２９，６６９

【款 総務費 項 一般管理費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

一般管理費
【市民課】 ○一般管理事業 ８３１千円 （予算現額 994千円）

後期高齢者医療制度システム保守を（財）岐阜県市町村行政情報セン
ターへ委託し、事務の円滑な運営を図りました。

【款 総務費 項 徴収費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

徴収費
【市民課】 ○賦課徴収事業 ９９１千円 （予算現額 1,393千円）

適正な保険料賦課・収納管理等のため、電算処理業務やシステム保守
業務、被保険者への各種通知等のシステム開発及び後期高齢者医療制度
円滑運営事業関係のシステム導入等を（財）岐阜県市町村行政情報セン
ターへ委託し、事務の円滑な運営を図りました。

【款 後期高齢者医療広域連合納付金 項 後期高齢者医療広域連合納付金】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

後期高齢者医療広域
連合納付金 ○後期高齢者医療広域連合納付金

【市民課】 ２２２，２１１千円 （予算現額 267,419千円）
【特定財源】

その他 ７１，９７４千円

岐阜県後期高齢者医療広域連合へ保険料負担金・事務費負担金・保険
基盤安定負担金として納めました。

・保険料負担金 150,237千円
・事務費負担金（保健事業分含む） 12,924千円
・保険基盤安定負担金 59,050千円

健康診査費
【市民課】 ○後期高齢者健康診査事業

１，７０４千円 （予算現額 2,160千円）
【特定財源】

その他 ９１６千円

「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づき、生活習慣病の早期発
見、後期高齢者の健康保持・増進を目的として、７５歳以上の健康診査
を希望する方を対象に後期高齢者健康診査を行いました。

健診区分 健診一部負担金 Ｈ２２年度受診者 Ｈ２１年度受診者

集団検診 ４２０円 １４３人 ４６人
個別健診 ５００円 ３３人 ４１人

合 計 １７６人 ８７人
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【 収入状況等 】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

○後期高齢者医療対象者（平成22年4月1日現在）
（単位：人）

Ｈ２２年度 Ｈ２１年度
７ ５ 歳 以 上 の 者 3,687 3,571
65歳以上75歳未満で障がい認定を受けた者 80 101
合 計 3,767 3,672

○納税通知書等
（単位：通）

納 税 通 知 書 発 送 件 数 督 促 状 発 送 件 数
通知月 種 目 送 付 件 数 期 別 送付件数
４月 仮算定分 3,072
４月 随時分 63 13 期 2
５月 随時分 27 14 期 3 口座振替件数
７月 本算定分 3,810 １ 期 62 467件
８月 55 ２ 期 36
９月 54 ３ 期 39

１０月 41 ４ 期 29
１１月 随 時 分 59 ５ 期 26
１２月 61 ６ 期 20
１月 52 ７ 期 27
２月 47 ８ 期 15
３月 76 ９ 期 11

合 計 7,417 合 計 270

○収納状況
（単位：円）

区 分
現 年 課 税 分 過年度滞納分

特 徴 普 徴 普 徴 合 計
調 定 額 102,814,800 46,907,900 916,900 150,639,600
収 納 額 103,181,100 46,528,400 302,300 150,011,800
うち還付未済額 366,300 56,900 423,200

不納欠損額 476,800 476,800
未 納 額 0 436,400 137,800 574,200
収 納 率 ％ 100.00% 99.07% 32.97%

○短期保険者証発行件数

平成２２年度 5件
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【簡易水道事業特別会計】
（単位：千円）

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額
簡易水道事業特別会計 １０６，０００ ９８，４９８

【款 簡易水道管理費 項 総務管理費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

一般管理費
【水道課】 ○簡易水道事業 ３２，６８０千円 （予算現額 38,459千円）

本事業は、伊自良・中洞簡易水道で運営しています。
平成２２年度の決算では、給水戸数は１，２０８戸、料金収入は６１，

０５１千円(現年水道使用料60,060千円・過年水道使用料991千円）となり
ました。

・需用費（光熱水費・修繕費等） 11,960千円
・役務費（水質検査・通信費等） 3,573千円
・委託料（電気点検・水道管理システム作成等） 5,360千円
・使用料及び賃借料（ﾊﾟｿｺﾝﾘｰｽ・借地代） 739千円
・工事請負費 浄水場バッテリー取替 1,470千円
・備品購入費(メ－タ－器購入代） 423千円
・負担金補助及び交付金 13千円
・積立金 5,095千円
・公課費（消費税） 4,047千円

元金
【水道課】 ○市債元金償還金 ３５，５９３千円 （予算現額 35,593千円）

事業を実施するための財源として、これまで発行してきた市債（旧町
村を含む）に係る元金分を償還しました。

利子
【水道課】 ○市債利子償還金 ２０，９１０千円 （予算現額 21,285千円）

市債に係る利子を償還しました。
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【農業集落排水事業特別会計】
（単位：千円）

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額
農業集落排水事業特別会計 ４７０，０００ ４５７，５８３

【款 農業集落排水事業費 項 農業集落排水事業費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

施設管理費
【水道課】 ○農業集落排水施設管理事業

１６５，６２９千円 （予算現額 174,366千円）
【特定財源】

その他 １３９，５２８千円

河川等の水質保全のため、赤尾・梅原・大桑・桜尾・伊自良左岸・伊
自良右岸の６箇所の農業集落排水処理施設による適正な汚水処理事業を
行いました。

・平成２２年度新規接続件数 １７件

＜施設の状況＞（平成２３年３月３１日現在）
処理区 接続件数 接続率 維持管理費 使用料 汚水流入量

赤 尾 132件 100％ 9,565千円 8,340千円 47,550㎥
梅 原 428件 89％ 21,906千円 24,475千円 162,938㎥
大 桑 406件 89％ 42,495千円 30,127千円 182,388㎥
桜 尾 332件 83％ 25,437千円 20,376千円 144,739㎥
伊自良左岸 538件 83％ 40,008千円 37,381千円 241,666㎥
伊自良右岸 297件 75％ 26,218千円 18,829千円 107,247㎥

計 2,133件 85％ 165,629千円 139,528千円 886,528㎥

元金
【水道課】 ○市債元金償還金 １８４，５５１千円 （予算現額 184,552千円）

事業を実施するための財源として、これまで発行してきた市債（旧町
村を含む）に係る元金分を償還しました。

利子
【水道課】 ○市債利子償還金 ８５，６２０千円 （予算現額 85,726千円）

市債に係る利子を償還しました。



- 121 -

【公共下水道事業特別会計】
（単位：千円）

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額
公共下水道事業特別会計 ９０９，４５７ ８８４，６６０

【款 総務費 項 総務管理費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

一般管理費
【水道課】 ○公共下水道施設管理事業

３１，４７０千円 （予算現額 32,594千円）
【特定財源】

その他 ２３，６４９千円

・平成２０年４月より供用を開始し、３年目となりました。
平成２２年度末接続件数 562 件(接続率 24.6%)
汚水流入量 201,258 ㎥

【款 公共下水道費 項 公共下水道費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

公共下水道費
【水道課】 ○公共下水道施設整備事業

７２２，５９０千円 （予算現額 733,975千円）
【特定財源】

国庫支出金 ２６２，６００千円
県支出金 １５，３９９千円
市 債 ２３８，０００千円
その他 １２９，１０２千円

高富・富岡小学校区の水質・自然環境保全を目的に、第２期整備区域
の管渠工事及び高富浄化センターの建設工事（繰越分）を行いました。

・補助事業 487,800千円
管渠工事 枝線Ｌ＝５，９９５．４ｍ 472,155千円
設計委託 管渠 15,645千円

・単独事業 200,790千円
管渠工事 枝線Ｌ＝９８５．６ｍ 142,796千円
設計委託 管渠 20,782千円
補償費 水道管支障移転 19,593千円
事務費 17,619千円

・前年度繰越事業
高富浄化センター建設工事

３４，０００千円

元金
【水道課】 ○市債元金償還金 １７，７７０千円 （予算現額 17,771千円）

事業を実施するための財源として、これまで発行してきた市債に係る
元金分の償還が始まりました。

利子
【水道課】 ○市債利子償還金 ７９，２５７千円 （予算現額 88,416千円）

市債に係る利子を償還しました。
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【高富財産区特別会計】
（単位：千円）

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額
高富財産区特別会計 ２，４００ １，７９２

【款 管理会費 項 管理会費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

管理会費
【総務課】 ○管理会開催 ８４千円 （予算現額 126千円）

財産区が保有する土地の維持管理等についての協議、予算・決算の承認
のため、７名の委員で構成する管理会を２回開催しました。

【款 総務費 項 総務管理費】

目 主 要 な 施 策 の 成 果 説 明 及 び 実 績

一般管理費
【総務課】 ○財産の維持管理委託事業

１，６９４千円 （予算現額 1,814千円）

財産区が保有する土地の一部についての管理及び支障木伐採等を委託
し、適正に管理しました。
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